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*
注
記
・

-
論
文
中
の
写
真
に
つ
い
て
転
載
す
る
場
合
は
斯
道
文
庫
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

慶
雁
義
塾

図
書
館
蔵

〔
鎌
倉
末
南
北
朝
〕

写

『
紫
明
抄
』

巻
第
一
零
巻

ー
本
文
篇

影
印
並
び
に
翻
刻
|

平

津

五

郎

緒

ロ
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本
影
印
並
び
に
翻
印
に
あ
た
り
、
本
論
集
の
編
輯
上
、
次
号
に
予
定
し
て
い
る
諸
本
解
題
に
さ
き
だ
ち
、
伝
存
諸
本
に
於
け
る
該
本
の

伝
流
系
統
上
の
大
凡
の
地
位
を
措
定
す
べ
く
以
下
の
諸
本
調
査
の
ひ
と
ま
ず
の
結
果
報
告
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
該
本
は
紫
明

抄
十
巻
の
成
立
期
に
近
接
す
る
現
存
最
古
紗
本
と
し
て
充
分
に
留
意
さ
れ
る
べ
き
伝
存
本
た
る
面
白
を
そ
な
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
惜
む

ら
く
は
巻
第
一
の
孤
巻
を
と

x
む
る
に
す
ぎ
ず
、
過
半
の
他
巻
は
出
現
の
偶
然
を
ま
つ
の
ほ
か
は
な
く
、
諸
本
と
の
比
校
は
当
然
の
こ
と
、

自
ら
か
ぎ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
猶
当
該
巻
を
以
て
し
で
も
極
め
て
近
似
類
同
す
る
伝
本
|
例
え
ば
京
都
大
学
国
語
学
国
文
学

研
究
室
蘇
本
i

の
現
存
す
る
こ
と
で
も
あ
れ
ば
、
該
本
の
佼
亡
の
巻
と
に
つ
い
て
の
予
測
は
多
少
な
が
ら
も
窺
見
さ
れ
る
か
と
も
所
思
し
、

巻
第
一
の
巻
に
と
H
A

ま
ら
ず
、
諸
本
に
お
け
る
系
類
の
概
略
を
全
巻
に
経
目
し
、
言
及
し
て
、
本
編
の
参
看
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
猶

現
存
の
諸
本
は
未
だ
網
羅
す
る
に
い
た
ら
ず
、
更
に
今
後
の
調
査
を
侠
っ
と
こ
ろ
で
あ
る
。



て
に
わ
た
る
本
文
上
の
系
類
を
充
備
し
、

先
ず
、
以
下
に
掲
示
し
た
伝
本
は
、
現
時
点
ま
で
に
披
閲
の
時
宜
を
得
た
各
諸
本
の
一
腹
の
類
別
的
一
覧
で
あ
り
、
紫
明
抄
十
巻
の
全

そ
の
系
統
論
上
の
具
体
的
な
結
尾
を
表
示
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
従
来
の
ひ
と
つ
の
分
類

方
法
と
し
て
採
ら
れ
た
巻
第
編
成
l

巻
第
一
・
二
の
両
巻
の
聞
に
す
ぎ
ぬ
が
ー
に
拠
る
類
別
で
あ
る
。
即
ち
、
け
は
努
頭
に
「
白
桐
査
巻

ま
で
も
叙
述
上
の
便
宜
的
図
式
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

至
末
摘
花
」
を
巻
第
一
に
据
え
る
伝
本
で
あ
り
、
り
は
「
白
桐
査
巻
至
夕
顔
巻
」
と
設
定
し
て
い
る
伝
本
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
く

ト)

ω
慶
臆
義
塾
図
書
館
蔵
〔
鎌
倉
末
南
北
朝
〕
写

ω
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
織
〔
室
町
末
近
世
初
〕
写

ω
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
臓
〔
江
戸
前
期
〕
写

存
巻
第
一
一
零
巻

一
冊

存
巻
第
一
一
等
巻

一
冊

存
九
巻
(
欠
自
若
紫
巻
末
摘
花
巻
至
巻
第
一
一
)

十
冊

竜
門
文
庫
臓
〔
江
戸
初
期
〕
写

存
九
巻
(
欠
右
同
〉

五
冊

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
〔
江
戸
中
期
〕
写

存
九
巻
(
欠
右
同
)

十
冊

神
宮
文
庫
蔵
〔
江
戸
後
期
〕
写

存
九
巻
(
欠
右
同
〉

五
冊

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
〔
室
町
末
〕
写

存
九
巻
(
欠
右
同
)

十
冊

山
岸
徳
平
氏
蔵

同
氏
令
写
本
(
南
葵
文
庫
本
〉

存
巻
第
六
・
九

一
冊

ω
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
〔
江
戸
後
期
〉
写

存
十
巻

一
一
瓜
川

↑一一

γ'十

'
B

(ご)

川
京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
(
南
北
朝
末
〕
写

存
十
巻

J
'
L
E
J
 

ー

ー一
H
廿

H

略
称
「
慶
」

i司

「内
A
」

|司

「松」

同

「章}」

同

「
内
日
」

同

「神」

同

「東」

|司

「山一坪」

!可

「内
C
」

|司

「
京
研
」



ω
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
応
永
十
七
年
奥
書
〔
室
町
後
期
〕
写

存
巻
第
一
・
三
・
四
・
九
・
十

冊

同

「
京
図
」

H
H
 

九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〔
室
町
末
〕
写
|
抄
出
本
|

一
冊

同

「九」

各
本
解
題
に
先
立
ち
上
掲
諸
本
の
比
校
の
結
果
に
つ
き
概
要
す
る
と
、
此
の
場
合
、
稗
文
を
含
む
本
文
上
に
於
い
て
は
、
付
ー
ω
と
り

i
ω
・
ω
と
は
極
め
て
相
隣
接
し
!
就
中
、
ω
ー
ω
と
は
近
似
関
係
を
示
す
|
、
叙
述
形
態
も
古
型
の
跡
を
と
三
め
て
、
あ
る
い
は
紫
明

抄
成
稿
時
の
面
影
を
具
現
す
る
伝
本
と
し
て
想
定
さ
れ
る
べ
き
か
と
も
推
測
さ
れ
、
そ
し
て
右
記
の
巻
第
一
の
編
成
改
変
の
辺
に
そ
の
緒

口
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
の
ハ
門
|
ω
は
付
i
ω
と
全
く
同
編
成
に
し
て
、
そ
の
本
文
・
叙
述
形
態
共
に
最
も
近
接
し
、
付
の
伝
流
上
の
伝
本
と
し
て
措
定
さ
れ

な
が
ら
に
二
・
三
の
所
引
歌
が
増
補
さ
れ
る
な
ど
梢
と
混
請
の
経
過
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
付
の
ω
群
の
諸
本
は
同
一
の
祖
本
に
拠
る
確
実
な
る
一
系
統
の
伝
写
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
編
成
は
付
ー
ω
・
ω
と
同
じ

く
し
な
が
ら
に
、
本
文
(
源
氏
〉
抄
出
・
緯
註
共
に
両
面
に
わ
た
り
異
同
す
る
と
こ
ろ
は
甚
だ
顕
著
で
あ
る
。
且
つ
、
そ
れ
が
紫
明
抄
の

個
々
の
巻
第
に
よ
り
類
向
、
あ
る
い
は
異
同
す
る
と
こ
ろ
に
其
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
此
の
伝
本
群
共
通
の
奥
書
に
看
取

さ
れ
る
ご
と
く
に
複
数
の
依
拠
本
に
よ
る
書
写
補
足
の
経
過
か
ら
派
生
し
た
混
稼
の
結
果
で
も
あ
ろ
う
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と

も
か
く
も
、
該
本
系
の
現
状
か
ら
は
寧
ろ
混
態
本
と
し
て
の
一
異
系
を
構
成
す
る
伝
本
群
で
あ
る
と
い
え
る
。

付
ー
ω
は
、
同
じ
く
付
の
編
成
と
同
じ
く
す
る
が
上
記
諸
本
と
相
違
し
て
、
そ
の
経
由
を
分
明
と
し
が
た
い
が
、
精
〉
〉
略
本
的
な
様
相

を
と
H
A

め
る
一
本
で
あ
る
。
巻
尾
に
は
素
寂
よ
り
伊
勢
前
司
宛
の
将
軍
家
献
上
次
第
を
誌
す
書
臆
を
載
す
る
奥
書
を
附
し
、
紫
明
抄
成
立
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年
次
の
護
例
と
し
て
屡
と
所
引
さ
れ
て
い
る
伝
本
で
あ
る
。

伺
の
一
本
は
内
題
に

「
口
氏
物
語
注
紫
明
抄
抜
書
」
と
誌
す
ご
と
く
桐
査
巻
よ
り
末
摘
花
巻
ま
で
の
抄
出
本
で
あ
る
。
末
摘
花
巻
迄
の

残
巻
で
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
什
の
編
成
本
に
拠
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

同
表
を
補
足
し
た
の
は
誤
解
の
危
慎
を
避
け
ん
が
た
め
に

円

μ
二
、

'
力
外

i
J

さ
き
の
伝
本
一
覧
表
に
加
え
、

そ
の
本
文
類
系
の
概
ね
に
言
及
し
、

す
ぎ
な
い
。

YL 

秒1

一
、
慶

J

峰
、
義
塾
図
書
館
蔵
〔
鎌
倉
末
南
北
朝
〕
写
本
『
紫
明
抄
』
存
巻
第
一
の
影
印
並
び
に
翻
印
で
あ
る
。

一
、
本
書
は
零
巻
な
が
ら
現
存
伝
本
中
の
最
古
鈴
本
で
あ
り
、

覆
い
が
た
く
、

そ
の
復
元
に
は
努
め
て
留
意
し
た
が
、
永
年
の
悲
蝕
、
段
損
の
暇
砧
は

識
別
に
つ
い
て
不
完
全
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

且
つ
褐
色
化
し
た
黄
葉
染
の
料
紙
に
沈
ん
だ
古
雅
な
墨
痕
は
充
分
な
再
現
は
期
し
が
た
く
、
殊
に
朱
筆
訓
点
と
の

本
影
印
に
翻
印
篇
を
附
載
し
た
の
は
、

そ
の
影
照
化
の
不
備
を
補
足
す
る
こ
と
に
あ
る
。

猶
原
本
は
解
題
に
誌
し
た
ご
と
く
に
其
の
修
補
に
当
り
、
原
装
!
綴
葉
装
!
ー
を
現
大
和
綴
に
改
め
ら
れ
し
際
、

じ
た
。

以
下
の
誤
綴
が
生

元
来
の
叙
述
次
第
は
次
の
か
愈
符
l
↓
の
丁
に
と
継
続
す
る
。
本
影
印
は
現
状
の
盛
に
従
っ
た
。

※
第
木
巻

※
夕
顔
巻

一
十
九
丁
裏
|
↓
一
一
十
六
・
七
)
表
裏
liti--

↓
二
十
了
表
(
)
一
ト
三
了
一
長

四

一
了
表
裏
Ili--J
一一十八

1
表

/i'
一
一
ト
九
了
哀

1
j四
十
三
了
表
(
)
四
十
八
王
果
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の
二
ヶ
処
で
あ
る
。

又
、
落
丁
が
一
ヶ
処
若
紫
巻
四
十
九
丁
と
五
十
丁
の
聞
に
約
二
丁
分
が
見
出
さ
れ
る
。

一
、
猶
本
影
印
は
原
本
の
叩
%
に
縮
小
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
翻
印
に
際
し
て
は
、
従
っ
て
、
影
印
篇
と
両
篇
相
互
に
相
対
応
す
べ
く
、
次
の
ご
と
き
方
針
を
と
っ
た
。

イ
原
本
の
書
写
状
況
、
注
鰐
形
態
を
踏
襲
す
べ
く
各
行
!
字
数
の
不
統
一
を
含
め
l

す
べ
て
に
わ
た
り
原
本
に
准
じ
た
。

ロ

上
記
の
誤
綴
は
翻
印
に
於
い
て
は
披
覧
の
便
宜
上
、
一
五
来
の
叙
述
次
第
に
訂
し
掲
出
す
る
こ
と
に
し
、
両
篇
照
合
の
た
め
に
原
本

の
各
丁
数
を
」
符
に
し
て
区
切
り
(

〉
圏
内
に
誌
し
た
。

ノ、

原
本
に
看
る
上
記
の
葱
蝕
、
、
汚
損
等
に
よ
る
不
明
箇
所
に
つ
い
て
は
、
主
に
京
都
大
学
研
究
室
本
の
本
文
に
拠
り
当
該
字
数
を
口

符
を
以
て
一
不
し
、
解
読
精
ミ
可
能
な
る
は
「ー¥

〕
圏
中
に
記
入
し
た
。

原
本
に
施
さ
れ
た
訓
点
、
声
点
、
傍
記
書
入
れ
、

又
所
引
本
文
、
出
典
の
l
l
、
樟
文
の
・
、
等
の
各
頭
部
第
符
は
殆
ん
ど
が
朱
跡

で
あ
る
が
閉
ま
墨
跡
も
混
入
し
、

且
つ
書
写
後
の
筆
跡
も
加
わ
り
、

こ
れ
ら
を
す
べ
て
判
別
注
記
す
る
こ
と
は
印
刷
上
極
め
て

困
難
で
あ
り
己
む
を
得
ず
省
略
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ホ
旧
字
体
・
略
・
俗
字
体
の
併
用
は
此
の
時
代
一
般
の
混
用
例
の
様
態
を
と
父
め
る
も
の
と
し
て
原
本
の
俸
に
残
す
こ
と
に
し
た
。

但
し
、
原
本
の
筆
跡
に
は
旧
字
・
新
字
体
と
判
別
し
が
た
き
諸
例
も
散
見
し
、
そ
の
場
合
は
通
行
字
体
を
以
て
充
当
し
た
。
こ
と

に
部
首
の
草
体
は
識
別
は
期
し
が
た
く
、

件
ー
で
し
l
L、
青
i
青
、
等
は
現
行
の
後
者
を
以

/¥ 

/ 

告
ー
ヨ
、

て
統
一
し
た
。

異
体
の
筆
跡
は
次
の
諸
例
が
主
な
る
も
の
で
あ
る
。
原
本
の
そ
れ
は
復
元
し
が
た
く
近
辺
の
草
字
典
に
拠
り
以
下
に
掲
出
し
た
。
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当
該
字
は
影
印
本
に
看
る
ご
と
く
で
あ
る
の
で
、

そ
の
各
翻
字
は
初
出
丁
数
併
び
に
行
数
を
以
て
略
記
し
、
以
下
同
字
の
顕
出
箇

処
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

壷
l

一一オ

1

淑
1

一一ウ

2

坐
l

五
ウ

8

喪
l

六
オ

8

隷
l

一
ニ
オ
ロ

夷

館

四

ウ

2

聖
i

一一ウ

9

承
i

五
オ
日

(オ

3

丞
一
六
ウ

3

戯
ー
一
八
オ

3

脅
l

一七オ

4

督
!
一
七
オ

4

光
一
七
オ
ロ

ー
さ
オ

2

簸
i

一一一オ

5

蹄
l

一
一
八
ウ
日

震ー一一一一一ウ

9

殺
ー
一
一
六
オ
ロ

侍
ー
一
一
八
ウ

5

時
l

一一一O
ウ

7

亥
l

四
四
オ

5

提
l

四
九
オ

3

符
四
九
ウ

3

掻
l

一一一八オ

5

狐
四
四
ウ

5

引
l

五
回
オ

9

循
!
五
四
オ

9

沈
ー
五
五
ウ

4

一品一式
1611
五
五
オ

l

象

l
E〈オ
4

桂
ー
五
六
ウ

7

そ
の
他
片
仮
名
略
体
は
、
ー
(
キ
〉
、
了

(
マ
〉
:
:
:
:
:
:
等
で
あ
る
。

検
l

一八オ

4

最
l

一
一
九
ウ
ロ

時
世
間
五
O

オ
孔 繁

一
八
オ

7

話人

l
一一一O
ウ

4

琵
i

五
一
オ

m

へ
翻
印
篇
の
末
尾
に
附
録
し
た
補
注
は
、
付
・
件
は
追
訂
・
補
筆
箇
所
、
同
は
本
文
に
於
け
る
存
疑
を
掲
示
し
他
本
と
の
校
勘
に
及

ん
だ
も
の
で
あ
る
。

揖

--42 -



慶

雁

本

紫

明

抄

巻

第

一

零

巻



第二葉表



表紙

- 45-



見返し

--46 -



lオ

- 47-



|ウ

48一一



2オ

- 49-



2ウ

50 -



3オ

- 51-



3ウ

~ 52 



4オ

- 53ー←



4ウ

54 



5オ

- 55 



5ウ

~. 56-



6オ

- 57-



6ウ

58 -



7オ

- 59 



7ウ

60 



8オ

- 61-



8ウ

- 62-



9オ

- 63-



9ウ

- 64-



10オ

- 65-



10ウ

- 66-



11オ

- 67-



11ウ

- 68-



12オ

- 69-



12ウ

- 70-



13オ

-71-



13ウ

一 72-



14オ

-73 -



14ウ

- 74~-



15オ

- 75-



15ウ

76一一



16オ

-77-



16ウ

- 78-



17オ

- 79-



17ウ

- 80-



18オ

- 81-



J8ウ

82 -



19オ

83 -



19ウ

84 -



20オ



20ウ

~ 86 



21オ

- 87-



21ウ

- 88-



22オ

89 -



22ウ

← 90 



23オ

-91-



23ウ

- 92-



24オ

- 93-



24ウ

94 ~ 



25オ

- 95 



25ウ

--96-



26オ

- 97 



26ウ

98 -



27オ

- 99-



27ウ

100-



28オ

-101-



28ウ

-102 



29オ

-103 



29ウ

-104-



30オ

一 105-



30ウ

~l06~ 



31オ

一 107-



31ウ

-108-



32オ

-109-



32ウ

凡

U



33オ



33ウ



34オ





35オ



35ウ



36オ



36ウ



37オ



37ウ

-120-



38オ



38ウ

ワ
ω

ワム



39オ



39ウ

124-



40オ



40ウ

126 



41オ



41ウ

-128-



42オ



42ウ

-130-



43オ



43ウ

-132-



44オ



44ウ

-134-



45オ

-135-



45ウ

-~ 136-



46オ



46ウ

一一 138-



47オ

-139-



47ウ

140-



48オ

-141 



48ウ

142-



49オ
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50オ

-145-



50ウ
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51オ



51ウ
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52オ

A
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52ウ
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53オ



53ウ

ワ
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54オ



54ウ
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55オ
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55ウ
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56オ



56ウ
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57ウ
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58オ



58ウ
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59オ



59ウ
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裏表紙

~166~ 



紫

明

抄

序

紫
雲
寺
隠
侶
素
寂
撰

み
や
こ
の
雲
を
い
て
斗
あ
つ
ま
の
月
に
う
そ
ふ
く
よ
す
て
人

あ
り
そ
の
か
み
は
と
の
も
り
の
つ
か
さ
の
す
け
に
ま
し
は
り
て
お
ほ
き

む
つ
の
く
ら
ゐ
を
け
か
す
と
い
へ
と
も
い
ま
は
身
い
や
し
く
し
て

×
 

ふ
て
の
は
や
し
を
の
か
れ
心
か
た
く
な
に
し
て
こ
と
の
葉
の
そ

ヒ

の
に
う
と
し
か
な
し
き
か
な
う
き
ょ
を
い
と
ふ
は
か
り
事
あ
さ

-167-

く
う
ら
め
し
き
か
な
ま
こ
と
の
み
ち
を
ね
か
ふ
心
お
ろ
そ
か
な
る
こ

と
を
こ
の
思
に
た
へ
す
い
さ
斗
か
む
ら
さ
き
の
雲
ゐ
る
て
ら
を

ひ
ら
き
て
わ
っ
か
に
身
を
か
く
す
す
み
か
と
せ
り
こ
斗
に
口
口
口

き
家
の
か
せ
を
あ
ふ
き
て
と
こ
し
な
ヘ
に
光
源
氏
物
〔
語
〕
口
口
口

あ
そ
ふ
く
せ
つ
け
り
〔
さ
〕
口
口
口
ろ
か
な
る
口
口
口
口
口
口
口
口
口
」
(
一
オ
)

か
ひ
て
な
ま
し
ゐ
に
和
漢
の
口
停
を
あ
〔
ら
〕
口
口
口
口
口
口
口
口



と
も
才
す
く
な
け
れ
は
嬰
児
の
い
と
け
な
き
に
〔
も
〕
事
口
口
口

と
ふ
ら
ひ
塞
お
ろ
そ
か
な
れ
は
老
殖
の
お
ほ
k

ふ
れ
た
る
に
も
〔
ふ
〕
口

き
こ
と
葉
を
た
つ
ぬ
こ
れ
す
な
は
ち
杜
預
か
侍
癖
に
つ
か
れ
し

つ
ゐ
に
ふ
て
に
つ
け
て
か
き
に
し
る
す
徳
あ
ら
ば
れ
た
り

素
寂
か
源
癖
を
な
や
む
あ
に
ほ
た
る
を
あ
つ
め
て
と
も
し

※
 

ひ
を
か
L
A

く
る
琴
な
か
ら
ん
や
た
k
A

牛
毛
の
い
つ
は
り
を
な
た
め

て
よ
く
麟
角
の
ま
こ
と
を
な
さ
し
む
る
も
の
な
り
か
る
か
ゆ
へ
に

む
ら
さ
き
の
色
を
ま
し
ま
と
ひ
の
や
み
を
は
る
け
ん
か
た
め

に
こ
れ
を
え
ら
ふ
な
つ
け
て
紫
明
抄
と
い
ふ
む
そ
ち
の
詞
の
露

-168-

を
し
た
て
斗
と
ま
き
の
玉
の
光
を
み
か
き
い
た
せ
る
事
し
か
り
」

(
一
ウ
)



O
紫
明
抄
巻
第

(
朱
、
以
下
同
)正

二
位

関
院
左
大
臣

冬

嗣

l

贈
太
政
大
臣

至1自i
末桐
摘壷
花巻

正
六
位
上

内
舎
人

良

門内
大
臣

高

藤
動
修
寺

従
四
位
上

左
中
将

利

基

元
蔵
人

従
三
位

権
中
納
言

策

輔

|

|

母
伴
氏

参
儀
右
衛
門
督

号
堤
中
納
言

承
平
三
二
十
八

嘉
五
十
七

刑
日
大
輔

治
日
少
輔

因
幡
守

拡

V
L

従
五
上

越
前
〔
守
〕

蔵
人

魚

時
1

越
後
守

右
中
弁

正
五
位
口

詩
人

公

母
定
方
卿
女

太
皇
太
后
宮
亮

従
四
下

潟

頼
家
隆
卿
口
壬
生

先

祖

二

品

※
 

蔵

人

民

日

丞

ノ

フ

ノ

リ

(

朱

)

惟

規

従
五
下

五
条
大
納
言

邦
綱
卿

先
祖

藤 母上i紫
原 常東
矯陸門式
信 介院

女主部

nu 
no 



紫
従1依元i式
一局藤立17
位紫式口p

源上 11
倫思
子案光l
家殊源 1

女勝氏
房号物

紫語
式制
日作
而本
日主

也

倫l
子

御
堂
関
白
北
方

一
条
左
大
臣
源
雅
信
女

相
継
与
侍
口
口
口
口

」
(
ニ
オ
)

(
二
行
分
破
損
)

@
光
源
氏
物
語
巻
第
一
桐
壷

(
朱
、
以
下
同
〉

一
名
壷
前
栽

@
桐
壷
淑
景
舎

@
藤
壷
飛
香
舎

@

梅

壷

口

口

口

@
梨
壷
昭
陽
舎

@
雷
鳴
壷

襲
芳
舎

@
貞
観
殿
弓
場
殿

-170← 

い
つ
れ
の
御
時
に
か
女
御
更
衣
あ
ま
た
さ
ふ
ら
ひ
給
な
か
に
い
と

や
む
こ
と
な
き
斗
は
に
は
あ
ら
ぬ
か
す
く
れ
て
と
き
め
き
給
有
け
り

@
問
一
五
い
つ
れ
の
御
時
に
か
と
い
へ
る
お
ほ
つ
か
な
し
例
に
ひ
き
申

へ
き
み
か
と
い
つ
れ
そ
や

@
答
一
五
醍
醐
の
帝
の
御
子
に
こ
そ
朱
雀
院
と
申
御
名
も
お

は
し
ま
せ
又
高
明
の
親
王
も
源
氏
に
お
は
し
ま
せ
は
延
長
の
聖
主

を
や
ひ
き
申
へ
か
ら
む

@
重
問
一
五
も
し
醍
醐
の
帝
を
例
と
せ
は
朱
雀
院
と
申
名
は
に



給
へ
れ
と
皇
子
も
お
は
し
ま
さ
斗
り
き
村
上
の
帝
の
御
す
」
(
二
ウ
)

ゑ
の
み
こ
そ
さ
か
ヘ
給
ヘ
れ
い
ま
の
物
語
に
は
桐
壷
の
帝
御
位

を
朱
雀
院
に
ゆ
っ
り
給
朱
雀
院
位
を
冷
泉
院
に
ゆ
っ
り
給
き

し
か
れ
と
も
子
孫
お
は
し
ま
さ
t

ふ
り
し
に
よ
り
て
位
を
朱
雀
院

の
御
子
今
上
に
ゆ
つ
り
給
ヘ
る
事
を
思
ふ
に
ま
た
く
延
喜
の

聖
帝
を
は
例
と
申
へ
か
ら
さ
る
欺
位
次
を
か
う
か
へ
て
准

援
す
る
に
い
さ
斗
か
あ
ひ
に
た
る
例
あ
り

-
桓
武
天
皇
l

」
ー
ー
嵯
峨
天
皇

「
ー
淳
和
天
皇

仁
明
天
皇

-
光
源
氏

-
桐
壷

天
皇

春
宮

文
徳
天
皇

源

光

正

二

位

右
大
臣
左
大
将
」

-171-

オ



@
か
く
の
こ
と
し
を
の
/
¥
な
す
ら
へ
て
例
と
せ
は

@ 

桐
壷些1
天22
皇実

白

朱比l
雀摂
院実

皇

:今思
上崩

天
皇

春号1
宮棒、

天
皇

冷血
泉2t
院芙

皇

@
こ
れ
や
か
な
ふ
へ
か
ら
ん
源
氏
は
嵯
峨
天
皇
の
御
子
に
も
あ
ま

た
お
は
し
ま
す
又
仁
明
天
皇
の
御
子
西
三
篠
右
大
臣
源
光
卿
と

て
も
お
は
し
ま
す
う
へ
は
こ
れ
こ
そ
あ
ひ
か
な
ひ
て
見
ゆ
れ

-172-

さ
は
侍
ら
ぬ
か
」
(
三
ウ
)

@
答
一
五
も
の
か
た
り
の
な
ら
ひ
す
こ
し
き
さ
に
た
る
事
ひ
と
つ

も
〔
し
〕

あ
れ
は
例
と
す
る
事
こ
れ
お
ほ
し

o
桓
武
天
皇
を
例
と
せ
は

平
城
天
皇
を
は
い
か
k
A

ゃ
ん
と
へ
申
へ
き
西
一
一
一
条
の
右
大
臣
は
桓
武

の
御
ひ
斗
こ
に
お
は
し
ま
す
う
ヘ
左
遷
事
き
こ
え
す
光
源
氏

の
左
大
将
の
白
談
に
は
文
王
の
子
武
王
の
弟
と
こ
そ
な
の
ら
れ
し

か
た
と
ふ
る
に
高
明
の
親
王
に
こ
そ
に
給
へ
れ
醍
醐
の
み
か
と

御

に
は
御
子
な
り
朱
雀
院
に
は

o
弟
也
大
臣
の
位
を
と
斗
め
ら
れ



て
大
宰
権
帥
に
う
つ
さ
れ
て
め
し
か
へ
き
れ
口
の
ち
も
と
の
宮
に

×
 

い
つ
か
れ
給
ひ
し
そ
か
し
光
源
氏
君
左
大
賂
を
は
な
た
れ
て

す
ま
の
う
ら
わ
に
し
つ
み
給
し
か
み
か
と
の
御
夢
に
す
口
は
れ

口
う
か
ひ
い
て
給
て
の
ち
大
上
天
皇
の
尊
号
を
え
給
ヘ
口
口
口

こ
し
き
あ
ひ
に
た
る
例
也
又
桐
壷
の
巻
に
口
口
口
口
口
」
(
四
オ
)

ま
人
に
み
せ
給
時
宮
の
う
ち
に
め
さ
ん
〔
事
〕
口
口
口
口
口
口

と
の
御
い
ま
し
め
あ
れ
は
と
て
鴻
臆
館
に
つ
口
口
口
口
口
口

て
か
ゆ
く
す
ゑ
の
例
を
か
ね
て
し
る
し
侍
る
へ
き
や
又
槍
合

の
巻
に
朱
雀
院
の
み
か
と
〔
よ
〕
り
秋
好
中
宮
に
御
給
を
た
て
ま

-173-

武
よ
口
宇
多
に
は
十
代
の
御
ょ
を
へ
た
て
た
る
に
口
口
か

つ
ら
る
ふ
所
に
延
・
廷
の
御
て
つ
か
ら
事
の
心
か
k
A

せ
給
へ
る
に

又
わ
か
御
よ
の
事
と
も
か
斗
せ
給
へ
る
ま
き
に
か
の
斎
宮

の
く
た
り
給
し
日
の
大
極
殿
の
儀
式
御
心
に
し
み
て
お
ほ
し

め
し
け
れ
は
か
く
へ
き
ゃ
う
く
は
し
く
仰
ら
れ
て
き
む
も
ち
か
っ
か

う
ま
つ
れ
る
か
い
と
い
み
し
き
を
た
て
〔
ま
〕
つ
ら
せ
給
へ
り
と
侍
う
へ
は

時
代
に
う
た
か
ひ
な
き
に
や
又
明
石
巻
に
入
道
あ
い
な
く
う
ち



ゑ
み
て
な
に
か
し
延
在
の
み
か
と
の
御
て
よ
り
ひ
き
っ
た
ヘ
」
(
四
ウ
)

侍
事
三
代
に
な
ん
な
り
侍
ぬ
る
と
い
ふ
に
よ
ら
は
桓
武
の
時

代
あ
え
て
護
援
に
か
な
ふ
へ
か
ら
す
た
斗
あ
ふ
き
て
延
長
の
聖

代
を
時
代
に
は
た
て
申
へ
き
な
り
と
い
ふ
に
か
さ
ね
た
る
問
答
と
斗

ま
り
に
き

@
う
つ
k
A

と
も
夢
と
も
え
こ
そ
わ
き
は
て
ね
い
つ
れ
の
時
を
い
つ
れ
と
か
せ
ん

花
山
院
御
製

@
雄
略
天
皇
七
年
求
二
稚
i

媛
一
策
女
御

-174-

者i
事後

漢
書
云
以
備
内
織
長
后
正
位
宮
闇
同
駄
天
王
八
十
一
女
御
口
子

御
謂
進
御
於
王
也
比
八
十
一
之
土
周
札
臼
女
御
矧
於
之
燕
椅
以
歳
〔
時
〕

王
之
燕
鰻

献
功

支i
事

@
仁
明
天
皇
御
宇
承
和
三
年
正
五
位
上
紀
朝
臣
乙
〔
魚
〕
口
口
口
口
口
」
(
五
オ
)

@
漢
書
孝
章
一
広
更
衣
者
便
殿
也
間
口
口
口
山
口

〔
殿
〕
穆
者
陵
上
正
殿
便
殿
篠
側
之
別
殿
更
衣
也
注
口
口
口
口
口

侍
常
権
主
衣
裳

為
更
衣



-
史
記
外
戚
世
家
一
五
衛
皇
后
字
子
夫
生
微
牟
蓋
其
家
披
口
衛

口
歎

氏
出
平
陽
候
邑
子
夫
得
平
陽
主
一
識
者
武
帝
初
即
位
数
歳
無
子

平
陽
主
求
諸
良
家
子
女
十
徐
人
飾
置
家
武
帝
放
覇
上
還
因
過

平
陽
主
主
見
所
侍
美
人
上
弗
説
既
飲
一
識
者
進
上
望
見
濁
説
衛

子
夫
是
日
武
帝
起
更
衣
子
夫
侍
尚
衣
軒
中
得
幸
上
還
坐
擁

甚
賜
平
陽
主
金
〔
千
〕
斤
主
因
奏
子
夫
奉
送
入
宮
子
夫
上
車

到
ぽ
事
後
漢
書

-
周
札
云
王
者
立
后

-
鄭
玄
注
札
記
日
后
之
言
後
言
在
夫
之
後
也
」
(
五
ウ
)
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-
三
夫
人
戦
人
坐
論
婦
札

-
鄭
玄
注
周
札
云
夫
人
如
三
公
従
容
論
口

-
九
績
掌
教
四
徳

-
九
績
比
九
卿
周
札
〔
日
〕
九
績
掌
婦
事
之
法
以
教
九
卿
也
四
徳
謂
婦
徳

婦
一
言

婦
容
婦
功
也

-
廿
七
代
婦
主
知
喪
祭
賓
客

-
婦
服
也
明
其
能
服
事
於
人
也
比
廿
七
代
大
夫
周
札
代
婦
掌
祭
礼
賓



客
喪
〔
紀
〕
之
事
祭
之
日
陳
女
宮
之
兵
内
着
之
物
掌
弔
臨
卿
大
夫

之
喪
也

い
と
あ
っ
し
く
な
り
ゆ
き
も
の
心
ほ
そ
け
に
さ
と
か
ち
な
る
を

ヒ

@

あ

つ

し

う

陸

也

劣

也

か
む
た
ち
め
う
へ
人
な
と
も
あ
い
な
う
め
を
そ
は
め
〔
つ
〕
口
」

}
1
1
L
長
恨
寄
停
一
五
京
師
長
吏
渇
之
〔
側
〕
口

@
仮
「
E
性

(
六
オ
)

@
無
愛
也

も
ろ
こ
し
に
も
か
斗
る
事
の
お
こ
り
に
こ
そ
世
も
み
た
れ
口
口

か
り
け
れ
と
や
う
/
¥
あ
め
の
し
た
に
も
あ
ち
き
な
う
人
の
も
て
な
や
み

円。
ウ

I

く
さ
に
な
り
て
や
う
き
ひ
の
た
め
し
も
ひ
き
い
て
つ
へ
く
な
り
ゆ
〔
く
〕
口

@
唐
玄
宗
皇
帝
楊
玄
淡
か
む
す
め
楊
貴
〔
妃
〕
を
お
ほ
し
め
し
て

恩
師
包
ミ
己
!
h
y

会
一
う
レ

-K-

ょ
の
ま
つ
り
事
を
楊
園
忠
告
i
t
1
4
!
J
t

に
ま
か
せ
て
し
ろ
し

め
さ
す
安
疎
山
と
い
ふ
人
い
く
さ
を
お
こ
し
て
陳
玄
札
と
い
ふ

此
例
を
い
ふ
欺

も
の
楊
園
忠
な
ら
ひ
に
楊
貴
妃
を
こ
ろ
し
つ

六
条
院

@
光
源
氏

み
こ
さ
へ
む
ま
れ
給
ぬ

降
〔
誕
〕
事
也

一
の
み
こ
は
右
大
臣
の
女
御
の
御
は
ら
に
て
ょ
せ
お
も
く
う
た
か
ひ
な
き

ま
う
け
の
君
と
ょ
に
も
て
か
し
っ
き
斗
こ
ゆ



-
ょ
せ

縁
也
」
(
六
ウ
)

な
に
事
も
ゆ
へ
あ
る
こ
と
の
ふ
し
ノ
¥
に
は
ま
つ
ま
う
の
ほ
ら
せ
給

万

葉

集

日

本

記

・
参
日
舛
也
〔
参
〕
進

-
ま
う
の
ほ
る

-
日
舛
進
也

馳
上

同i

坊
に
も
ょ
う
せ
す
は
こ
の
み
こ
ゐ
給
ふ
へ
き
な
め
り
と
一
宮
の
女
御
は

お
ほ
し
う
た
か
へ
り

春

宮

居

所

不

能

也

せ
す
は

こ
の
御
方
の
御
い
さ
め
を
の
み
そ

・
諌
い
さ
め
こ
と
也

お
と
し
め
き
す
を
も
と
め
給
人
は
お
ほ
く

-177-

-
な
を
き
木
口
ま
か
れ
る
枝
も
あ
る
も
の
を
毛
を
ふ
き
斗
す
を
い
ふ
か
わ
り
な
き

・
こ
れ
は
高
津
の
み
こ
の
述
懐
帯
也
詠
吹
毛
求
庇
文
漢
書

-
所
好
則
績
皮
出
其
毛
羽
一
所
レ
悪
則
洗
垢
求
一
一
其
廠
痕
一
家
語

・
好
生
毛
羽
悪
生
疾
文
集
」
(
七
オ
)

お
ほ
む
さ
う
し
は
き
り
つ
ほ
な
り

曹
司
也

-
さ
う
し

-
き
り
つ
ほ

桐
壷
也

ま
う
の
ほ
り
給
に
も
あ
ま
り
う
ち
し
き
る
お
り
は
う
ち
は
し



わ
た
殿
こ
斗
か
し
こ
の
み
ち
に
あ
や
し
き
わ
さ
を
し
つ
斗
御
口
口
口

衣

む
か
へ
の
人
の
も
き
ぬ
の
す
そ
た
え
か
た
く
さ
か
な
き
事
と
も

お
ほ
か
り風

土

俵

左

大

臣

師

芦

公

女

芳

子

@
天
歴
御
時
宣
耀
殿
女
御
ノ

〔
右
〕
大
臣
師
輔
公
女

与
安
子
中
宮
九
条

不
快
其
問
不
調
事
会
多
之
謂
彼
例
欺
古
人
住
如
此

こ
う
ら
う
て
ん
に

え
さ
ら
ぬ
み
ち
の
〔
と
〕
L
A

も
を
さ
し
か
た
め

@
戸
也

@
後
涼
殿
也

み
こ
み
つ
に
な
り
給
ふ
と
し
御
は
か
ま
き
の
事

ヒ

@
光
源
氏
三
歳
御
着
袴
事
」
(
七
ウ
)

け
ち
め
@
結
目
也
え
に
く
み
あ
ヘ
給
は
す

そ
の
と
し
の
な
つ
宮
す
所
は
k
A

君
な
く
/
¥
そ
う
し
て

-178 

弓

巴

口

ス

ミ

ノ

エ

@

士

口

i
l

二

日

土

口

ヒ

エ

@
御
〔
怠
〕
所
也

〔
こ
〕
と
に
い
て
L
A

も
き
口
え
や
ら
す

@
奏
也

t
t
t
1
l
h
t
 

な
よ
ノ
¥
と

@
綜
也

わ
れ
か
の
け
し
き
に
て
ふ
し
た
れ
は

柔
k
A

也

@
夢
に
た
に
な
に
か
も
み
え
す
み
ゆ
れ
と
〔
も
〕
わ
れ
か
も
ま
と
ふ
轡
の



し
け
き
に
万

て
く
る
ま
の
せ
ん
し

E
E
-
-
B
E
-
-
‘目‘‘‘.

す
ほ
う

-
肇
車

源
氏
君
み
つ
に
て
は
斗
に
を
く
れ
給

間明〕

朱
雀
院
姫
宮

-
昌
子
内
親
王
御
母
王
女
御
烈
子
文
彦
太
子
一
女

母
左
大
臣
時
平
女

三
歳
に
し
て
〔
母
〕
に
お
く
れ
給
ふ
」
〈
入
オ
)

申
旦
出
回

-
修
法

例

み
こ
は
か
く
て
も
御
覧
せ
ま
ほ
し
け
れ
と
か
斗
る
程
に
怜
給
れ
口
口

nu 

守

t

き
事
な
れ
は
ま
か
て
給
な
ん
と
す

法
曹
至
要
抄

・
無
服
〔
蕩
〕
暇
事

-
暇
寧
令
一
五
無
服
之
湯
生
三
月
至
レ
七
歳
本

o
三
月
給
暇
三
日
一
月

服
二
日
七
日
服
一
日
義
解
云
謂
〔
未
〕
二
成
l

人
一
死
日
レ
蕩
謂
其
於
二
五
月

以
上
服
親
一
無
言
服
之
湯
故
唯
云
二
本
服
三
月
一

-
案
之
生
三
月
至
七
歳
本
服
三
月
己
下
可
有
之
其
於
五
月
以
上

服
〔
親
〕
無
と
服
之
蕩
故
隠
彼
本
服
宜
有
此
暇
限
牟

-
問
云
人
生
七
歳
無
〔
服
〕
之
湯
也
而
光
源
氏
三
歳
而
喪
母
退
出
何
故
哉



@
答
云
難
震
無
服
之
媛
大
紳
事
時
不
似
例
人
故
退
出
云
与

制
ど
き
と
い
ふ
所
に
い
か
め
し
う
そ
の
さ
ほ
う
し
た
る
に
お
は
し
っ
き

た
る
心
ち
い
か
は
か
り
か
は
あ
り
け
ん
」

(
八
ウ
)

@
贈
〔
正
〕
一
位
源
氏
清
和
天
皇
外
組
母
在
山
城
園
愛
宕
墓
見
延
在
式
事

制
ぽ
し
き
御
か
ら
を
見
る
ノ
¥
猶
お
は
す
る
物
と
思
か
い
と
か
な
し
け
れ
は

-
う
っ
せ
み
は
か
ら
を
見
つ
斗
も
な
く
さ
め
つ
深
草
の
山
煙
た
に
た
て
軒
延

口
ひ
に
な
り
〔
給
〕
は
ん
を
〔
見
〕
た
て
ま
つ
り
て

拾
遺

@
も
え
〔
は
〕
〔
て
〕
k
A

灰
と
な
り
な
ん
時
に
こ
そ
人
〔
を
〕
思
の
や
ま
む
〔
こ
〕
に
せ
め

×
 

川
子
は
な
き
人
と
ひ
た
ふ
る
に
思
ひ
な
り
な
ん
と
さ
か
し
う
の
給
つ
れ
と

ヒ

1
I

t
-
-

万

l
i
s
-
-‘

1

1

1

1

i‘
日
本
記

@

ひ

た

ふ

る

敢

死

永

甚

振

一

切

頓

-180-

@
み
よ
し
の
k
A

た
の
む
の
か
り
も
ひ
た
ふ
る
に
君
か
斗
口
に
そ
よ
る
と
な
くな

る

引
っ
の
く
ら
〔
ゐ
〕
を
く
り
給
よ
し
あ
り
そ
の
宣
命
よ
む
な
ん
い
と
か
な

し
き
わ
さ
な
り
け
る

可
考
之

@
〔
贈
〕
三
位
例
事

刻
御
と
た
に
い
は
せ
す
な
り
ぬ
る
か
あ
か
す
く
ち
お
し
う
お
ほ
〔
さ
〕
口
」
(
九
オ
)



一
階
也

れ
は
い
ま
ひ
と
き
は
を
た
に
と
て
か
く
せ
さ
せ
給
な
り
け
り

間
一
五
大
臣
女
を
女
御
と
い
ふ
に
や
大
納
言
の
女
い
か
て
か
女
御

口
口
は
る
へ
き
例
あ
り
や

-
答
云
〔
其
〕
〔
例
〕
非
一
か
つ
/
¥
二
三
を
あ
く
ヘ
し

・
延
長
御
宇
藤
原
和
香
子
潟
女
御
大
納
言
定
園
女

号
堀
川
女
御

娘
子
女
御

i策通
公
女

品
束
通
公
子
時
宮
内
卿
也
娘
子
皇
后
是
也
問
融
院
女
御

〔
三
〕
条
院
母
后

-

贈

呈

后

宮

藤

原

超

子

安

和

元

年

十

二

月

七

日

〔
兼
〕
家
〔
公
〕
女

矯
女
御
・
父
子
時
蔵
人
頭
也
未
潟
〔
正
〕
員
公
口
之
女
潟
女
御
事

〔
さ
〕
ま
あ
し
き
御
も
て
な
し
ゅ
ヘ
こ
そ
す
け
な
う
物
口
給
し
か

。。

-
無
人
望
也

な
く
て
そ
と
は
か
k
A

る
お
り
に
や
と
み
〔
え
〕
た
り

-
あ
る
時
は
あ
り
の
す
さ
ひ
に
斗
く
か
り
き
な
く
て
そ
人
は
轡
し
か
り
け
る
」
(
九
ウ
)

見
た
て
ま
つ
る
人
さ
ヘ
露
け
き
秋
な
り

-
人
は
口
さ
こ
と
そ
と
も
な
き
な
か
め
に
口
我
は
露
け
き
秋
も
し
ら
る
斗
後
撰

野
わ
き
た
ち
て
は
た
さ
む
き
タ
く
れ
の
程
つ
ね
よ
り
も
お
ほ
し
い
つ

〔
る
〕
事
お
〔
ほ
〕
く
て
ゆ
〔
け
〕
口
の
命
婦
を
つ
か
は
す



@
令
日
謂
婦
人
帯
五
位
以
上
潟
内
命
婦
〔
也
〕
五
位
口
上
妻
臼
外
命
婦
也

人
よ
り
は
こ
と
な
り
し
け
は
ひ
か
た
ち
な
と
の
お
も
か
け
に
っ
と
そ
ひ
て

お
ほ
さ
る
t

ふ
も
や
み
の
う
つ
k
A

に
は
猶
を
と
り
け
り

民
ッ
ト
日
本
語

む
は
た
ま
の
〔
や
〕
〔
み
〕
の
う
つ
k
A

は
さ
た
か
な
る
夢
に
い
く
ら
も
ま
さ
ら
さ
りけ

り

i
l
凄

や
も
め
す
み
な
れ
と
人
ひ
と
り
の
御
口
し
つ
き
に
つ
く
ろ
ひ
た
て
斗
め

や
す
き
ほ
と
に
て
す
く
し
給
へ
る
を
く
れ
や
み
に
て
ふ
し
斗
つ
み

給
ヘ
る
程
に
草
も
た
か
く
な
り
」
(
一

O
Z

@
大
般
若
経
云
善
現
営
知
如
有
女
人
端
厳
巨
富
若
無
強
夫
所

揖
護
者
易
潟
恋
人
之
所
凌
辱

野
わ
き
に
い
と
斗
あ
れ
た
る
心
ち
し
て
月
か
け
は
か
り
そ
や
へ
む

く
ら
に
も
さ
口
口
〔
す
〕
さ
し
入
た
る

@
と
ふ
人
も
な
き
ゃ
〔
と
〕
な
れ
と
く
る
春
は
や
へ
む
く
ら
に
も
〔
さ
〕
は
ら
さ
り
け
り

三
条
右
大
臣
家
騨
風
貫
之

拾
遺

@
や
ヘ
む
く
ら
し
け
れ
る
や
と
の
さ
ひ
し
き
に
人
こ
そ
み
え
ね
秋
は
き
に
け
り
劃
鹿



州
ビ
え
た
ふ
ま
し
う
な
い
給
ふ

• 
一
眉
〔
猶
〕
区
耐
隻
口
定
傷
人
遊
仙
窟

川
川
り
ち
な
か
さ
の
い
と
つ
口
う
思
ふ
給
へ
ら
る
斗
に

イ
ロ
ロ
ロ
ロ
キ
モ
ノ
ハ
、
ロ
ヲ
ホ
シ

・

庄

子

日

書

則

多

辱

松
の
お
も
口
ん
事
た
に
は
つ
か
し
う
侍
れ
は
」

(

一

O
ウ
)

-
い
か
に
し
て
有
と
し
ら
れ
し
た
か
さ
こ
の
松
の
思
は
ん
事
も
は
つ
か
し

引
紅
ま
と
ふ
心
の
や
み
も
か
た
へ
は
る
〔
ふ
〕
口
か
り
な
ん

-
人
の
お
や
の
〔
心
〕
〔
は
〕
や
み
に
あ
ら
ね
と
も
子
を
思
ふ
み
ち
に
ま
と
ひ
ぬ
る
哉
純
※

川
ど
斗
し
〔
く
〕
虫
の
ね
し
〔
け
〕
き
〔
あ
〕
さ
ち
ふ
に
露
お
き
そ
ふ
る
雲
の
上
人

-
後
撰
云
母
の
服
口
て
〔
さ
〕
と
に
侍
け
る
比
醍
醐
の
み
か
と
〔
よ
〕
り

無
常
の
御
文
給
は
り
け
る
御
返
事
に
近
江
更
衣

-183-

-
五
月
雨
に
ぬ
れ
に
し
袖
を
い
と
斗
し
く
露
を
き
そ
ふ
る
秋
の
わ
ひ
し
さ

側
ぐ
し
あ
け
の
て
う
と
め
く
物
そ
ヘ
給

引
ド
ノ
¥
と
〔
も
〕
口
ま
い
ら
せ
た
て
ま
つ
り
給
は
ぬ
な
り
け
り

調
度
也

-
速
と
也

記
恨
耳
の
給
亭
子
院
の
か
k
A

せ
給
て
伊
世
貫
之
に
よ
ま
せ
給
ヘ
る
や



ま
と
こ
と
の
葉
を
も
k
A

ろ
こ
し
の
苛
を
も
た
斗
そ
の
す
ち
を
そ
」
(
一
一
オ
)

ま
く
ら
こ
と
に
せ
さ
せ
給

@
伊
せ
集
に
い
は
く
長
恨
耳
の
檎
の
御
扉
風
亭
子
院
に
口
ら
せ

給
〔
て
〕
所
と
の
名
を
よ
ま
せ
給
け
る
に
御
門
の
御
手
に
て

@
も
み
ち
は
〔
の
〕
色
に
わ
か
れ
す
ふ
る
物
は
も
の
思
ふ
秋
の
涙
な
り
け
り

あ
け
く
れ
の
こ
と
く
さ
の
よ
し
也

@
ま
く
ら
こ
と

か
の
を
く
り
物
御
覧
せ
さ
す
な
き
人
の
す
み
か
た
つ
ね
い
て
た
り
け

@
指
〔
碧
〕
衣
女
取
〔
金
〕
銀
銅
合
各
折
其
半
授
使
者
臼
潟
我
謝
太
上

長
恨
耳
侍

A
位。。

ん
し
る
し
の
か
む
さ
し
な
ら
ま
し
か
は
と
お
ほ
す
も
い
と
か
な
し

皇
謹
献
是
物
〔
尋
〕
奮
好
也

繕

師

檎
に
か
け
る
や
う
き
ひ
の
か
た
ち
は
い
み
し
き
ゑ
し
と
い
へ
と
も
ふ
て

か
き
り
有
け
れ
は
い
と
に
ほ
ひ
す
く
な
し
た
い
え
き
の
ふ
ょ
う

i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
'
1
1
1
1

き

ひ
ゃ
う
の
ゃ
な
き
も
け
に
か
よ
ひ
た
り
し
か
た
ち
い
ろ
あ
ひ
か
」
(
一
一
ウ
)

ら
め
い
た
り
け
ん
よ
そ
ひ
は
う
る
は
し
う
け
ふ
ら
に
こ
そ
は
あ
り

け
め
@
な
つ
か
し
う
ら
う
た
け
な
り
し
有
さ
ま
は
〔
お
〕
み
な
へ
し
の
風

に
な
ひ
き
た
る
よ
り
も
な
よ
ひ
な
て
し
こ
の
露
に
ぬ
れ
た
る
よ



り
も
ら
う
た
く
な
っ
口
し
口
り
し
か
た
ち
け
は
ひ
口
お
ほ
し
い
つ
る

に
花
と
り
の
色
に
〔
も
〕
ね
に
も
よ
そ
ふ
へ
き
か
た
そ
な
き

.
蹄
来
池
菟
皆
依
奮
太
液
芙
蓉
未
央
柳
長
恨
寄

荷
一
名
也

-
芙
蓉

-
お
ほ
よ
そ
源
氏
物
語
口
い
ふ
も
の
あ
ま
た
あ
る
中
に
光
源
氏

物
語
と
い
ふ
は
紫
式
日
君
の
し
わ
さ
也
し
か
る
を
亡
夫
大
監
物

源
光
行
か
家
に
っ
た
へ
来
れ
る
本
む
か
し
よ
り
よ
み
っ
た
ふ
る

説
と
み
た
り
か
は
し
き
に
よ
り
て
人
の
ま
よ
ひ
を
た
す
け
世

※
 

の
さ
ま
口
け
を
た
k
A

さ
む
か
た
め
に
句
黙
を
き
り
隷
字
」
(
一
二
オ
)

-185ー

を
つ
く
と
い
へ
と
も
わ
た
く
し
有
に
‘
ふ
た
り
故
実
の
人
に
と
ふ

俊
成
卿

ら
は
ん
と
思
て
五
僚
の
三
品
の
亭
に
ま
か
り
む
か
ひ
て
此
事
を

談
へ
き
よ
し
申
に
お
ほ
き
に
〔
よ
〕
ろ
こ
ひ
て
と
し
比
我
ね
か
〔
ふ
〕

所
こ
の
事
に
口
口
口
て
暮
年
に
功
を
斗
へ
た
り
其
間
し
た
か
ひ俊

成
卿

っ
か
へ
た
る
も
の
〔
た
〕
ふ
親
行
ひ
と
り
日
を
t

ふ
か
す
こ
k
A

に
三
品
の

本
桐
壷
巻
を
ひ
ら
き
み
れ
は
ゑ
に
か
け
る
や
う
き
ひ
の
か
た
ち

〔
は
〕
い
み
し
き
ゑ
し
と
い
へ
と
も
ふ
て
か
き
り
有
け
れ
は
い
と
に
ほ
ひ



す
く
な
し
た
い
〔
え
〕
き
の
ふ
ょ
う
ひ
ゃ
う
の
ゃ
な
き
も
と
か
き
て

ひ
ゃ
う
の
柳
と
い
〔
ふ
〕
一
句
口
見
せ
け
ち
に
せ
り
す
な
は
ち
親
行

を
使
と
し
て
申
や
り
け
る
楊
貴
妃
を
は
芙
蓉
と
柳
に
た
と

へ
更
衣
を
は
を
み
な
ヘ
し
と
な
て
し
こ
に
た
と
ふ
み
な
二
句

つ
ふ
に
て
よ
く
き
こ
え
侍
を
御
本
に
未
央
柳
〔
を
〕
け
た
れ
」
(
一
ニ
ウ
)

た
る
は
い
か
な
る
子
細
の
侍
そ
や
と
申
た
り
し
か
は
我
は
口
か
て
か

さ
る
自
由
の
わ
さ
は
し
侍
へ
き
侍
従
大
納
言
行
成
卿
一
筆
本

に
こ
の
一
匂
を
見
せ
け
〔
ち
〕
に
せ
り
紫
式
部
〔
同
〕
時
の
人
に
侍

一 186-

れ
は
申
あ
は
す
る
や
う
つ
」
〕
そ
有
つ
ら
め
と
て
こ
れ
も
墨
を
つ

け
で
は
侍
れ
〔
と
〕
〔
い
〕
ふ
か
し
さ
に
あ
〔
ま
〕
た
k
A

ひ
見
し
程
に
若
菜

の
巻
に
て
心
を
え
て
お
も
し
ろ
く
見
〔
な
〕
し
て
侍
な
り
と
申
さ
れ

け
る
を
親
行
か
へ
り
て
こ
の
よ
し
を
か
た
る
に
若
菜
与
に
は

い
つ
く
に
忠
あ
は
せ
ら
れ
た
る
と
か
申
さ
れ
し
と
い
ふ
に
口
口

ま
で
は
た
つ
ね
口
さ
す
と
答
時
人
の
使
は
問
答
い
ふ
か
し
か
ら

ぬ
を
こ
そ
専
使
と
は
い
ふ
に
汝
道
理
を
わ
す
れ
た
る
不
覚
の

事
也
す
み
や
か
に
見
あ
き
ら
め
て
不
審
を
ひ
ら
く
へ
し



と
申
さ
れ
て
こ
と
は
り
な
れ
は
親
行
と
ち
こ
も
り
で
若
菜
」
(
一
一
一
一
オ
)

p

勾
を
ひ
〔
ら
〕
き
見
る
事
六
十
遍
に
を
よ
ひ
て
其
心
を

え
た
り
朱
雀
院
の
五
十
の
御
賀
を
六
篠
院
の
御
さ
た

と
し
て
と
り
を
こ
な
は
れ
〔
し
〕
時
女
試
楽
に
院
人
ノ
¥
の
あ
り

女
三
宮
也

さ
ま
を
よ
ろ
つ
の
も
の
に
思
よ
そ
へ
ら
れ
し
時
宮
の
御
方

を
の
そ
き
給
へ
口
人
〔
よ
〕
り
け
に
ち
ゐ
さ
く
う
つ
く
し
け
に
〔
て
〕

た
斗
御
そ
の
み
あ
る
心
ち
す
に
ほ
ひ
や
か
な
る
か
た
は
を
く

れ
た
k
A

い
と
あ
て
や
か
に
な
ま
め
か
し
く
て
二
月
の
中
の
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十
日
は
か
り
の
あ
〔
を
〕
や
木
の
わ
っ
か
〔
に
〕
し
た
り
は
し
〔
め
〕
た
ら

ん
心
ち
し
て
驚
の
は
か
せ
に
も
み
た
れ
ぬ
へ
く
あ
え
か
に

見
え
給
さ
く
ら
の
ほ
そ
〔
な
〕
か
に
御
く
し
は
ひ
た
り
み
き
よ
り

口
ほ
れ
か
斗
り
て
ゃ
な
き
の
い
と
の
さ
ま
し
た
り
と
か
け
る

に
は
し
め
の
未
央
の
柳
は
よ
う
な
き
物
と
み
つ
や
か
て
」
(
一
三
ウ
)

父
に
か
た
る
に
み
や
こ
の
好
士
さ
ま
ノ
¥
お
〔
ほ
〕
〔
か
〕
れ
と
こ
の

三
品
の
和
才
す
く
れ
た
る
中
に
こ
の
物
語
を
あ
き
ら
か

に
も
て
あ
そ
ふ
人
た
〔
く
〕
ひ
な
き
か
ゆ
ヘ
に
逸
興
を
み
た
て



ら
れ
た
る
な
る
ヘ
し
と
て
こ
の
一
句
を
み
せ
け
ち
に
し

侍
し
か
は
愚
本
も
お
な
し
く
見
せ
け
ち
に
し
侍
也

は
な
烏
の
色
に
も
ね
に
も
よ
そ
ふ
へ
き
か
た
そ
な
き

後
撰

@
花
鳥
の
色
を
も
ね
を
〔
も
〕
い
た
つ
ら
に
物
う
か
る
身
は
す
く
す
な
り
け
り
賦
王
朝

口
歎
※

は
ね
を
な
ら
へ
え
た
を
か
は
さ
ん
と
ち
き
ら
せ
給
し
に

長恨可可

@
在
〔
天
〕
願
作
比
翼
烏
在
地
願
策
連
理
枝

と
も
し
火
を
か
斗
け
つ
く
し
て
お
口
お
は
し
ま
す

議

民

恨

菩

@
夕
殿
鐙
飛
思
情
然
秋
燈
挑
尽
未
能
眠

申

右
近
の
つ
か
さ
の
と
の
ゐ

o
の
こ
ゑ
き
こ
ゆ
る
は
う
し
に
な
り
ぬ
る
な
る

口

6
0
0
 

へ
し
」
(
一
四
オ
)

@
亥
一
一
魁
左
近
衛
〔
夜
〕
行
官
人
初
奏
時
終
子
四
刺
丑
一
一
刻
右
近
衛

ト
ノ
ヰ
マ
ウ
シ

宿
中
事
至
卯
一
一
週
〔
内
〕
竪
亥
一
魁
奏
宿
簡

あ
し
た
に
お
き
さ
せ
給
で
も
あ
く
る
も
し
ら
て
と
お
も
ほ
し
い
つ

@
玉
簾
あ
く
る
も
し
ら
す
ね
し
も
の
を
夢
に
も
見
し
と
思
か
け
き
や
昨
恨
寄

あ
〔
さ
〕
ま
つ
り
事
は
を
こ
た
り
給
ぬ
へ
か
め
り

従
此
君
王
不
早
朝
長
恨
一
埼

@
春
宵
苦
短
日
高
起



あ
さ
か
れ
ゐ

が-
し朝
や鈍
う問
し在

清
涼
殿

-
大
床
子
の
を
も
の
は
皇
居
に
し
た
か
ひ
て
う
っ
さ
る

は
い
せ
む
に
さ
ふ
ら
ふ
か
き
り
は

-
陪
膳
役
人
者
殿
上
四
位
勤
也
」
(
一
四
ウ
)

対
U
ノ
り
を
も
ま
け
さ
せ
給
し
に
・
柾
道
〔
理
〕
也

い
と
た
い
/
¥
し
き
わ
さ
な
り
・
退
と
也

ひ
と
の
み
か
と
の
た
め
し
ま
て
ひ
き
い
口

あ
く
る
と
し
の
春
坊
〔
さ
〕
た
ま
り
給
に
も

1
1
l

※
 

か
の
お
は
き
た
の
〔
か
〕
〔
た
〕

l
t
お
ほ
は
L

と
い
ふ
・
見
具
子
令

.
最
長

朱1・
雀l 他
院園
也の

歪¥i
白日
立

ふ
坊

也
也
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-
拾
遺
云
源
重
之
〔
か
〕
母
の
あ
ふ
み
の
こ
ふ
に
侍
け
る
に
む
ま
こ
の

あ
つ
ま
よ
り
う
ち
の
ほ
り
て
い
そ
く
事
侍
て
え
こ
の
た
ひ
あ

は
て
の
ほ
り
ぬ
〔
る
〕
事
と
い
ひ
て
侍
け
れ
は
お
は
の
女
の
よ
み
侍
け
る

-
お
や
の
お
や
と
思
は
ま
し
か
は
と
ひ
て
口
し
我
子
の
こ
に
は
あ
ら
ぬ
な
り
け
り



な
k
A

つ
に
な
り
給
へ
は
御
文
は
し
め

@
光
源
氏
御
査
一
回
始
事
」
(
一
五
オ
)

わ
ざ
と
の
御
学
聞
を
は
さ
る
物
に
て
は
か
な
き
こ
と
ふ
え
の
ね
に

も
お
宮
古
居
を
ひ
斗
か
し
給

@
寧
柱
蒼
顔
篇
一
五
市
耕
反
俗
一
五
形
似
悲
而
短
有
十
三
絃
玩
璃
〉
〉
譜

象
乃
古
度

云

柱

高

三

寸

横

笛

律

書

繁

圏

云

己

主

音

丸

山

和

名

本

出

於

先

也

和

名

古

度

、

選

与

古

不

江

漢
張
憲
使
西
域
首
停
一
曲

1
1
i

高

麗

人

相

こ
ま
う
と
の
ま
い
れ
り
け
る
な
か
に
か
し
こ
き
さ
う
人
あ
り
け
る
を
き

こ
し
め
し
て
宮
の
内
に
め
さ
ん
事
は
宇
多
の
み
か
と
の
御
い
ま
し
め
あ
れ
は

鴻

瞳

館

い
み
し
う
し
の
ひ
や
っ
し
て
〔
こ
〕
の
み
こ
を
こ
う
ろ
く
わ
ん
に
つ
か
は
し
た
り

可

※

在

@
寛
平
遺
誠
云
外
蕃
之
人
〔
必
〕
所
召
見
者

o
簾
中
見
之
不
可
直
封
耳
李

環
朕
己
失
之
慎
之

い
ま
の
よ
っ

L

口
也

@

鴻

臆

館

異

関

人

来

朝

之

時

停

九

重

之

出

入
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於
此
所
有
問
答
」
(
一
五
ウ
)

@
漢
書
一
五
鴻
臆
寺
周
札
大
行
人
中
大
夫
掌
二
大
賓
之
札
及
大
客
之
儀
小

行
人
下
大
夫
掌
二
邦
園
賓
客
之
礼
一
籍
以
待
一
一
四
方
之
使
者
一
至
レ
秦
日
一
一



カ

ロ

リ

典
客
一
漢
書
百
官
表
云
典
客
秦
官
掌
一
諸
侯
蹄
レ
誼
蜜
夷
一
秩

ヲ

ラ

〕

声

メ

テ

※

中
口
口
石
景
帝
吏
レ
名
目
一
一
大
行
人
一
之
武
帝
改
日
一
一
大
鴻
臆
一
王
葬
改
日
一
一

口
口
口

〔
典
〕
繁
一
胡
康
漢
官
解
詰
云
鴻
馨
艦
停
也
所
以
停
レ
聾
賛
ゴ
導
九
賓
一也

御
う
し
ろ
み
た
ち
で
っ
か
う
ま
つ
る
右
大
弁
の
こ
の
や
う
に
お
も
は
せ
て
ゐ
て
た

て
ま
つ
り
た
る
に
さ
う
人
お
と
ろ
き
で
あ
ま
た
斗
ひ
か
た
ふ
き
あ
や
し
ふ

く
に
の
を
や
と
な
り
て
い
わ
う
の
か
み
な
き
位
に
の
ほ
る
へ
き
さ
う
物
し
給

お
ほ
(
墨
)

人
の
そ
の
口
た
に
て
〔
み
〕
〔
れ
〕
は
口
た
れ
う
れ
ふ
る
事
や
あ
ら
ん
を
や
け
の
か
た
め
と

ヒ

な
り
て
天
下
を
た
す
く
へ
き
か
た
に
て
見
れ
は
又
そ
の
さ
う
た
か
ふ
へ
し

nuυ 

と
い
ふ

※

ノ

・
光
孝
天
皇
嘉
鮮
二
年
溺
海
図
入
i
観
大
ー
使
王
l

文
l

娼
望
下
見
天
皇
」
(
一
六
オ
)

在
一
一
諸
親
王
中
一
奔
起
之
儀
上
謂
一
一
所
親
一
日
此
公
子
者
至
貴
之
相
其
登
天
ー

有
一
ハ
朱
)

位
一
必
会

-
史
記
日
章
丞
相
賢
者
魯
人
也
・
以
譲
書
術
一
潟
レ
吏
至
一
一
大
鴻
艦
一
・
有
一
一
相
工
一

相
レ
之
・
嘗
レ
至
丞
相
一
〔
有
〕
二
男
四
人
一
使
レ
相
レ
之
至
一
一
第
二
子
其
名
玄
成
一
相
公
日
・
此

子
貴
嘗
レ
封
レ
侯



さ

え

い

と

け

う

あ

り

け

る

あ
は
れ
な
る
く
を
つ
く
り
給
や
ま
と
さ
う

K
L
て
〔
見
〕
な
れ
た
る
相
と

@

句

@

和

相

い

ふ

心

な

り

む
ほ
〔
ん
〕
口
親
王
の
け
さ
く
の
ょ
せ
な
き
に
て
は
た
L
A

よ
は
さ
し

@

無

縁

ょ

せ

な

き

@
才

伎

興

@
加
盟
小
口
問

@
外
戚

た
斗
ひ
と
に
て

宿

み
こ
と
な
り
給
な
は
世
の
う
た
か
ひ
お
ひ
給
ぬ
へ
く
物
し
給
へ
は
す
く
」
(
一
六
土

曜え
う
の
か
し
こ
き
み
ち
の
人
に
か
う
か
へ
さ
せ
給
に
も
た
斗
〔
お
〕
な
し
さ
ま

@
凡
俗

に
な
ん
申
た
り
け
れ
は
源
氏
に
な
し
た
て
ま
つ
る
へ
く
お
ほ
し
を
き
て
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た
り@

貞
観
七
年
授
萄
王
格
湾
州
都
督
太
宗
謂
侍
臣
日
父
子
之
情
山
一
旦

不
欲
常
〔
相
〕
見
邪
但
家
園
事
殊
〔
須
〕
出
作
藩
尻
旦
令
其
早
〔
有
〕
〔
定
〕

分
紹
蹴
鋭
之
心
掛
川
蹴
者
希
望
也

き
さ
い
の
~
呂

@
後
漢
書
一
五
周
札

〔臼〕

鄭
玄
註
剣
記
日
后
之
一
言
後

王
者
立
后

i
l

言
在
夫
之
後
也
故
姿
(
見
消
チ
「
以
女
」
ト
傍
訂
)
調
後
達

ー、、ー、
h
t

こ
よ
な
う
お
ほ
し
な
く
さ
む

う
け
は
り
て
あ
か
ぬ
〔
事
〕
な
し



諾

I
1
t

・
諸
ウ
ケ
ハ
ル
・
無
越
コ
ヨ
ナ
シ
・
閑
雅
コ
ヨ
ナ
シ
・
幽
玄
之
儀
也

御
あ
口
り
さ
け
さ
せ
給
は
ぬ
程
に
よ
の
人
ひ
か
る
君
と
き
こ
ゆ

-
亭
子
院
御
子
・
母
同

・

不

遠

也

・

敦

慶

親

王

i

」
(
一
七
オ
)

号
玉
光
宮
好
色
人
也

ふ
ち
つ
ほ
の
御
お
〔
ほ
〕
え
と
り
/
¥
な
る

o
に
や
か
斗
や
く
日
の
宮
と
き
こ
ゆ

l
i

道
長
公
女

・
築
花
物
語
第
八
云
中
宮
彰
子

i
i

の
ま
い
ら
せ
給
し
お
り
こ
そ

上
東
門
院

か
斗
や
く
ふ
ち
つ
ほ
と
よ
の
人
申
け
れ

〔
十
〕
二
に
て
御
元
服
し
給

巴

町

長

官
自
・
延
長
七
年
二
月
十
六
日
嘗
代
源
氏
二
人
一
克
服
垂
母
屋
壁
代
擬
重

御
座
其
所
立
僑
子
御
座
孫
庇
第
二
間
有
引
入
左
右
大
臣
座
其
南

並
西
南
又
円
座
前
置
円
座

第
一
間
並
円
座
二
枚
篤
冠
者
座

I

先
両
大
臣

又
其
下
並
理
髪
具
皆
盛
折
+
即
(
「
柳
菖
欺
」
ト
訂
)

被
召
着
各
着
円
座
引
入
従
〔
還
〕
着
本
座
次
冠
者
二
人
立
座
退
下

円

δ
n
w
u
 

於
〔
侍
〕
所
改
衣
装
此
間
両
大
臣
給
総
於
庭
前
奔
舞
都
着
従
仙
華

門
退
出
於
射
場
着
沓
擬
疎
次
冠
者
二
人
入
仙
華
門
於
庭
中
奔
舞

退
出
参
仁
和
寺
蹄
参

※
 

・
戻
儀
御
侍
所
僑
子
親
王
右
大
臣
己
下
近
臣
キ
同
候
有
盃
酒
御
」
〈
一
七
ウ
)

候
四
位
親
〔
王
〕
之
次

遊

両

源

氏

候

此

座

深

吏

大

臣

己

下

給

称

両

源

氏

依
仰
也
奥
方
壁
下
也



屯

歎

宅
各
調
長
食
廿
具
令
分
諸
陣
所
早

L

K

E

7
、
ミ
イ
ヰ
(
朱
〉

t
f
f
@
屯
食
事
天
慶
三
年
親
王
一
克
服
日
内
蔵
寮
十
具
穀
倉
院
十

ト
ム
シ
キ
(
朱
〉

具
己
上
検
校
太
政
大
臣
仰
之
調
之
衛
門
府
五
日
一
〈
督
儲
之
左
〔
馬
〕

寮
五
具
御
監
仰
儲
之

@
南
殿
版
位
東
其
東
春
興
殿
日
五
辛
横
十
合
件
余
物
有
宣
旨
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と
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な
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廿
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な
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は
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の
み
な
き
わ
た
る
覧
量

日
〕
る
こ
た
ち
・
後
達
也
弘
山
名
也
」
(
二
四
オ
)

鄭
玄
註
札
記
云
后
之
言
後
言
在
夫

・
後
漢
書
云
周
札
日
王
者
立
后
t

之
後
故
以
女
調
後
達

泰
イ白

太

言lz
譲
弟
季
歴

安一

.隠
ミ，刑
刀、鐙

日¥海
詰演

整l
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-
疋
〔
如
〕

-
雑
嚢
再

-
西
の
京
な
る
こ
た
ち
は
あ
や
千
疋
か
と
り
千
疋
く
り
あ
け
て

を
る0

〔
と
〕
か
し
の
ひ
き
す
な
や
ぬ
き
ひ
き
す
な
や
き
り
/
¥
す
の
な
と

か
た
ち
か
ら
お
き
の
は
な
や

・
黒
鳥
子
三
豆
町



※
 み

よ
し
の
斗
く
に
の
か
み
の
宿
の
後
達
は

※
 

@口山山

俗
云
後
付

う
ち
ひ
そ
み
ぬ

5
1
ヒ
ソ
ム

@
吻

ヒ
ソ
ム
万

口
ヲ
ス
ク
ム
レ
ハ
口
ノ
イ
ツ
ル
故
也

む

-
m葉
四

@
も
L
A

と
せ
に
お
ひ
く
ち
ひ
そ
む
口
口
ひ
と
も
わ
れ
は
い
と
は
し
こ
ひ
は
ま
す
と
沌

ヒ

家

持

に
こ
り
に
し
め
る
程
よ
り
も
な
ま
う
か
ひ
に
て
は
か
へ
り
で
あ
し
き
み
ち

に
も
た
斗
よ
ひ
ぬ
へ
く
そ

@
は
ち
す
〔
は
〕
の
に
こ
り
に
し
口
ぬ
心
も
て
な
に
か
は
露
を
玉
と
あ
口
む
く
頃
J

遍
伊
ハ

(
二
四
ウ
)

s
t
t
E
t
t
1
 

ら
う
た
き

@
良
也

つ
な
か
ぬ
ふ
ね
の
う
き
た
る
た
め
し
も
け
に
あ
ゃ
な
し

nu 
つん

@
観
身
山
芹
額
離
根
草
論
命
江
頭
不
繋
舟

師

ひ
た
り
の
馬
の
か
み
物
さ
た
め
の
は
か
せ
に
な
り
て
ひ
斗
ち
ゐ
た
り

は
か
せ

師
也

軽
〉
〉
也
ひ
え
と
り
の
う
そ
を
か
ま
ふ
る
時
の
か
た
ち
也
と
も
い
ふ

@
ひ
ふ
ち
ゐ
た
り
illit--

ツ
ル
心
也
異
本
云
ひ
L
ら
い
た
り
と
い
へ
り
ひ
L
ら
き
ゐ
た
る
と
い
ふ
也

t

1

i

せ

お
ほ
を
木
の
み
ち
の
た
く
み
の
よ
ろ
つ
の
物
を
心
に
ま
か
せ
て
つ
く
り

い
た
す
も

@
明
王
之
任
レ
人
如
下
巧
匠
之
制
レ
木
上
直
者
以
潟
レ
較
曲
者
以
矯
L

輸
長
者

以
潟
二
棟
梁
一
短
者
〔
以
〕
潟
供
l

桶
一
無
二
曲
直
長
短
一
各
有
レ
所
レ
施
明
王
之
任
レ
人



引
正
※

亦
猶
如
レ
日
疋
也
智
者
取
一
一
其
謀
一
愚
者
取
一
一
其
力
子
生
申

り
う
し
の
も
て
あ
そ
ひ
物

-
臨
時
也
」
(
二
五
オ
)

〔
さ
〕
た
ま
れ
る
や
う
あ
る
物
を
な
斗
く
し
い
つ
る
事

制
ぽ
っ
き
・
よ
し
つ
け
は
み
た
る
也

人
の
見
お
よ
は
ぬ
ほ
う
ら
い
の
山
あ
ら
う
み
の
い
か
れ
る
い
口
の
す
か
た

難
な
く
し
出
也

か
ら
く
に
の
は
け
し
き
け
た
〔
も
〕
の
斗
か
た
ち
め
に
み
え
ぬ
お
に
の
か
ほ

な
と
の
お
と
ろ
ノ
¥
し
く
つ
く
り
た
る
物
は
心
に
ま
か
せ
て
ひ
と
へ
に
人
の

め
を
お
と
ろ
か
し
ま
こ
と
に
は
に
さ
ら
め
と
さ
で
あ
り
ぬ
へ
し
ょ
の

F
h
u
 

nu 
n
L
 

つ
ね
の
山
の
た
斗
す
ま
ひ
水
の
な
か
れ
め
に
ち
か
き
人
の
い
ゑ
ゐ
あ
り

さ
ま
な
口
を
け
に
と
み
え
て
な
つ
か
し
き
や
は
ら
け
て
し
っ
か
に
か
き
ま
せ
て

ヒ

l

i

i

i

不

建

〈

朱

)

墨

成

(

朱

〉

文

選

(

朱

〉

す
く
よ
か
な
ら
ぬ
山
の
け
し
き
こ
ふ
か
く
よ
は
な
れ
て
た
斗
み
な
し
け
ち

か
き
ま
か
き
の
う
ち
を
は
そ
の
心
し
ら
ひ
を
き
て
な
と
を
な
ん
上
手

ほ
猟
(
朱
)
風
俗
キ
ヨ
シ
ヨ
ク
ワ
ル
モ
ノ
幽
仙
窟
文
(
朱
)
(
「
幽
」
字
左
一
一
「
遊
歎
」
ト
墨
傍
記
)

は
い
と
い
き
を
ひ
こ
と
に
わ
る
物
は
を
よ
は
ぬ
所
お
ほ
か
る

ヒ

コ

ウ

ハ

朱

)

・
韓
子
日
客
位
刷
費
王
書
一
者
間
之
章
執
最
難
封
日
狗
馬
最
難
」

(二五ウ〉

執
最
易
日
鬼
魅
最
易
狗
馬
人
所
知
也
旦
暮
於
前
不
可
類
之

故
難
鬼
魅
無
形
者
可
類
故
易



心
し
ら
ひ
@
心
口
か
ひ
也

i
i

の

こ
k
A

か
し
こ
し
て
む
な
か
に
は
し
り
ひ
き

ヒ

な
〔
を
〕
〔
し
〕
ち
に
な
ん
よ
り
け
る
@
〔
寅
〕
也

え
た
の
む
ま
し
く
@
士
口
つ
ら
つ
え
っ
き
て

の
り
の
し

@ 

黒占
長

か也
し
て

興

@
支
願

@
法
師

ま
た
け
ろ
う
に
侍
し
時

@
下
璃

か
た
ち
な
〔
と
〕
い
と
ま
〔
ほ
〕
に
も
侍
ら
す

も

の

ゑ

ん

し

@

怨

也

口

ね

ん

に

@

自

然

也

引
ど
き
人
に
見
え
は
@
外
人
不
見
と
可
被
咲
文
集

i
i

オ
ソ
マ
シ
克
選

み

さ

ほ

に

@

操

也

お

そ

ま

し

@

形

遠

〔
わ
〕
れ
た
け
く
い
ひ
そ
し
侍
に
@
殺
也
」
(
一
一
六
オ
)

l
i

ぉ

引

に

て
を

o
り
て
あ
ひ
み
し
の
ち
を
か
そ
ふ
れ
は
こ
れ
ひ
と
つ
や
は
君
か
う
き
ふ
し

ヒ

ヒ

@
て
を
お
り
で
あ
ひ
み
し
事
を
か
そ
ふ
れ
は
十
と
い
ひ
つ
斗
四
は
へ
に
け
り
伊
世
語

@
真
帆
也
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り
む
し
の
ま
つ
り
の
て
う
か
く

@
臨
時
祭
調
繁
也

@
十
一
月
中
午
日
賀
茂
に
で
あ
る
へ
き
柴
を
内
裏
に
て
な
ら
さ

ア
ク
ヤ
(
朱
)

る
斗
也
昔
日
つ
一
〕
ケ
日
嘗
時
は
二
ケ
日
あ
り
北
陣
に
握
屋
を
う
ち

て
牽
盤
す
へ
て
饗
を
行
也
勧
盃
あ
り
賀
茂
の
臨
時
祭
を



北
祭
と
云
八
幡
臨
時
祭
を
南
祭
と
い
ふ

'
'
h
v
'
u
v
 

ま
か
り
あ
か
る
斗
所
に
て
・
頒
;

火
ほ
の
か
に
か
へ
に
そ
む
け
さ
う
し
み
は
な
し

蒲
〉
〉
暗
雨
打
窓
馨
文
集

-
正
身
也

-
秋
〉
〉
残
燈
背
壁
影

さ
う
そ
く
も
な
く
〔
て
〕
い
と
ひ
た
や
こ
も
り
に
お
ほ
つ
か
な
け
れ
ば

l
i
1
t
l
ι
ι
ι
 

ヒ

劃

隠

(

朱

)

和

泉

式

μ

“μ
 

-
う
き
に
よ
り
ひ
た
や
こ
も
り
と
思
へ
と
も
あ
ふ
み
の
う
み
は
う
ち
て
与
を
見
よ
」
(
二
六
ウ
)

集

引

γ
お
カ
タ
チ
同
本
記

内

vpp'z=-n』

h
1
1
h
t

、1
1
h
t

、

J
J
ア
リ
サ
マ
文
集

い
た
く
つ
な
ひ
き
て
見
せ
し
あ
ひ
た
に

-
ひ
き
ょ
せ
は
た
斗
に
も
よ
ら
て
春
駒
の
つ
な
ひ
き
す
る
そ
な
は
た
つ
〔
と
〕
き
く
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た
は
ふ
れ
に
く
t
A

な
ん
お
ほ
え
侍
し

-
有
ぬ
や
と
心
み
か
て
ら
あ
ひ
み
〔
ね
〕
は
た
は
ふ
れ
に
く
き
ま
て
そ
懸
し
き
古
今

た
な
は
た
の
た
ち
ぬ
ふ
か
た
を
の
と
め
て
な
か
き
ち
き
り
に
そ
あ
ヘ

ま
し

後

撰

閑

院

・
あ
ふ
事
は
七
夕
つ
め
に
お
な
し
く
て
た
ち
ぬ
ふ
か
た
は
あ
ヘ
す
そ
有
へ
き

た
つ
回
ひ
め
の
に
し
き
〔
に
〕
は
又
し
く
物
あ
ら
し

後
撰

・
見
る
こ
と
に
秋
に
も
な
る
か
た
っ
た
ひ
め
も
み
し
そ
む
と
や
山
の
て
る
覧



池
の
水
か
け
み
え
て
月
た
に
や
と
る
す
み
か
を
す
き
ん
も
さ
す
か
に
て

お
り
侍
ぬ
か
し
」
(
二
七
オ
)

古今

@
ふ
た
つ
な
き
物
と
思
を
み
な
そ
こ
に
山
の
は
な
ら
て
い
つ
る
月
か
け
lili--

貫
之

拾
遺

@
雲
井
に
て
あ
ひ
か
た
ら
は
ぬ
月
た
に
も
我
や
と
す
き
て
ゆ
く
時
は
な
し
夙
世

ふ
と
こ
ろ
な
り
つ
る
ふ
え
と
り
い
て
斗
ふ
き
な
ら
し
か
け
も
よ
し
な
と
つ
斗

し
り
う
た
ふ

@
あ
す
か
ゐ
〔
に
〕
や
と
り
は
す
へ
し
を
け
か
け
も
よ
し
み
も
ひ
も
さ
む
し
み

催

馬

繁

飛

口

井

律

ま
く
さ
も
よ
し
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よ
く
な
る
わ
こ
む
を
し
ら
へ
と
斗
の
へ
た
り
け
る
を

~\ . 
の琴
し有
ら能
ヘ鳴

調
@
律
調
也

に
は
の
も
み
ち
こ
そ
ふ
み
わ
け
た
る
あ
と
も
な
け
れ
な
と
ね
た
ま
す

@
秋
は
き
ぬ
も
み
ち
は
や
と
に
ふ
り
し
き
ぬ
み
ち
ふ
み
わ
け
て
と
ふ
人
は
な
し
古
今

@
妬
ネ
タ
マ
ス
@
勘
ハ
ケ
マ
ス
ナ
リ
」
(
二
七
ウ
)

あ
さ
れ
か
く
れ
は

筆
の
こ
と
を
は
む
し
き
て
う
に
し
ら
へ
て

i
b
-￥
よ
し
は
む
也

@
さ
れ
た
る
也

@
盤
渉
調
也



あ
く
ま
で
さ
れ
〔
は
〕
〔
み
〕
す
き
た
る
は

引

ず

か

・

便

也

剖

νす
く
か
た
り
と
心
を
か
れ
て

ヒ

お
ら
は
お
ち
ぬ
へ
き
は
き
の
つ
ゆ

-
数
奇
也

-
過
也

-
お
り
て
み
は
お
ち
そ
し
ぬ
へ
き
秋
は
き
の
え
た
も
と
を
斗
に
お
け
る
白
露
古
今

た
ま
さ
斗
の
う
へ
の
あ
ら
れ

す
き
た
は
め
ら
ん
女
に
口
〔
心
〕
口
か
せ
給
ヘ

・
山
ド
っ
・
部
ポ
ヵ
キ
モ
ト
也

-
い
っ
こ
に
か
や
と
り
と
る
覧
あ
さ
ひ
こ
の
さ
す
や
お
か
へ
の
玉
さ
斗
の
う
へ

テ

イ

セ

ツ

ス

タ

ハ

テ

R
1
E

-
貞
節
不
拾
ヨ

E
一
言
コ

※
 

お
は
さ
う
す

-
お
は
し
ま
す
也

俊
頼
口
侍
ニ
ア
リ

・
物
思
し
ら
ぬ
物
を
い
ふ
と
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ち
り
を
た
に
な
と
お
や
の
心
を
と
る
」
合
で
八
三

古今

・
ち
り
を
た
に
す
ゑ
し
と
そ
思
さ
き
し
よ
り
い
も
と
我
ぬ
る
と
こ
夏
の
花
劇
恒

う
ち
は
ら
ふ
袖
も
露
け
き
と
こ
夏
に
あ
ら
し
吹
そ
ふ
秋
も
き
に
け
り

後
撰

・
ひ
こ
ほ
し
の
ま
れ
に
あ
ふ
よ
の
〔
と
〕
こ
夏
は
う
ち
は
ら
ふ
と
も
露
け
か
り
け
り

は
か
な
き
そ
ら
に
そ
さ
す
ら
ふ
ら
ん

1
1
1
1

品
ツ
ス
ヲ
フ

-
さ
す
ら
ふ
た
t
A

よ
ふ
也
・
伶
ー
傍
也

〔片〕

あ
は
・
れ
た
へ
さ
り
し
も
や
く
な
き
か
た
思
な
り
け
り



@
い
せ
の
あ
ま
の
あ
さ
な
ゆ
ふ
な
に
か
つ
く
て
ふ
あ
は
ひ
の
か
ひ
の
か
た
思
に
て

人
つ
て
な
ら
ぬ
也

ひ
と
や
り
な
ら
ぬ

古
今

@
人
や
り
の
み
ち
な
ら
な
く
に
大
方
は
い
き
う
し
と
い
ひ
て
い
さ
か
(
川
市
ん

源

賞

左

近

少

将

む
ね
こ
か
る
L
A

ゆ
ふ
へ
も
あ
ら
ん
と
お
ほ
え
侍
る

@
三
教
指
蹄
云

寧
莫
術
婆
伽
之
焼
胸

宮

@
術
婆
伽
は
魚
を
う
る
人
な
り
帝
王
の
ひ
め
君
を
見
た
て
ま
」
(
二
八
ウ
)

つ
り
て
い
か
に
し
て
え
て
し
か
な
と
思
へ
り
も
っ
と
こ
ろ
の
魚
を

た
て
ま
つ
り
で
あ
た
ひ
を
と
ら
す
し
て
か
へ
ら
ん
と
す
る
に
皇
女
あ

つム

た
ひ
を
す
つ
る
心
を
た
つ
ね
給
に
身
を
な
け
命
を
す
て
k
A

あ
ふ
に
か

へ
ん
と
思
ふ
ゆ
へ
に
あ
た
ひ
を
と
ら
す
と
い
ふ
皇
女
心
さ
し
の
切
な
る

士
事
を
あ
は
れ
み
て
こ
の
月
の
十
五
日
に
枇
に
ま
う
つ
へ
き
事
あ
り

そ
の
時
か
な
ら
す
あ
ひ
ま
つ
へ
し
と
の
給
に
術
婆
伽
ま
つ
ま
う
て
斗

白
玉
女
を
ま
ち
た
て
ま
つ
る
に
嘗
祉
の
明
紳
こ
の
事
を
か
k
A

み
て

方
便
を
〔
な
〕
さ
く
わ
か
た
ん
な
の
君
を
し
て
い
や
し
き
し
っ
か
や
っ
こ
に

と
っ
か
し
め
む
事
心
の
ま
k
A

な
ら
は
あ
に
紳
非
札
を
う
く
る
に

あ
ら
す
や
た
k
A

一
婆
伽
を
し
て
ね
ふ
ら
し
め
ん
と
お
ほ
す
皇
女
す



て
に
ま
う
て
給
に
婆
伽
枇
頭
に
い
ね
た
り
お
こ
さ
し
む
る
に
あ
へ

て
を
と
ろ
か
す
皇
女
御
衣
の
嬰
洛
を
と
き
て
婆
伽
か
衣
〔
に
〕
」
(
二
九
オ
)

か
け
て
か
へ
り
給
ぬ
術
婆
伽
驚
て
こ
の
や
う
ら
く
を
見
る
に
心
の

を
く
所
を
し
ら
す
則
む
ね
の
う
ち
に
姪
慾
の
ほ
の
ほ
あ
ら
は
れ

て
身
つ
か
ら
こ
か
れ
て
い
の
ち
を
う
し
な
へ
り
杏
中
に
不
相
廃

の
ふ
る
ま
ひ
あ
〔
る
〕
物
〔
を
〕
は
か
斗
な
と
い
ふ
は
こ
の
例
な
ら
ん
か
し

タ

テ

ア

ラ

ス

ミ

ヲ

ノ

ロ

ツ

キ

コ

ト

シ

カ

ト

ツ

口

口

ヲ

ノ

ウ

ク

ル

コ

ト

タ

リ

サ

ク

ニ

i
i
i

-
未
曽
飲
〔
炭
〕
腹
焚
如
レ
焼
不
レ
憶
呑
レ
刃
腹
穿
似
レ
割
遊
仙
窟
文

す
き
た
る
つ
み
け
に
を
も
か
る
ヘ
し

-
過
た
る
罪
也

よ
き
方
〔
の
〕
〔
か
〕
き
り
と
り
く
し
す
つ
へ
き
く
さ
わ
い
ま
せ
ぬ
人
は
い
つ

・

種

也

く
に
か
あ
ら
む

i
i
士
口
梓

き
ち
上
天
女
を
思
か
け
む
と
す
れ
は
ほ
〔
う
〕
け
っ
き
く
す
し
か
ら
ん

こ
そ
わ
ひ
し
か
り
ぬ
ヘ
け
れ

-
金
光
明
最
勝
王
経
大
吉
祥
天
女
櫓
長
財
物
品
第
十
七
云
」
(
二
九
ウ
)

欲
請
大
吉
鮮
天
女
嘗
洗
浴
身
着
浄
衣
塗
名
香
入
浄
室
橋

※

;

 

諸
傍
口
薩
名
号
神
間
ん
現
其
室
中
日



さ
え
の
き
は

@
才
@
伎

な
ま
/
丸
、
の
は
か
せ

@ 

な
ま
し
ゐ
の
師引
也主

か
く
も
む

口
が
ふ
た
つ
の
み
ち
う
た
ふ
を
き
け
と
な
ん
き
こ
え
こ
ち
侍
し

軽

@
聴
我
寄
両
道
富
家
女
易
嫁
と
早
口
其
夫
会
家
女
難

※
l

※
2
若

ヒ

嫁
と
〔
晩
〕
孝
於
姑
開
氾
欲
安
婦
安
婦
意
'
如
何
日
集
秦
中

刻
U
女

を

し

と

し

て

@

師

也

引

U
お

ん

@

恩

也

削
ぽ
州
安
れ
段
、
が
さ
い
し
と
う
ち
と
け
む
に
凱
寸
い
の
人
か
た
わ
な
る
さ
ま
み

@
間
子
問
也

@
妻
子
也

月
こ
ろ
ふ
ひ
や
う
を
も
き
に
た
え
か
ね
て
こ
く
ね
ち
の
さ
う
や
く
を
」
(
三
六
オ
)

服
〈
朱
)

ふ
く
し
て

@
無
才
也

-212-

え
ん
に
は
つ
か
し
く
な
ん
お
ほ
え
侍
し

l
i

八
十
種
輩
輔
衆
廿
四
種
草
輔
衆
之
中

延
在
式
一
五

i

蒜
是
極
熱
草
薬
也
(
「
コ
ク
ネ
ツ
ノ
サ
ウ
ヤ
ク
」
と
右
朱
傍
記
す
)

さ
る
へ
か
ら
ん
さ
う
し
は
う
け
給
は
ら
む

@
風
病

蒜
也

@

草

藤

木

@
雑
事
也

さ
口
か
に
の
ふ
る
ま
ひ
し
る
き
タ
く
れ
に
ひ
る
ま
す
く
せ
と
い
ふ
か
あ
ゃ
な
さ

@
我
せ
こ
己
く
へ
き
よ
ひ
な
り
さ
k
A

か
に
の
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
口
ね
て
し
る
し
も
劇
活
姫



あ
は
め
に
く
む

-
淡
悪
ぁ
は
く
し
く
に
く
む
也

虚
俗
キ
ヨ
シ
ヨ
ク
ワ
ロ
モ
ノ
遊
仙
窟
(
朱
)

口
ヘ
〔
て
〕
お
と
こ
も
女
も
わ
ろ
も
の
〔
は
〕
わ
〔
か
〕
わ
っ
か
に
し
れ
る
方
の
事
を
の
こ
り

な
く
見
〔
せ
〕
つ
く
口
ん
と
思
へ
る
こ
そ
い
と
を
し
け
れ

-
論
語
云

知
者
言
未
必
尽
也

-
老
子
経
云
大
弁
如
一
前
コ
ト
モ
l

史l

五
経

-
史
記

さ
る
へ
き
せ
ち
ゑ

※
 

・
楚
屈
原
維
王
に
つ
か
ヘ
て
三
聞
大
夫
た
り
し
時
に
同
列
大
夫

新
尚
と
い
ふ
人
屈
原
か
才
智
の
勝
た
る
を
そ
ね
み
て
王
に
議
し

漢
書

吾i・
主後
旦漢
民 J 三主

巨ヨ

-
毛
詩
・
札
記
・
左
停
・
周
易
・
尚
書
」
(
三
六
ウ
)
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申
け
れ
は
と
か
な
き
屈
原
を
は
な
た
れ
に
け
り
屈
原
江
演
に
あ
そ
ひ

〔
き
〕
吟
津
畔
に
漁
父
あ
り
屈
原
を
見
て
い
は
く
公
は
楚
三
間

大
夫
口
口
あ
ら
す
や
屈
原
云
奇
皆
濁
れ
り
我
ひ
と
り
す
め
り
衆

人
皆
酔
我
濁
醒
り
此
故
に
王
に
は
な
た
れ
た
り
漁
夫
云
世
皆
濁

は
な
そ
浪
を
あ
け
さ
る
衆
人
皆
酔
ら
は
何
そ
糟
を
す
斗
ら
さ
る

屈
原
か
い
は
く
休
す
る
物
〔
は
〕
冠
〔
を
〕
は
ら
ふ
浴
す
る
物
は
衣
を
ふ
る
う

漁
夫
〔
云
〕
治
浪
の
み
つ
す
め
ら
は
我
綾
を
す
斗
く
へ
し
治
浪
の
水



濁
ら
は
我
足
を
洗
へ
し
屈
原
我
魚
腹
に
い
り
て
世
を
さ
る
に
〔
は
〕

し
か
し
と
て
江
底
に
し
つ
む
屈
原
か
妻
江
頭
に
ゆ
き
て
忌
日
」
(
一
二
七
オ
)

こ
と
に
さ
ま
ノ
¥
の
ひ
ほ
ろ
き
を
そ
な
ふ
夢
の
う
ち
に
屈
原
つ
け

て
い
は
く
淵
の
な
か
に
龍
あ
つ
ま
り
て
我
食
を
う
は
ふ
汝
飯
を

茅
の
葉
に
つ
L
A

み
て
五
色
の
い
と
に
て
ま
か
し
め
て
龍
の
か
た
ち

に
つ
く
り
て
五
月
五
日
を
む
か
ふ
る
こ
と
に
淵
に
な
け
よ
龍
お
そ
れ

て
さ
り
な
ん
我
は
し
り
て
う
け
な
ん
〔
と
〕
〔
い
〕
へ
り
妻
ゆ
め
の
こ
と
く
し
て

〔
江
〕
底
に
な
く
い
ま
の
ち
ま
き
是
也
ち
の
は
に
つ
斗
む
心
さ
し
是

注
蒙
求
一
広
(
朱
〉

よ
り
〔
あ
〕
ら
ば
れ
た
り
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九
口
九
日
の
宴
に
ま
っ
か
た
き
詩
の
心
を
思
め
く
ら
し

月
令
日
重
陽
の
日
白
菊
に
黄
花
あ
り
周
易
一
五
天
数
九
秋
数

。

一

五

〉

〉

九
相
態
日
日
重
陽
准
南
の
桓
景
に
費
長
一
男
つ
け
て
い
は
く

〈
唱
恥
山
子
)

此
秋
九
月
九
日
に
家
に
わ
さ
わ
ひ
き
た
る
へ
し
す
み
や
か
に
家
を

さ
り
て
家
人
を
し
て
き
ぬ
の
袋
に
茶
頁
を
い
れ
て
ひ
ち
に
か
け
一
(
一
一
一
七
ウ
)

さ
せ
て
た
か
き
所
に
の
ほ
り
て
菊
花
を
の
み
菊
を
か
さ
し
て
ゐ
給
へ
と

い
ひ
け
れ
は
を
し
へ
の
ま
斗
に
高
山
に
の
ほ
り
て
か
へ
り
て
見
る
に
家
の



う
ち
に
・
猪
・
鶏
・
牛
・
羊
一
時
に
し
に
t

ふ
け
り
と
云
と
注
蒙
求
云

け
う
そ
く

は
て
ノ
¥
は
あ
や
し
き
ろ
と
も
に
な
り
て

-
論
と
も
な
り

-
脇
足
也

テ
ン
キ
ノ
マ
メ
ヒ
ト

か
の
人
/
¥
す
て
か
た
く
と
り
い
て
し
ま
め
人
展
季

風
俗
鳴
高

あ
な
か
ま
こ
ん
と
も
や
み
そ
か
な
れ

i¥ • 
喜又

真
人

t
s

、‘Et
h
-
-

あ
な
か
ま

こ
よ
ひ
な
か
斗
み
内
よ
り
は
こ
な
た
は
ふ
た
か
り
侍
り
け
り
と
人
/
¥
き
こ
ゆ

-
天
一
神
也

在
俗
所
稀

奈
加
神

=¥ 
也

-
金
積
一
経
云
天
一
立
中
央
矯
十
二
勝
定
吉
凶
断
事
者
也
付
信
中
字

安
家
説

件
方
忌
事
古
今
所
遠
来
也

戸

h
u

n
L
 

-
又
永
久
四
年
十
二
月
二
日
縫
殿
頭
賀
茂
家
築
依
法
性
寺
殿
仰
」
(
三
O
オ
)

令
注
進
云
天
一
方
俗
謂
之
長
紳

-
己
酉
日
在
艮
六
ケ
日
・
乙
卯
日
在

o
五
ケ
日
・
庚
寅
日
在
巽
六
ケ
日
・
丙
寅
日
在
午
五
ケ
日

※
 

-
辛
未
日
在
坤
六
ケ
日
・
丁
丑
日
在
酉
五
ケ
日
・
壬
午
日
在
乾
六
ケ
日
・
氏
子
日
在
子
五
ケ
日

※
 

自
笑
巳
日
至
子
氏
刀
日
井
十
六
ケ
日
在
天
上

-
経
日
数
之
方
逮
事

-
又
九
条
殿
御
記
云
天
慶
七
年
正
月
七
日
太
政
大
臣
従
十
二
月
廿
八
日
至
昨
日



元
慶
六
年
十
二
月
小
廿
八
日
壬
万
同
七
年

合
八
ケ
日
間
門
物
忌
の
己
時
参
殿

正
月
〔
ム
ハ
〕
日
己
卯
賀
家
説

1
I
l
l
-

な
か
河
の
わ
た
り
な
る
家
な
ん
こ
の
こ
ろ
水
せ
き
い
れ
て
す
斗
し
き
か
け

に
侍
と
き
こ
ゆ

今
京
極
河
也

@

中

河

台

人

再

ド

可

法

成

寺

之

始

人

橋

中

河

御

堂

之

由

見
ぷ
T
H
王
記
一

l
1
I
、

i

在

行

成

卿

宅

法

成

寺

‘

@
楽
花
物
語
一
一
ム
中
河
港
ニ
御
堂
を
た
て
ら
る

titti--j

東
北
院

o
也

@
今
案
賀
茂
河
謂
東
河
桂
河
潟
西
河
京
極
河
謂
中
河
欺
」

(一一一
O
ウ
)

@
退
也

あ
る
し
も
さ
か
な
も
と
む
と
こ
ゆ
る
き
の
い
そ
き
あ
り
く

@
清
宜
也

@
落
也

?震l
ylfE 
ろ
也
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し
そ
き
て

@な1
滑め 1

也け
船な
示cる
儀
也

き
よ
ろ
し
き

a
a
t
-
-
i
‘t
 

お
ま
し
所

@
た
ま
た
れ
の
こ
か
め
を
中
に
す
ゑ
で
あ
る
し
い
も
と
や
さ
か
な
も
と

i
i
-

牛
議
在
相
模
園

風
俗
寄
ィ

め
に
こ
ゆ
る
き
の
い
そ
に
わ
か
め
か
り
あ
け
に

き
ぬ
の
お
と
な
ひ

@
夏
衣
す
斗
し
に
ね
り
ひ
と
へ
を
巴
〔
さ
〕
ぬ
故
有
音

ーも旬、
t弓
iIli

町、ι
、

-
E

唱、1
1
1
1
1
a
1
i

、、ふ

か

み

心

な

し

〔

と

〕

む

つ

か

り

て

き

う

し

の

か

み

よ

り

よ
す
か
さ
た
ま
り
給
へ
る

さ
L
A

や
か

@
守
也

。
障
子
上
也

@
便
也

@
少
と
@
狭
と
也

さ
る
へ
き
く
ま
に
は

@
限
也



く
つ
ろ
き
か
ま
し
く
耳
す
し
か
ち
に
も
あ
る
か
な

か
み
い
て
き
て
と
う
ろ
か
け
そ
ヘ
・
燈
櫨
」
(
二
二
オ
)

剖
ぽ
り
ち
ゃ
う
も
い
か
に
そ
は
さ
る
か
た
の
心
も
な
く
て
は
め
さ
ま
し
き

-
あ
は
ら
な
る
也

あ
る
し
な
ら
む
と
の
給
へ
は
な
に
よ
け
む
と
も
え
う
け
給
は
ら
す
と

口
し
こ
ま
り
て
外

-
和
加
伊
戸
波
止
波
利
帳
於
毛
多
札
留
乎
於
と
支
美
支
万
世
元

己
余
杏
口
〔
美
〕

以
左
可
奈
余
な
に
よ
け
む
あ
わ
ひ
さ
た
う
か
世
与
介
尤
安
波
比

組
烏
楽
町

早

tつ臼

左
太
宇
か
加
世
与
介
元

こ
の
あ
ね
君
や
ま
う
と
の
斗
ち
の
お
や

-
真
人
也
朝
臣
と
い
ふ
た
く
ひ
也

・ .b¥ 
不い 1

意に
れ iか
宮く
エて
と物
工し
欺侍

也

以
炉
ソ
つ
る
こ
の
こ
ゑ
に
て
も
の
け
給
は
る

-
も
の
斗
け
し
き
う
け
給
は
る
也

ね
た
う
心
と
ふ
め
て
と
ひ
き
け
か
し
と
あ
い
な
う
お
ほ
え
給
」
(
一
三
ウ
)

在
伊
世
集

・
と
し
ふ
れ
と
わ
す
ら
れ
は
て
ぬ
人
の
上
は
心
と
め
て
そ
猶
き
か
れ
け
る

し
も
に
な
ん
ゆ
に
お
り
て

劃
引
っ
は
は
し
に
ね
侍
ら
む

-
丸
也

-
湯
也



i
l
-
-

マ

hv
ル}

た
L
A

い
ま
k
A

う
の
ほ
り
侍
つ
と
い
ふ

ヒ

1

町0

、町$
ι
i
、1

、‘ιι
さ
k斗
ム
や
か
に
て
ふ
し
た
り

@
昇
進
也

@

少

と

l
i
※
 

と
う
も
な
く
て
お
く
な
る
お
ま
し
に
い
り
給
ひ
ぬ

@
無
動
也
う
こ
く
事
も
な
し
と
い
へ
り

@
狭
〉
〉

ち
ひ
さ
く
ほ
そ
き
也

@ 

細引

五j

ヤ
カ
ナ

遊
仙
窟

口
つ
く
よ
り
と
う
て
給
こ
と
の
は
に
か

お
ほ
し
く
た
し
け
る
思
下
也
か
く
を
し
た
ち
給

人
か
ら
の
た
を
や
き
た
る
に
つ
よ
き
心
を
し
ゐ
て
く
は
へ
た
〔
れ
〕
は
な
よ

@
取
出
也

@
押
立
也

た
け
の
心
ち
し
て
さ
す
か
に
お
る
へ
く
も
あ
ら
す

-218-

古
、

1

@
な
よ
竹
の
よ
な
か
き
う
へ
に
は
つ
霜
の
お
き
ゐ
て
物
を
思
ふ
こ
ろ
か
た
時
間
」
(
一
一
一
一
一
オ
)

す
へ
て
お
れ
か
た
き
性
あ
る
竹
也

な
よ
竹
は
に
か
た
け
も

あ
り
し
な
か
ら
の
身
に
て
か
斗
る
御
心
は
え
を
見
ま
し
か
は

@
と
り
か
へ
す
も
の
に
も
か
な
や
奇
中
を
あ
り
し
な
か
ら
の
我
身
と
忠
は
ん

又
見
な
を
し
給
の
ち
せ
も
や
と
思
給
へ
な
く
さ
め
ま
し
を

@
若
狭
な
る
の
ち
せ
の
山
の
斗
ち
に
又
あ
は
ん
か
な
ら
す
今
日
な
ら
す
と
も

よ
し
い
ま
は
見
き
と
な
か
け
そ
と
て



-
そ
れ
を
た
に
思
事
と
て
我
や
と
を
見
き
と
な
か
け
そ
人
の
き
か
く
に

烏
口
し
は
ノ
¥
な
く
に
心
あ
は
た
斗
し
く
て

-
数
鳴
也

ひ
き
た
て
斗
わ
か
れ
給
程
心
ほ
そ
く
へ
た
つ
る
口
き
の
と
み
え
た
り

-
周
章
也

-
あ
ふ
さ
か
の
名
を
は
た
の
み
て
こ
し
か
と
も
へ
た
つ
る
闘
の
つ
ら
く
も
有
哉

あ
て
人
・
あ
で
や
か
な
る
人
な
り
」
(
三
二
ウ
)

〔
ぬ
〕
口
夜
な
け
れ
ば
な
と
め
も
を
よ
は
ぬ
御
か
き
さ
ま
な
れ
と
見
も
い
れ

ら
れ
す

-219-

-
轡
し
き
を
何
に
つ
け
て
か
な
く
さ
め
ん
夢
た
に
み
え
す
ぬ
る
よ
な
け
れ
ば

ふ
つ
斗
か
な
る
う
し
ろ
み
ま
う
け
て
・
ふ
と
し
と
い
ふ
也

円
相
〕
口
水
の
め
ほ
く
・
面
白
也
人
〈
さ
け
す
・
不
遠
也

制
じ
ん
に
心
つ
き
な
く
て
や
み
な
ん
・
無
心
也

己
よ
う
な
る
よ
し
を
き
こ
ゆ
・
不
用
也

〔
敷
〕
〔
な
〕
ら
ぬ
ふ
せ
や
に
お
ふ
る
名
の
う
さ
に
あ
る
に
も
あ
ら
す
き
ゆ
る
は
斗
き
斗

-
そ
の
原
や
ふ
せ
や
に
お
ふ
る
は
k
A

き
斗
の
有
と
は
見
れ
と
あ
は
ぬ
君
か
な
源
重
之

-
信
濃
園
に
そ
の
は
ら
や
ふ
せ
や
と
い
ふ
所
に
有
也
は
ふ
き
斗
に
有
雨
説



斗
首
ニ
ハ
は
ト
き
斗
の
も
り
あ
り
其
森
い
と
し
け
く
そ
の
も
り
の
中

木
ハ
朱
〉

に
は
t
、A

き
k
A

お
ひ
た
り
そ
れ
を
と
ほ
く
て
み
れ
は
あ
り
も
り
の
」
(
三
ニ
プ
オ
)

し
た
に
い
き
て
み
れ
は
木
の
し
け
り
て
見
え
ぬ
に
よ
り
て
い
ふ
也

一
説
ニ
ハ
は
L
A

き
L
A

に
に
た
る
木
の
あ
る
を
ち
か
く
て
み
れ
は
う
す

る
也
と
こ
の
き
し
か
る
へ
か
ら
す
た
斗
と
を
く
て
は
〔
は
〕
L
A

き
斗

の
有
と
見
て
ち
か
く
て
み
れ
は
ま
か
ふ
よ
し
を
そ
用
へ
き
古
説
」
(
一
一
二
一
一
ウ
)

ロロセミ

@
光
源
氏
物
語
空
蝉

議
木
並
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@
間
一
五
並
の
号
先
例
あ
り
や

@
答
一
五
う
つ
ほ
の
と
し
か
け
と
い
ふ
物
語
あ
り
源
順
作
一
?

五
の
な
ら
ひ
ま
つ
り
の
つ
か
ひ

五
の
な
ら
ひ
き
く
の
え
ん

日
疋
会
其
例
也

ゅ
う
や
み
の
み
ち
た
と
ノ
¥
し
き
ま
き
れ
に
我
車
し
て
ゐ
て
た
て
ま
つ
る

@
タ
や
み
口
み
ち
た
と
/
¥
し
〔
月
〕
ま
ち
〔
て
〕
か
へ
れ
わ
か
せ
こ
そ
の
ま
に
も
み
む
万
口

u
hな
ゐ
の
こ
し
ひ
き
ゅ
へ
る
程
は
う
そ
く
な
る
も
て
な
し
也
豊
前
園
姫
子



-
袴
要
月
也

-
傍
側
也

・
尖
也

• 
宜えい
・か
承えは.さ
諾:し..か

ソき.り
也..は

-
下
場

〔
そ
〕
ろ
t
A

か
な
る
人
の
か
し
ら
つ
き

2i 
閥

巴

------h--
・‘且.

さ
う
と
け
は

-
早
速

む
へ
こ
そ
お
や
の
に
な
く
は
思
ら
め

-
盤
公
一
」-劫(

;lU4 
ル よ二ノ
ナ

引
い
」
は
ち
に
こ
そ
あ
ら
め
・
持
也

1
1
十

廿

三

十

四

十

と
を
は
た
み
そ
よ
そ
な
と
か
そ
ふ
る
さ
ま
い
よ
の
ゆ
け
た
も
た
と
/
¥

こ
の
わ
た
り
の
こ
う

し
か
る
ま
し
う
見
ゆ

-
伊
よ
の
ゅ
の
ゆ
け
た
は
い
く
つ
い
さ
し
ら
す
か
そ
へ
す
よ
ま
す
君
そ
知
ら
ん
雑
事
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-
ゆ
け
た
の
事

リ
ハ
(
朱
)
引
シ
ホ
(
朱
)

-
伊
与
園
あ
を
し
ま
の
渡
に
潮
の
な
か
ひ
な
か
み
ち
に
み
ゆ
る
な
り

ゅ
の
口
い
る
け
た
の
か
た
ち
な
斗
な
み
七
十
七
た
ん
な
り
け
た
の
数

五
百
三
十
九
欺
斗
薮
の
つ
い
で
に
彼
所
に
ゆ
き
て
里
の
人
に

た
つ
ね
し
か
は
と
し
た
け
た
る
海
人
の
い
さ
給
へ
か
し
こ
へ
と
て
さ
そ
ひ

ま
か
り
で
見
せ
た
り
し
こ
そ
う
れ
し
か
り
し
か

そ

ほ

れ

ゐ

た

り

わ

れ

に

か

い

ま

み

せ

さ

せ

よ

と

の

給

引

は

ふ

れ

也

ヵ

イ

マ

ミ

臥

本

記

第

二

-

た

は

ふ

れ

た

る

也

・

蹴

ー

其

私

ー

扉

」

全

面

ウ

)



21うl
ふ¥
きあ
とか
ほる
せ斗
とけ
では
ふひ
すな

り

頒
(
朱
〉

@
頓
也

@
風
吹
と
人
に
は
い
ひ
て
と
は
さ
L
A

し
あ
け
む
と
君
に
い
ひ
て
し
物
を
六
帖
一
五

と
け
た
る
い
も
ね
ら
れ
す
な
ん

@
〔
君
〕
印
柳
川
る
涙
の
こ
ほ
る
冬
の
よ
は
心
と
け
た
る
い
や
は
ね
ら
る
k
A

〔
は
〕
〔
る
〕
な
ら
ぬ
こ
の
め
も
い
と
な
く
な
け
か
し
き
に

@
棲
花
口
ほ
ふ
物
か
ら
露
け
き
は
〔
こ
〕
の
め
も
物
を
思
ふ
な
る
へ
し
拾
遺

こ
の
め
は
る
春
の
山
田
を
う
ち
か
ヘ
し
思
や
み
に
し
人
そ
懸
し
き

い
と
ま
な
く
也

つんつん

@
い
と
な
く

刈
ド
う
つ
れ
る
を
身
ち
か
う
な
ら
し
つ
斗
見
ゐ
給
へ
り

川
パ
か
に
い
せ
を
の
あ
ま
の
し
ほ
な
れ
て
ゃ
な
と
思
ふ
も
た
L
A

な
ら
す

@
人
香
也

@
す
k
A

香
山
い
せ
を
の
あ
ま
の
す
て
衣
し
ほ
な
れ
た
り
と
人
や
み
る
覧
」
(
一
一
一
五
オ
)

又
し
る
人
も
な
き
事
な
れ
ば
人
し
れ
す
う
ち
な
か
め
て
ゐ
た
り

@
枕
よ
り
又
し
る
人
も
な
き
癒
を
涙
せ
き
あ
え
す
も
ら
し
つ
る
哉
日

司
君
わ
た
り
あ
り
く
に
つ
け
て
も
む
ね
う
ち
ふ
た
か
れ
と
御
せ
う
そ
こ

も
な
し



-
山
か
つ
の
垣
ほ
に
は
へ
る
あ
を
つ
斗
ら
人
は
く
れ
と
も
こ
と
っ
て
も
な
し
古
今

寵

〔
あ
〕
り
し
な
か
ら
の
我
身
な
ら
は
と
h

ふ
り
か
へ
す
物
な
ら
ね
と
し
の
ひ

か
た
け
れ
は

-
口
り
か
へ
す
物
に
も
か
な
や
よ
の
中
を
有
し
な
か
ら
の
我
身
と
思
は
ん

空
〔
蝉
〕
の
身
を
か
へ
て
け
る
こ
の
も
と
に
猶
人
か
ら
の
な
つ
か
し
き
か
な

-
う
ち
は
へ
て
ね
を
な
き
く
ら
す
う
っ
蝉
の
む
な
し
き
懸
も
わ
れ
は
す
る
哉

-
打
磐
蝉
と
い
ふ
文
あ
り
け
い
を
う
つ
や
う
に
な
く
ゆ
ヘ
に
い
き
た
る

を
も
う
っ
せ
み
と
よ
む
也
う
ち
き
斗
向
け
れ
と
も
心
こ
と
な
り
」
(
三
五
ウ
〉
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-
光
源
氏
物
語
夕
顔

位
一
情
木
並

六
条
わ
た
り
の
御
し
の
ひ
あ
り
き
の
こ
ろ

秋

好

中

宮

御

母

子

時

・
六
篠
御
息
所

L

六
条
院

前
坊
御
息
所
也

前
坊
中
将
御
息
所
の
ち
に
重
明
親
王
北
方
に
な
り
給
斎
宮

密
通
事

-
大
鏡
云

女
御
の
母
儀
也

い
っ
こ
を
〔
さ
〕
し
て
と
お
も
ほ
し
な
せ
は
た
ま
の
う
て
な
も
お
な
し
こ
と
也

-
在
中
は
い
っ
こ
か
さ
し
て
我
な
ら
ん
ゆ
き
と
ま
る
を
そ
や
と
斗
さ
た
む
る
古
今



き
り
か
け
た
つ
〔
も
〕
の

。
菅
三
品
公
良
か
ほ
か
は
き
り
か
け
た
〔
つ
〕
物
と
い
ふ
事
し
れ
る
人
な
し
と

な
ん
申
さ
れ
け
る
と
そ

を
ち
か
た
人
に
物
申
す
と
く
ち
す
さ
ひ
て

@
う
ち
わ
た
す
を
ち
方
人
に
も
の
申
す
わ
れ
そ
の
そ
こ
に
白
く
ざ
け
る
は

古
今

な
に
の
は
な
そ
も

i
i
此
面
〈
除
レ
彼
面
(
朱
〉
乃

ご
の
も
か
の
も
口
あ
や
し
く
う
ち
ょ
ろ
ほ
ひ
て
む
ね
ノ
¥
し
か
ら
ぬ
」
(
四
O
オ
)

ヒ

の
き
の
つ
ま
こ
と
に

@ 

つ
く
は
ね
の
こ
の
も
か
の
も
に
景
は
あ
れ
と
君
か
み
か
け
に
ま
す
か
け
そ
な
き
ゃ
白
今

〔
さ
〕
す
か
に
〔
さ
〕
れ
た
る
や
り
と
く
ち

@
さ
れ
た
る
は
た
は
ふ
れ
た
る
詞
也

俊
頼
口
侍
一
五
誹
諮
寄
〔
は
〕
さ
れ
た
は
ふ
れ

ハ
イ
カ
イ
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た
る
か
〔
こ
〕
と
し
と
い
へ
り

し
ろ
き
一
扇
の
い
た
う
こ
か
し
た
る
を

議
物
也

@
人
こ
と
に
か
う
色
な
る
一
扇
と
思
へ
り
香
品
?
に
た
き
し
め

た
る
か
こ
か
れ
た
る
心
ち
の
す
る
と
い
へ
る
な
る
へ
し

か
き
を
を
き
ま
と
は
し
侍
て

い
む
事
の
し
る
し
に
か
う
よ
み
か
へ
り
て

@
鎗
也

た
k
A

か
く
お
ま
へ
に
さ
ふ
ら
ひ
御
覧
せ
ら
る
斗
事
の
〔
か
〕
口
り
侍
な
ん

@
戒
也



事
を
く
ち
を
し
く
お
も
ふ
給
へ
た
ゆ
た
ひ
し
か
と
」
(
四

O
Z

-
い
て
わ
れ
を
人
な
と
か
め
そ
お
ほ
舟
の
ゆ
た
の
た
ゆ
た
に
も
の
思
ふ
こ
ろ
そ

!ii※
 

か
た
ほ
な
る
を
た
に

こ
斗
の
し
な
の
か
み
に
も

は¥. 
け九
な品
かの
り上
け品
る上

生
也

-
凡
也

.ひ1
長と 1 ・
成斗頑
ヒな也
トり
ふて
ルの

ち
tま

こ
L
r

ト
レ

・
翁
性

t

つ

-
幼
な
り

さ
ら
ぬ
わ
か
れ
は
な
く
も
か
な
と
の
み
な
ん
な
と
こ
ま
や
か
に
の
給

伊
〔
せ
〕
語

・
在
中
に
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
の
な
く
も
か
な
ち
〔
よ
〕
も
と
い
の
る
人
の
こ
の
た
め

l
i
※
 

で
も
あ
て
は
か
に
ゆ
へ
つ
き
た
り

-
あ
で
や
か
に
は
か
な
け
に
ゆ
へ
あ
る
さ
ま
に
か
き
た
る
と
い
へ
る
也
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心
あ
て
に
そ
れ
か
と
そ
見
る
白
露
の
光
そ
へ
た
る
夕
顔
の
は
な

-
心
あ
て
に
お
〔
ら
〕
は
や
お
ら
む
は
つ
霜
の
を
き
ま
と
は
せ
る
白
菊
の
花
古
今
射
恒

ゃ
う
め
い
の
す
け
な
る
物
の
い
ゑ
口
な
ん
侍
り
け
る
」
(
四
一
オ
)

-
揚
名
介
事
依
有
子
細
不
述
注
有
別
橋

は

ら

か

ら

し

も

人

の

え

し

り

侍

ら

ぬ

に

や

• 
一
腹
の
兄
弟
姉
妹
也

-
下
人
な
り



よ
り
て
こ
そ
L
A

れ
か
と
も
見
め
た
そ
か
れ
に
ほ
の
ノ
¥
み
つ
る
花
の
ゆ
ふ
口
〔
ほ
〕

@
此
寄
お
り
て
こ
そ
と
い
ふ
本
あ
り
そ
れ
こ
そ
よ
け
れ
花
を
お
〔
る
〕
に

も
か
よ
ひ
車
よ
り
お
り
た
る
心
ち
〔
も
〕
か
よ
ひ
て
と
中
人
侍
れ
と
も

ほ
の
/
'
¥
見
つ
る
と
は
て
た
る
に
ち
か
っ
き
よ
り
て
こ
そ
と
い
ふ
は

き
L
A

よ
か
る
へ
く
や

し
ひ
ら
た
つ
物

色白、

l'oi1it--也、

l'
・h

心
あ
は
た
斗
し
く
て

t
I

シ
ヒ
ラ

-
4
1

ウ
'
ハ
モ

す
き
か
て
に
や
す
ら
ひ
給
へ
る
御
さ
ま
た
く
ひ
な
し

@
内
蔵
式
一
以
駕
輿
丁
摺

@
周
章
ァ
ハ
夕
、
シ

@
難
過
也
」
(
四
一
ウ
)

は
な
の
か
け
に
は
猶
や
す
ら
は
ま
ほ
し
き
に
や

円。
ワム

@
古
今
序
一
五
大
友
黒
主
は
そ
の
さ
ま
い
や
し
い
は
斗
た
き
木
お
へ
る

山
人
の
花
の
景
に
や
す
め
る
か
口
と
し
と
た
と
へ
た
る
風
情
に
や

か
み
の
さ
か
り
は
め
さ
ま
し
う
み
給
あ
な
か
ま
と
て
か
く

@
下
場

@
手
撮

は
し
ょ
〔
り
〕
も
お
ち
ぬ
へ
け
れ
は
い
て
こ
の
か
つ
ら
き
の
神
こ
そ
心
さ
か
し
う

し
を
き
た
れ
と
む
つ
か
る



-
岩
橋
の
よ
る
の
契
も
た
え
ぬ
へ
し
あ
く
口
わ
ひ
し
き
か
っ
ら
木
の
紳

ひ
と
こ
と
ぬ
し

・
昔
役
優
婆
塞
と
い
ひ
け
る
人
か
つ
ら
き
に
い
ま
す
一
言
主
と
申

紳
に
葛
木
と
吉
野
山
の
峯
と
に
い
は
橋
を
渡
し
給
へ
と

申
口
る
斗
に
紳
の
か
ほ
は
せ
見
に
く
k
A

お
は
す
る
に
よ
り
て
夜
に
ま

き
れ
て
渡
し
給
ひ
け
る
か
あ
け
方
に
な
り
に
け
れ
は
か
た
ち
を
」
(
三
八
オ
)

は
ち
て
わ
た
し
さ
し
給
へ
る
也

ま
め
人
の
み
た
る
斗
お
り
も
あ
る
を

テ
ン
キ
ノ
マ
メ
ヒ
ト

・

展

季

主i
-
又
真
人
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-
ま
め
な
れ
と
あ
た
な
は
た
ち
ぬ
た
は
れ
し
ま
よ
る
白
波
を
ぬ
れ
き
ぬ
口
〔
し
〕
て
峨
摂

大
江
朝
綱
朝
ロ

ミ
-n

オ
ホ
ト
カ
ナ
リ

-

道

官

巾

口
口
と
き
て

口
口
し
あ
り
け
ん
も
の
斗
へ
ん
け
め
き
て

ぉ

・
大
和
園
に
を
と
こ
女
あ
ひ
す
み
て
と
し
比
に
な
り
に
け
れ
と
こ
の
男
よ
る

は
と
ま
り
て
ひ
る
は
見
る
事
な
か
り
け
れ
は
女
い
ま
た
そ
の
か
た
ち
を
み

る
事
な
し
と
う
ら
み
け
れ
は
男
あ
は
れ
か
り
て
汝
我
か
た
ち
を
見
て
は

お
そ
る
斗
心
あ
る
ヘ
し
と
い
ひ
け
れ
は
女
の
い
ふ
ゃ
う
た
と
ひ
か
た
ち
み
に
く

し
と
い
ふ
と
も
あ
ひ
み
ん
事
を
ね
か
ふ
と
い
ひ
け
れ
は
さ
ら
は
み
く
し
け



の
中
に
を
ら
ん
ね
か
は
く
〔
は
〕
お
の
れ
ひ
と
り
ひ
ら
き
み
よ
と
い
ひ
て
か
へ
」
(
一
一
一
八
ウ
〉

り
ぬ
さ
て
く
し
け
を
あ
け
て
み
れ
は
く
ち
な
は
わ
た
か
ま
り
て
あ
り
お

と
ろ
き
て
ふ
た
を
お
ほ
ひ
て
さ
り
ぬ
そ
の
ゆ
ふ
へ
男
き
た
り
て
い
ふ
や

う
わ
れ
を
見
て
驚
忠
へ
る
事
ま
こ
と
に
こ
と
は
り
な
り
わ
れ
も
又
き
た

ら
ん
事
は
ち
な
き
に
あ
ら
す
や
と
い
ひ
て
な
く
/
¥
わ
か
れ
ぬ
女
さ

す
か
に
お
ほ
つ
か
な
く
や
思
け
ん
を
斗
ま
き
あ
つ
め
た
る
を
へ
そ
と
い
ふ

そ
の
へ
そ
の
を
に
は
り
を
つ
け
て
か
り
き
ぬ
の
す
そ
に
さ
し
て

の

け
り
夜
あ
け
て
そ
の
を
斗
し
る
へ
に
て
た
つ
ね
行
て
み
れ
は
三
輪

o
明
紳

の
ほ
こ
〔
ら
〕
の
う
ち
に
い
れ
り
そ
の
を
の
斗
こ
り
み
わ
け
の
こ
り
た
り
け
れ
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は
三
輪
の
山
と
は
い
ふ
な
り

カ
ト
(
朱
)
一
一
一
輪
明
紳
帯
也

@
懸
し
く
は
と
ふ
ら
ひ
き
ま
せ
ち
は
や
ふ
〔
る
〕
み
わ
の
山
も
と
す
き
た
て
る
門

〔
い
〕
つ
れ
か
き
つ
ね
な
ら
ん
な
た
斗
は
か
ら
れ
給
へ
か
し
と
の
給

※
1

※
2
 

@
俄
色
迷
人
猶
若
是
員
色
迷
人
態
過
此
彼
員
此
仮
倶
迷
人
ミ
心
」
(
三
九
三

11i
悪
依
貴
重
良
狐
仮
女
妖
容
猶
浅
一
朝
一
夕
迷
人
限
女
局
狐
賜

ム苦

ii
文
集

容
則
深
日
長
月
長
溺
人
心

〔
こ
〕
と
し
こ
そ
な
り
は
ひ
に
も
た
の
む
所
す
く
な
く

@
稔
ナ
リ
ハ
ヒ
@
農
ナ
リ
ハ
ヒ



こ
ほ
/
¥
と
な
る
紳
よ
り
も
お
と
ろ
/
¥
し
く
ふ
み
と
斗
ろ
か
す
か
ら
う
す
の

を
と
も
ま
く
ら
か
み
と
お
ほ
ゆ

・
膨
ヵ
ラ
ウ
ス
-
枕
上

し
ろ
た
へ
の
衣
う
っ
き
ぬ
た
の
を
と

-
八
月
九
日
正
長
夜

千
馨
万
聾
無
止
時

か
へ
の
な
か
の
き
り
/
¥
す

-
壁
養
家
主
音
始
乱

薬
芽
慮
と
薬
初
開
志
家
万
葉
集

-
薩
記
月
令
云

お
き
な
ひ
た
る
こ
ゑ
に
ぬ
か
つ
く
〔
そ
〕
き
こ
ゆ
る
」
(
コ
ア
九
ウ
)

・
額
突
稽
首
也

あ
し
た
の
露
に
こ
と
な
ら
ぬ
よ
に
何
事
む
さ
ほ
る
身
の
い
の
り
に
か
あ
ら

季
夏
臆
〔
蜂
〕
居
壁

-229-

ん
と
き
斗
給

-
居
累
卵
之
危
而
園
太
山
之
安
局
朝
露
之
行
而
思
停
杏
之

朝
露
言
易
壷
也
蘇
子
日
人
生
一
世
若

山
豆
不
惑
哉
山
一
旦
不
惑
哉
後
漢
書

王

朝

露

之

託

於

桐

葉

耳

輿

幾

何

〔

列

侍

第

〕

時

九

※

9
8
・
朝
露
貧
名
利
夕
陽
愛
子
孫
愛
子
吟

み
た
け
さ
う
し
な
る
ヘ
し
な
も
た
う
ら
い
口
う
し
と
そ
お
か
む
な
る



@
九
百
来
道
師

弥
勤
慈
曾

@
こ
の
よ
は
尺
曾
の
み
よ
也
五
十
六
億
七
千
万
歳
の
斗
ち
弥
勤
併
の

在
に
い
て
お
は
し
ま
し
て
奇
を
し
ろ
し
め
す
へ
き
ゅ
へ
に
常
来
導

師
と
〔
は
〕
申
也

到
唱
し
一
殿
の
ふ
る
き
た
め
し
は
ゆ
〔
斗
〕
し
く
て
は
ね
を
か
は
さ
ん
な
と
は
ひ
き
か
ヘ
」
(
四
二
オ
)

て
み
ろ
く
の
よ
を
か
ね
給
ゆ
く
さ
き
の
た
の
め
い
と
こ
ち
た
し

@
七
月
七
日
長
生
殿
夜
半
無
人
私
語
時
在
天
願
作
比
翼
烏
長
恨
寄

1

1

i

不

意

い
さ
よ
ふ
月
に
ゆ
く
り
な
く
あ
く
か
れ
ん
事
を
女
も
さ
す
か
に
思
や
す
ら
ふ

@
山
の
は
に
い
さ
よ
ふ
月
を
い
て
ん
か
と
待
つ
L
A

を
る
に
よ
は
ふ
け
に
口
〔
り
〕

ハUq
d
 

つ山

@
い
さ
よ
ふ
月
は
十
六
日
の
よ
の
刀
の
ま
た
出
や
ら
ぬ
を
い
ふ
也

そ
の
わ
た
り
ち
か
き
な
に
か
し
の
院
に
口
〔
は
〕
し
つ
き
で
あ
っ
か
り
め
し
い
つ

@
問
某
院
何
所
哉

六
僚
坊
門
万
里
小
路
也

@
答
某
院
若
河
原
院
欺

時
平
公

お
と
斗
O

の
御
女
京
極
御
息
所
と
ひ
と
つ
御
車
に
て
月
の
お
も
し
ろ

昔
寛
平
法
皇
本
院
の

か
り
け
る
夜
河
原
院
に
御
ゆ
き
な
り
て
か
う
ら
む
の
ほ
こ
木
に
御

事
の
な
か
え
を
う
ち
か
け
て
お
り
さ
せ
給
て
も
ろ
と
も
に
月
を
な



か
め
て
お
は
し
け
る
程
に
う
ち
よ
り
も
の
斗
け
は
ひ
〔
し
〕
〔
て
〕
御
息
所
を
」
(
四
ニ
ウ
)

と
り
て
引
い
れ
た
て
ま
つ
る
〔
に
〕
法
皇
お
と
ろ
き
て
い
た
き
と
斗
め
給
て

な
に
も
の
な
れ
は
か
く
は
と
斗
ひ
給
に
融
丸
か
れ
そ
か
し
口
て
う
ち
す
て

た
て
ま
つ
り
た
り
け
れ
と
御
い
の
ち
は
た
え
に
け
り
融
の
大
臣
彼
院
に

決
心
ふ
か
く
し
て
亡
魂
と
斗
ま
り
て
望
郷
鬼
と
な
り
け
る
に
や
こ
れ

ら
を
思
に
河
原
院
を
そ
ら
お
ほ
め
き
に
な
に
か
し
の
院
と
い

ふ
に
や
と
そ
お
ほ
ゆ
る

け
い
め
い
し
て

口
の
斗
し
も
け
い
し

-231-

i
i

ヶ
イ
メ
イ
劃
仙
窟
文

・
経
営
し
て
也
・
婆
炉

-
殿
の
下
家
司
也

お
き
な
か
t
A

は
と
契
り
給
よ
り
ほ
か
の
事
な
し

-
に
ほ
鳥
の
お
き
な
か
斗
は
斗
た
え
ぬ
と
も
君
に
か
た
ら
ふ
こ
と
っ
き
め
や
は
万

i
i木
立

こ
た
ち
い
と
う
と
ま
し
く
も
の
ふ
り
た
り
け
ち
か
き
前
栽
な
と
は
見
所

い
け

な
く
み
な
秋
の
斗
ら
に
て
水
も
み
く
さ
に
う
つ
も
れ
た
れ
は
お
そ
ろ
し

ヒ

け
也
」
(
四
三
オ
)

・
里
は
あ
れ
て
人
は
ふ
り
に
し
や
と
な
れ
や
庭
も
簸
も
秋
の
斗
ら
な
る
頃

7

僧
正
遍
照

1
i
別
納

ヘ
ち
な
う
の
方
に
そ
曹
司
な
と
し
て
人
す
む
へ
か
め
れ
と
こ
な
た
は
は
な



れ
た
り

⑧
腕
可

御i鹿i
随 i召 i

身次
所所

仕

所

別

納

所

御

服

所

進

物

所

所

衆

武

者

所

か
や
う
口
を
か
れ
た
る
と
こ
ろ
の
一
所
に
別
納
と
て
あ
る
也

あ
ま
の
こ
な
れ
〔
は
〕
と
て

@
白
浪
の
ょ
す
る
な
き
さ
に
世
を
つ
く
す
あ
ま
の
こ
な
れ
は
や
と
も
さ
た
め
す

口
れ
口
ら
な
L
A

り
と
て

古
今
典
侍
藤
原
直
子
朝
臣

@
あ
ま
の
か
る
も
に
す
む
虫
の
わ
れ
か
ら
と
ね
を
こ
そ
な
か
め
世
を
は
う
ら
口
し

ペ)¥
@と t

集御
ツiか
トl アこ

口 iは
本l ら

そ
ひ
ふ
し
て

わ
れ
か
の
け
し
き
也

や
ま
ひ
こ
の
こ
た
ふ
る
こ
ゑ

@ 

UJ 
孫

ヤ
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万
」
(
四
一
一
一
ウ
)

@
夢
に
た
に
な
に
か
も
見
え
す
み
ゆ
れ
と
も
わ
れ
か
も
ま
と
口
懸
の
〔
し
〕
け
き
に

ひ
〔
あ
〕
ゃ
う
し
と
な
ん
と
い
ふ

ヒ

liit
ヒ
ア
ヤ
〔
ウ
〕
シ

@
秦
始
皇
本
紀
一
五
誰
何
火
行

@ミi
t. わ
童ら

侍1は

也

〔
内
〕
を
お
ほ
し
や
り
て
〔
な
〕
た
い
め
ん
は
す
き
ぬ
ら
ん
た
き
く
ち
の
と
の
ゐ
中
は

い
ま
こ
そ
は
と
お
ほ
す
は
〔
い
〕
た
く
も
ふ
け
ぬ
に
こ
そ

i!t、
起
延
長
一
五
年

j
a

・
長
歎
(
朱
)

@

亥

一

抵

侍

臣

ぞ

妾

面

作

亥

侍

P
手
之
後
瀧
口
武
士
名

ア
カ
ル

封
面
延
長
九
年
五
月
廿
日
蔵
人
源
揚
宣
旨
一
五
候
瀧
口
輩
三
ケ
夜



以
上
無
故
不
参
莫
預
着
到
宜
待
〔
後
〕
仰
者

む
か
し
物
語
の
た
〔
と
〕
へ
に
こ
そ
か
ふ
る
事
は
き
け
い
と
む
く
つ
け
う
も
あ
る
か

な
と
め
つ
ら
か
な
り

-
伊
勢
物
語
云
お
に
は
や
ひ
と
く
ち
に
く
ひ
て
け
り
あ
な
や
と
い

ひ
け
れ
と
紳
な
る
さ
は
き
に
え
〔
き
〕
か
さ
り
け
り

南
殿
の
鬼
の
な
に
か
し
の
お
と
斗
お
ひ
や
か
し
け
ん
た
め
し
お
ほ
し
い
て
斗
」
(
四
四
オ
)

-
貞
信
公
於
南
殿
御
後
被
取
銀
石
付
給
抜
銀
給
之
由
在
大
鏡
無

他
所
見
欺

け
し
き
あ
る
烏
の
か
ら
こ
ゑ
に
き
こ
え
た
る
も
お
そ
ろ
し
き
山
に
な
く
ら
ん
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ふ
く
ろ
う
は
こ
れ
な
り
け
り

-
泉
〔
鳴
〕
松
桂
枝
狐
蔵
蘭
菊
叢
蒼
苔
黄
葉
地
日
暮
多
旋

風
文
集
第
一
凶
宅
詩

視
庁
あ
く
る
ひ
さ
し
く
ち
と
せ
を
す
く
す
心
ち
し
給

-
く
る
斗
ま
は
ち
と
せ
を
す
く
す
心
ち
し
て
ま
つ
は
ま
こ
と
に
久
し
か
り
け
り

fl 
ーノえ

眉275
猶 22
ECZ 
耐?す

• 

笹
川
間
協
忌
侯
ナ
ウ

M
r窟



す
き
や
う
な
と
を
こ
そ
す
な
れ

み
つ
わ
く
み
て
侍
な
り
〔
燃
〕
組
也 曜昌

三雨

量経
♂也

四
四
ウ

後
撰

@
年
ふ
れ
は
我
黒
髪
も
白
河
の
み
つ
わ
く
む
ま
で
な
り
に
け
る
か
な

1槍恒
一
嬬

@
と
し
た
け
ぬ
れ
は
要
月
か
斗
ま
り
せ
く
斗
ま
り
て
二
の
口
口
と
か
り
い
て

た
る
中
に
か
し
ら
ま
し
は
り
ぬ
れ
は
三
の
輪
を
く
み
い
れ
た
る
か
こ

と
し
こ
れ
に
よ
り
口
〔
み
〕
つ
わ
く
〔
む
〕
と
は
い
ふ
也

い
い
わ
ふ
き
や
み
骨

先

近
来
患
頗

こl撃
た 1 不

う徹

宮
窟

う
は
む
し
ろ

@
上
葱
也

ら
う
そ
う

か
〔
こ
〕
と

一~ 234-

@
老
〔
僧
〕

ほ
う
し
一
一
一
一
一
人
は
か
り
物
か
た
り
う
口
し
つ
斗
わ
さ
と
山
ゑ
た
て
ぬ
念
併
を

@
か
こ
つ
也

そ
す
る

@
万
歳
身
後
抄
一
五
喪
家
例
事
次
第

@
小
堂

@
葬
送
以
前
無
音
念
悌
以
蹄
立
之
魁
限
日
仏
事
勤
口
」

諦
立
之
時
葬
送
以
前
之
日
数

@
悌
一
郎
航
供
養
事

ー
。
何
ケ
日
分
今
夜
可
勤
累
也

。
議
終
也

と
き
ゃ
う

(
四
五
オ
)



つ
t

ふ
み
の
程
に
て
馬
よ
り
す
ヘ
り
お
り
て
い
み
し
く
御
心
ち
ま
と
ひ
け
れ
は
惟

光
心
あ
は
た
斗
し
く
て
河
の
水
口
口
を
あ
ら
ひ
て
清
水
の
観
音
を
念

し
た
て
口
つ
る

-
千
手
経
云

-
十
三
者
不
信
州
邪
紳
悪
〔
鬼
〕
得
便
死
十
五
者
不
潟
非
分
自
害
死
一
諭

持
大
悲
紳
究
者
不
被
如
是
十
五
種
悪
死

-
清
水
寺
観
音
御
寄

-
清
水
寺
者
桓
武
天
皇
御
宇
延
暦
十
七
年
建
立
之
本
願
主
行
影
居
士

村

欺

、

i
l
l

-
檀
那
国
持
丸
将
軍
額
道
風
書
之
」
(
四
五
ウ
)
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-
猶
た
の
め
し
め
ち
か
は
ら
の
さ
し
も
草
わ
れ
よ
の
な
か
に
あ
ら
む
か
き
り
は

か
の
右
近
を
め
し
て
つ
ほ
ね
な
と
け
ち
か
く
た
ま
は
せ
て
さ
ふ
ら
は
せ
給
ふ
く

い
と
く
ろ
く
し
て
か
た
ち
な
と
口
口
ら
ね
と
見
く
る
し
か
ら
ぬ
わ
か
人
也

ふ
く
ら
か
に
く
ろ
き
人
な
り

或
人
来
り
て
い
ふ
ゃ
う
阿
俳
御
一
房
は
光
源
氏
物
語
に
親
行
か
ひ
か

事
を
の
み
よ
む
と
き
く
こ
そ
あ
さ
ま
し
け
れ
と
お
ほ
せ
ら
る
斗
也
と

い
ふ
に
驚
て
か
の
亭
に
ま
う
て
主
尋
申
に
こ
と
事
は
し
ら
す
タ



顔
上
の
女
房
右
近
か
し
う
に
を
く
れ
て
黒
服
き
た
る
を
は
服
と
こ
そ

い
か
な
〔
る
〕
〔
人
〕
も
よ
む
を
ふ
く
ら
か
に
よ
み
な
さ
る
斗
と
き
く
を
こ
そ

異
様
な
り
と
は
申
せ
と
申
さ
る
L
A

に
さ
て
は
御
ひ
か
事
に
て
れ

俊
成
卿
(
朱
〉

也
お
ほ
し
め
し
な
を
さ
る
へ
く
候
そ
の
ゆ
へ
は
五
篠
三
位
殿
ニ
故
光
行

定
家
卿
(
朱
)

申
あ
は
〔
せ
〕
て
句
を
き
り
撃
を
さ
し
て
れ
き
京
極
中
納
言
殿
〔
も
〕
冷

局
家
(
朱
)

泉
前
大
納
言
殿
も
よ
も
難
せ
さ
せ
給
候
は
し
ま
し
て
御
難
い
か
斗
」
(
四
六
オ
)

あ
る
へ
く
候
覧
黒
服
の
人
五
匂
か
う
ち
に
出
仕
は
L
A

か
り
あ
〔
り
〕
い

は
ん
や
初
参
の
人
黒
服
し
か
る
へ
か
ら
す
と
て
筆
口
を
さ
へ
ら
れ
し

~236~ 

時
ふ
る
き
物
か
た
り
に
も
見
ゆ
又
清
少
納
言
か
枕
草
子
に
も
申
し

た
る
む
ね
あ
り
と
て
ふ
く
口
口
に
し
て
い
ろ
く
ろ
き
人
と
思
て
清

M
iヨ
ウ
(
朱
)

て
盤
口
〔
さ
〕
k
A

れ
候
ぬ
れ
は
其
後
口
す
み
て
の
み
よ
み
つ
け
て
仰
に

こ
そ
と
申
に
い
さ
L
A

ら
は
や
す
/
¥
と
つ
め
申
さ
ん
く
ろ
こ
え
な
る

人
の
み
こ
そ
あ
る
に
な
〔
と
〕
六
十
帖
か
う
ち
に
又
ほ
か
に
は
い
は
ぬ
そ
と

申
さ
る
斗
時
こ
の
物
語
に
は
た
斗
ひ
と
事
は
申
た
る
事
の
み
こ
〔
そ
〕

ヒ

ハ
へ
あ
の
し
は
ふ
る
い
人
と
申
て
川
仰
を
は
御
説
に
は
老
者
也
し
わ

あ
り
て
ふ
る
い
人
に
て
こ
そ
あ
れ
こ
の
は
ふ
る
い
た
る
人
に
は
あ
ら



す
と
仰
ら
れ
候
な
れ
と
も
五
十
四
帖
か
う
ち
に
た
と
同
所
候
に
い
つ
れ

も
老
人
の
か
た
ち
と
は
〔
見
〕
え
す
い
や
し
き
山
か
つ
め
か
し
き
物
と
こ
そ
」
(
四
六
ウ
)

見
え
て
候
ヘ
又
揚
名
〔
介
〕
も
夕
顔
の
あ
る
し
よ
り
ほ
口
は
見
え
す

M
W

又
を
し
か
い
も
と
あ
る
口
と
申
た
る
も
を
と
め
の
与
は
か
り

に
こ
そ
候
へ
ま
れ
な
る
こ
と
は
を
つ
く
し
て
人
の
さ
と
り
を
ひ

ら
か
し
め
ん
か
た
め
に
か
き
を
き
た
る
か
と
も
お
ほ
え
候
但
も
た
せ

俊
成
卿
(
朱
)

給
へ
る
御
本
は
故
三
位
殿
の
御
本
に
て
は
仰
は
す
そ
の
ゆ
へ
は
大

え
き
の
ふ
ょ
う
ひ
ゃ
う
の
柳
と
書
て
未
央
の
柳
一
句
を
は
見
せ

け
ち
に
と
斗
め
ら
れ
て
候
ニ
こ
れ
は
〔
二
〕
句
な
か
ら
な
ら
へ
て
か
‘
ふ
れ
て
候

-237-

こ
の
ひ
か
事
に
よ
ら
は
い
つ
く
も
あ
や
ま
り
の
み
そ
ハ
ら
む
と
答

申
た
り
し
か
は
さ
ら
は
そ
れ
に
は
さ
こ
そ
心
え
ら
れ
め
と
は
か
り
に
て

申
さ
る
L
A

む
ね
も
侍
ら
さ
り
き
さ
り
な
か
ら
こ
と
は
り
と
は
お
も
は

れ
た
り
し
に
こ
そ

-
1
:
1
 

い
へ
は
と
斗
い
ふ
と
り
の
ふ
つ
斗
か
な
る
こ
ゑ
に
な
く
を
き
斗
給
も
」

鳥

和

名

以

閑

波

土

頚

短

灰

色

也

4

A
心口

(
四
七
オ
)

十
九
に
な
ん
な
り
給

十
九
歳

・
夕
顔
上

-
玉
鰻
君
二
口



い
と
し
も
人
に
と
く
や
し
く
な
ん

@
思
ふ
と
て
い
と
し
も
人
に
む
つ
れ
け
ん
し
か
な
ら
ひ
て
〔
は
〕
み
ね
は
懸
し
き

女
は
心
や
は
口
か
〔
に
〕
て
と
り
は
つ
し
て
人
口
あ
さ
む
か
れ
ぬ
へ
き
か
さ
す
か
に

も
の
つ
斗
み
し
見
む
人
の
心
に
し
た
か
へ
ら
〔
ん
〕
な
ん
あ
は
れ
に
我
心
の
ま
斗
に

と
り
な
を
し
つ
斗
み
ん
も
な
つ
か
し
く
お
ほ
ゆ
へ
き

@
五
行
大
義
一
五

以
男
何
周
到
以
女
潟
柔
女
平
隠
之
札

ま
す
た
は
ま
こ
と
に
な
と
き
こ
え
た
り
め
つ
ら
し
き
に
こ
れ
も
あ
は
れ
わ
す
ら

れ
給
は
す
い
け
る
か
ひ
な
し
や
た
か
い
は
ま
し
事
に
か

@
ね
ぬ
な
は
の
く
る
し
か
る
覧
君
口
り
も
わ
れ
そ
ま
す
た
の
い
け
る
か
ひ
な
き

。oqu 
q
L
 

猶
こ
り
す
ま
に
又
も
あ
た
な
は
た
ち
ぬ
へ
き
御
心
の
く
さ
は
い
な
り
」
(
四
七
ウ
)

@
こ
り
す
ま
に
又
も
な
き
な
は
た
ち
ぬ
ヘ
し
人
に
く
か
ら
ぬ
よ
に
〔
し
〕
す
ま
へ
は

ひ
え
の
ほ
け
た
う
御
ふ
み
の
師
に
て
む
つ
ま
し
く
お
ほ
す
も
む
さ
う
は
か
せ

i

光
源
氏
君
御
文
師
也

@
文
章
博
士

@
法
華
堂

ほ
う
し
t
A

給
@
法
事
也

空
蝉
(
朱
)

伊
与
介
は
神
無
月
の
つ
い
た
ち
こ
ろ
に
そ
く
た
り
け
る
女
房
の
く
た
ら
ん
に

と
て
た
む
け
心
こ
と
に
せ
さ
せ
給



褐

タ

ム

ケ

ぬ
さ
な
と
い
と
わ
さ
と
か
ま
し
く
て
か
の
こ
〔
う
〕
ち
き
も
つ
か
は
す

ヌロ
・
幣
也

能
別
送
物
也

是
祭
礼
具
也

・
又
云
瞬

-
又
麻
也

-
橋
〔
同
〕
事
也

古
今

・
こ
の
旅
は
ぬ
さ
も
と
り
あ
ヘ
す
た
む
け
山
も
み
し
の
に
し
き
一
陣
の
口
こ
/
¥
i
l

U

〔
菅
〕
原
朝
臣

お
か
し
き
さ
ま
な
る
く
し
あ
ふ
き

島

家

研

子

(

朱

〉

・
帥
下
向
之
時
中
宮
よ
り
は
な
む
け
に
一
扇
を
つ
口
は
し
け
る

-
す
ふ
し
さ
は
い
き
の
松
原
ま
さ
る
と
も
そ
ふ
る
一
扇
の
風
な
わ
す
れ
そ
」
(
四
八
オ
)

こ
う
ち
き
は
夏
の
に
て
ま
た
衣
か
へ
の
も
た
ひ
の
き
ぬ
一
に
て
そ
有
け
〔
る
〕

-
た
む
け
の
衣
冬
な
か
ら
夏
の
衣
を
給
は
り
て
〔
き
〕
口
れ
は
た
ひ
〔
衣
〕
は
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い
ろ
も
か
は
ら
す
と
い
へ
る
な
る
へ
し

す
き
に
し
も
け
ふ
わ
か
る
斗
も
ふ
た
み
ち
に
行
方
し
ら
ぬ
秋
の
く
れ
か
な

-
夕
顔
の
わ
か
れ
と
空
蝉
の
城
外
〔
と
〕
両
様
を
忠
て
よ
め
る
な
る
ヘ
し
」
(
四
八
ウ
〉

-
光
源
氏
物
語
局
第

現

段

ヮ

カ

ム

ラ

サ

キ

わ
ら
は
や
み
に
わ
つ
ら
ひ
給



@
療
病

北
山
な
る
な
に
か
し
て
ら
と
い
ふ
所
に
な
ん
い
と
か
し
こ
き
を
こ
な
ひ
人
侍
る

@
乏
症

@
俗
一
五
夜
心
地

め
し
に
つ
か
は
し
た
る
に
老
か
斗
ま
り
て
む
ろ
の
と
に
も
え
出
侍
ら
ぬ
よ
し

中
さ
せ
た
れ
は

@
圃
融
院
後
院
御
時
痔
疾
之
時
山
座
主
慈
恵
僧
正
を
め
す
老

病
無
術
〔
よ
〕
し
を
奏
し
て
不
参
再
三
の
後
め
し
に
随
て
ま
い
る
か
ち

し
た
て
ま
つ
り
で
す
な
は
ち
御
減
あ
る
よ
し
蓄
記
に
み
口
た
〔
り
〕

京
の
花
さ
か
り
は
す
き
に
た
る
を
山
の
さ
く
ら
は
ま
た
さ
か
り
に
て
ト
※

@
ふ
る
さ
と
の
花
は
ち
り
つ
斗
み
吉
の
斗
山
の
さ
く
ら
は
ま
た
さ
か
り
な
り
弟
人

-240--

@
さ
と
は
み
な
ち
り
は
て
に
し
を
足
引
の
山
の
さ
く
ら
は
ま
た
さ
か
り
な
り
射
恒
」
(
四
九
三

侍
を
(
朱
)

け
む
方
の
を
こ
な
ひ
も
す
て
わ
す
れ
き
て
給

@
験
者
方
也

さ
る
へ
き
ふ
ん
つ
く
り
て
す
か
せ
た
て
ま
つ
る

@
指
也

@
符
也

がむ
こな
のと
つま
斗し、

らり
おて
り
の
し
も

@ 

持
し
Tこ

九iて
折 1 ま

Jコ
盤iる
折 i な

り

@
山
下
望
山
上
初
疑
不
可
翠
誰
知
中
有
一
路
盤
折
通
巌
願
時
寺
詩



ぉ

-
さ
斗
一
波
や
志
賀
の
山
ち
の
つ
斗
ら
を
り
く
る
人
た
え
て
か
れ
や
し
ぬ
ら
ん
六
帖
第
六

-
も
し
此
寄
に
よ
ら
は
志
賀
寺
と
も
や
い
ふ
へ
か
ら
ん
な
に
か
し
て
ら
お
ほ
つ
か
な
し

-
問
一
五
な
に
か
し
て
ら
い
つ
く
の
寺
と
か
心
う
へ
き

-
答
云
北
山
な
る
所
に
と
て
つ
k
A

ら
お
り
と
侍
は
鞍
馬
寺
な
と
に
や

と
見
る
程
に
志
賀
の
山
ち
の
つ
斗
ら
お
り
と
侍
古
寄
に
よ
ら
は
し

か
て
ら
に
や
侍
ら
ん
し
り
へ
の
山
に
て
京
の
か
た
み
た
る
と
侍
も
」
(
四
九
三

コ
ノ
間
約
二
丁
落
丁
ス

-
は
る
な
れ
は
す
か
る
な
る
の
ふ
郭
公
ほ
と
ノ
¥
い
も
に
あ
は
す
き
に
け
り
万

た
ら
に
よ
む
も
た
う
と
し
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こ
し
む
な
と
ま
い
ら
せ
給

-
護
身

う
と
む
花
の
は
な
待
え
た
る
心
ち
し
て
み
山
さ
く
ら
に
め
こ
そ
う
つ
ら
ね

-
陀
羅
尼

-
倶
舎
論
云
輪
王
八
万
上
金
銀
銅
銭
輪
一
二
三
四
州
逆
次
濁
如
俳

-
私
云
金
輪
王
領
四
州
銀
輪
王
三
州
銅
輪
王
二
州
鍛
輪
王
一
州
也
輪
王

行
幸
之
時
金
銀
必
輪
賓
各
随
果
報
先
立
而
擢
破
山
谷
成
平
地
令

成
行
幸
故
〔
云
〕
輪
王
人
喜
八
万
歳
上
時
金
輪
王
遠
四
州
余
時
海
水
半

減
此
時
優
曇
華
出
現
此
花
輪
王
出
世
先
兆
也



@
法
華
経
云
無
量
無
数
劫
間
日
疋
法
タ
…
難
能
聴
是
法
者
此
人
タ
…
復
難

警
如
優
曇
華
一
?

@
天
台
云
三
千
年
一
現
と
即
金
輪
王
出
云
E

又
一
五
此
霊
瑞
華
似
蓮
」
(
五
O
オ
)

華
故
口

@
疑
一
五
法
花
無
量
劫
難
問
一
官
官
如
優
曇
者
有
所
以
若

千
年
此
花
現
〔
者
〕
何
潟
奇
瑞
乎

@
答
一
五
二
義
一
五
此
花
開
時
〔
分
〕
〔
一
二
〕
千

年
一
五
歎
毎
三
千
年
非
一
五
出
現

@
耳
の
心
は
光
源
氏
君
を
み
れ
は
金
輪
王
出
〔
現
〕
の
心
ち
す
し
か
れ
は
日
疋
を

優
阜
市
長
花
と
見
る
ゆ
へ
に
山
の
さ
く
ら
に
は
め
も
う
つ
ら
す
と
よ
め
る
也
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お
く
山
の
松
の
と
ほ
そ
を
ま
れ
に
あ
け
て
〔
ま
〕
口
み
ぬ
は
な
の
か
ほ
を
〔
見
〕
る
か
な

@
タ
霧
口
む
ろ
の
と
ほ
そ
〔
も
〕
た
ち
こ
め
て
い
る
へ
き
み
ち
も
見
え
す
あ
る
か
な

ひ
し
り
御
ま
も
り
に
と
て
と
こ
た
て
ま
つ
る

@
濁
鈷
と
こ

聖

徳

(

朱

)

百

済

関

(

朱

)

僧
都
さ
う
と
く
太
子
の
く
た
ら
よ
り
え
給
へ
り
け
る
金
肘
樹
の
す
斗
の
た
ま

の
さ
う
そ
く
し
た
る
や
か
て
か
の
く
に
よ
り
い
れ
た
り
け
る
は
こ
の
か
ら
め
き
た
る
な

か
ら
す
き
た
る
〔
袋
〕
に
い
れ
て
五
〔
え
〕
う
の
枝
に
つ
け
て
こ
む
る
り
の
つ
ほ
に
御
く
」
(
瓦
O
ウ
)

す
り
と
も
い
れ
て
ふ
ち
さ
く
ら
な
と
に
つ
け
て
所
に
つ
け
た
る
御
を
く
り
物
と
も
也



I¥ • 
ら魔山i
の忍
て北l
Lづ山 h

の聾
Uこと

し竺
な芭
る E
や~
とた

口
う
Tこ
ふ -

金
制
樹
珠
数

zi 
太
子
傍

何

-
か
つ
ら
き
の
て
ら
の
ま
へ
な
る
や

え
の
は
ゐ
に
し
ら
た
ま
し
つ
く
や

まと
しよ
らら
たの
まて
しら
っの
くに
やし
舵な
馬t る
栄や

僧
都
琴
を
身
つ
か
ら
も
て
ま
い
り
で
こ
れ
た
斗
御
て
ひ
と
つ
あ
そ
は
し
て
お
な
し
う

は
や
ま
の
と
り
も
お
と
ろ
か
し
侍
ら
ん
と
せ
ち
に
申
給

-
琴
五
絃
也
加
文
武
之
緒
者

-
文
武
天
皇
弾
琴
天
人
降
来
五
反
袖
を
ひ
る
か
ヘ
す

※
 

・
琵
巴
鼓
琴
烏
舞
魚
躍
列
子
文

nδ 
A
佳n

L
 

と
は
ぬ
は
つ
ら
き
物
に
や
口
ら
ん
〔
と
〕
し
り
め
に
見
を
こ
せ
給

-
君
を
口
口
て
思
は
ん
人
に
わ
す
ら
せ
て
と
は
ぬ
は
つ
ら
き
も
の
と
し
ら
せ
ん
」
(
五
一
オ
)

い
の
ち
た
に
と
て
よ
る
の
お
ま
し
に
い
り
給
ぬ

-
命
た
に
心
に
か
な
ふ
物
な
ら
は
な
に
か
は
人
を
う
ら
み
し
も
せ
口

い
か
て
か
の
ひ
と
そ
う
に
お
ほ
え
給
覧
・
一
孫
也

ょ
の
ま
の
か
せ
も
う
し
ろ
め
た
く
な
と
あ
り

-
あ
さ
ま
た
〔
き
〕
口
て
斗
そ
み
つ
る
梅
の
は
な
よ
の
ま
の
か
せ
の
う
し
ろ
め
た
さ
に
市
道

兵
日
υ
卿
元
良
親
王



ゆ
く
て
の
御
事

ふ
り
己
ヘ

@
す
き
か
て
の
御
事
也

こ
れ
は
ま
た
な
に
は
つ
を
た
に
つ
斗
け
侍
ら
さ
め
れ
は
か
ひ
な
く
な
ん

@
う
ち
は
へ
な
り

@
難
波
津
に
さ
く
や
こ
の
花
冬
こ
も
り
い
ま
は
春
へ
と
さ
く
や
こ
の
は
な

@
古
今
序
一
五
王
仁
と
い
ふ
人
よ
め
る
也
此
可
可
を
そ
お
さ
な
き
人
の
て
〔
な
〕

コ
(
朱
〉

ら
ひ
の
は
し
め
に
も
し
け
る
と
あ
口
木
の
花
と
は
梅
花
を
い
ふ
な
る
へ
し

た
L
A

そ
の
は
な
ち
口
き
な
ん
み
給
へ
ま
ほ
し
き
〔
と
〕
て
」
(
五
一
ウ
〉

@
放
指
一
日
以
し
ひ
ろ
ひ
と
も
い
ふ
放
字
ハ
事
也
〔
な
〕
ら
ひ
か
き
と
心
う
へ
き
に
こ
そ

@
西
国
法
師
口
花
近
き
薗
と
心
う
る
よ
し
申
侍
し
か
と
物
語
の
心
に
は

A
川
可nu‘

 

円
/
釘

た
か
ひ
侍
に
や

あ
さ
か
山
あ
さ
く
も
人
を
忠
は
ぬ
に
な
と
山
の
井
の
か
け
は
な
る
ら
ん

@
あ
さ
香
山
か
け
さ
へ
み
ゆ
る
山
の
井
の
あ
き
く
は
人
を
忠
ふ
も
の
か
は

く
み
そ
パ
て
く
や
し
と
き
斗
し
山
の
ゐ
の
あ
さ
き
な
か
ら
や
か
け
を
み
す
へ
き

引
(
朱
)

@
く
や
し
く
そ
口
み
そ
め
て
け
る
あ
さ
け
れ
は
袖
の
み
ぬ
る
斗
山
の
井
の
水

王
命
婦

く
ら
ふ
の
山
に
や
と
り
も
と
ら
ま
ほ
し
く
お
ほ
え
給

は
姓
♂也



の
(
朱
)

・
す
み
そ
め
て
く
ら
ふ
の
山
に
い
る
人
は
た
と
る
/
¥
そ
か
へ
る
へ
ら
な
る
拾
遺

こ
の
月
こ
ろ
は
口
〔
り
〕
し
に
ま
さ
る
御
物
思
に
こ
と
/
¥
お
ほ
さ
れ
て
す
き
ゅ
口

• 

・
い
と
ひ
て
臥
た
れ
か
わ
か
れ
の
か
た
か
ら
ん
あ
り
し
に
ま
さ
る
け
ふ
は
か
な
し
も
骨
語
」
(
五
二
オ
)

お
な
し
人
口
や
と
こ
と
さ
ら
に
お
さ
な
く
か
き
な
し
給
へ
る
し
も
い
み
し
う

お
か
し
け
な
〔
り
〕

-
ほ
り
江
こ
く
た
な
斗
し
お
ふ
ね
こ
き
か
へ
り
お
な
し
人
を
や
轡
ん
口
思
口
し

た
ま
は
せ
た
る
は
け
ふ
も
す
く
し
か
た
け
に
て

-
少
納
言
乳
母
か
詞
也
御
事
っ
て
給
は
せ
た
る
人
は
け
ふ
も
す
く
し

か
た
け
に
あ
や
う
け
れ
ば
わ
た
く
し
口
御
返
事
は
申
と
い
ふ
よ
し
也
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〔
な
〕
け
の
〔
御
〕
口
と
の
は

l

I

I

I

-

A

ノ
作
り

あ
し
わ
か
の
浦
に
み
る
め
は
か
た
く
と
も
こ
は
た
ち
な
か
ら
か
へ
る
な
み
か
口

-
な
〔
を
〕
さ
り
の
こ
と
の
葉
也

-
あ
し
わ
か
の
う
ら
ふ
き
ょ
す
る
白
浪
の
し
ら
し
な
君
は
わ
れ
思
ふ
と
も

な
そ
こ
ひ
さ
ら
ん
と
う
ち
す
し
給
ヘ
る
を

セ
キ
(
朱
)

l
l
J
t
i
i
i
‘
 

・
人
し
れ
す
身
は
い
そ
け
と
も
年
を
へ
て
な
そ
こ
え
さ
ら
ん
相
坂
の
駒
古
今

ヒ

た
ち
と
ま
り
霧
の
ま
か
き
の
す
き
う
く
は
草
の
と
き
し
に
さ
は
り
し
も
せ
し

-
ち
は
や
ふ
る
紳
の
い
か
き
〔
を
〕
こ
ゆ
る
身
は
草
の
と
口
口
に
な
に
か
さ
は
ら
ん
」
(
五
二
ウ
)



1
1
-
和
琴

あ
つ
ま
を
す
か
斗
き
て
ひ
た
ち
に
は
た
を
こ
そ
つ
く
れ
と
い
ふ
一
討
を
こ
ゑ
は

口
ま
め
口
て
す
さ
ひ
ゐ
給
へ
り

ひ
た
ち
に
は
た
を
こ
そ
つ
く
れ
た
れ
を
か
ね
山
を
こ
え
野
を
こ
え
君

骨
〕
か
あ
ま
た
き
ま
せ
る
風
俗
常
陸
耳
也

ゃ
う
ノ
¥
お
き
ゐ
て
見
給
・
に
・
ひ
・
い
ろ
の
こ
ま
や
か
な
る
か
う
ち
な
え
た
る
と
も

火
色を

き

て

火

色

紅

也

@
二
一
候
内
大
臣
火
色
の
下
襲
と
思
て
掻
練
の
下
襲
を
被
用
事
有
け
り

傍
輩
見
之
掻
練
と
い
ふ
内
府
人
の
僻
事
忠
へ
り
〔
内
〕
府
不
被
分

別
火
色
は
面
裏
紅
の
口
〔
物
〕
中
へ
あ
り
至
極
の
晴
一
一
用
口
掻
練
〔
は
〕
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雨
一
曲
ふ
く
さ
は
り
の
な
か
へ
な
し
次
晴
に
用
之

但
紅
葉
賀
与
一
外
組
〔
母
〕
服
二
一
ヶ
月
之
後
除
服
云
と
然
者
猶
鈍
色

と
可
〔
判
明
間
〕
欺
如
何
然
而
初
参
の
古
事
に
よ
り
て
一
日
紅
衣
を
き
給
」
(
五
一
一
オ
)

へ
る
な
ら
〔
ん
〕
か
し

四
位
〔
五
〕
位
こ
き
〔
ま
〕
せ
に
ひ
ま
な
く
出
い
り
つ
斗

@
見
わ
た
せ
ば
柳
さ
く
ら
を
こ
き
ま
せ
て
官
こ
そ
春
の
錦
な
り
け
る
日

寸
マ
同

M
γ
L

む
さ
し
の
と
い
へ
は
か
こ
た
れ
ぬ
と
〔
紫
〕
の
か
み
に
書
給
へ
る
す
み
つ
き
の
い
と
こ
〔
と
〕



な
る
を
と
り
て
見
給

-
知
ね
と
も
武
蔵
の
と
い
へ
は
か
こ
た
れ
ぬ
よ
し
や
そ
こ
そ
は
紫
の
ゆ
ヘ

〔
心
〕
に
ま
か
口
て
ゐ
て
は
ふ
ら
か
し
つ
る
な
め
り
と
な
く
/
¥
か
ヘ
り
給
に
け
り

-
身
は
す
で
つ
心
を
た
に
も
は
ふ
ら
さ
し
つ
ゐ
に
は
い
か
斗
な
る
と
〔
し
〕
る
へ
く
頃

7

興
風

写

ハ

フ

ル

文

選

一

-

軒

宣

篤

者

調

」

(

五

三

ウ

)

-
放
埼
也

-
光
源
氏
物
語
末
摘
花

事i
並

〔
わ
〕
口
〔
む
〕
口
〔
ほ
〕
〔
り
〕
の
兵
口
大
輔

皇
孫
也

i
i

・

王

家

無

会

倫

我

無

会

倫

-
法
華
経
化
城
聡
品
云
楓
推
無
等
倫
一
子

琴
を
な
ん
な
つ
か
し
き
か
た
ら
ひ
人
と
思
ふ
給
へ
き
と
き
こ
ゆ
れ
〔
は
〕
み
つ

の
と
も
〔
に
〕
て
い
ま
ひ
と
く
さ
や
う
た
て
あ
ら
ん
と
の
給
い
ま
ひ
と
く
さ
は
酒
歎

雪
月
花
時
寂
憶
君
白
氏
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-
琴
詩
酒
友
皆
拠
我

-
今
日
北
窓
下
自
問
何
所
録
欣
然
得
三
友
者
潟
誰
琴
罷
轍
皐

吟
(
朱
)

酒
と
罷
轍
皐
詩
三
友
〔
逓
〕
相
引
循
環
無
止
時
一
弾
懐
中
心
一
〔
詠
〕



※

川

li』
ト

暢
日
友
猶
恐
中
有
間
心
酔
弥
継
JL
コモ
Y

一ノ

も
の
口
あ
は
れ
し
る
人
こ
そ
は
あ
な
れ
も
斗
し
き
に
ゆ
き
か
ふ
人
も
こ
そ

北
窓
三
友

三
友
是
也

と
の
給
て
〔
琴
〕
め
し
ょ
す
る
も
い
か
斗
き
斗
給
は
ん
と
あ
い
な
う
む
ね
つ
ふ
る
」
(
五
回
オ
)

な
へ
に

@
こ
と
の
ね
を
き
斗
し
る
人
も
あ
る
物
を
い
ま
そ
た
ち
い
て
斗
を
斗
も
す
く
へ
き

ヒ

ヒ

か
の
〔
な
〕
て
し
こ

U
Uた
つ
ね
給
は
ぬ
を
を
も
き
こ
う
に
お
ほ
し
い
つ

〕

コ

ウ

ツ

ム

ル

ナ

リ

@
対
一

心
の
と
か
に
て
む
つ
か
し
う
い
ひ
う
口
〔
む
〕
る
お
や
は
ら
か
ら
な
と
も
な
く
心
や
す
か
ら
ん

か
さ
や
と
り
に
は
円
し
も
や
侍
ら
さ
ら
ん

248 -~ 

中
/
ヘ
に
な
ん
ら
う
た
か
る
へ
き
と
の
給
へ
は
い
さ
や
さ
や
う
に
お
か
し
や
か
な
る
御

い
口
口
口
と
せ
な
か
t

ふ
と
ゆ
〔
き
〕
す
き
か
ね
て
や
わ
か
ゆ
か
は
ひ
ち
か
さ
の
ひ
ち

「」

か
さ
の
あ
め
も
ふ
ら
な
ん
し
て
た
を
さ
あ
ま
や
と
り
か
さ
や
と
り

o
ま
か

雑
事

ら
ん
し
て
た
を
さ

t
i
t
i

よ

八
月
は
つ
か
こ
ろ
と
ひ
す
く
る
ま
て
ま
た
る
斗
月
い
と
心
も
と
な
き
に

ヒ

〔
懸
〕
れ
は
く
る
し
山
の
は
に
〔
ま
〕
た
る
斗
月
の
あ
ら
は
れ
は
い
か
に
』
ハ
帖

@
〔
し
〕
た
に
の

け
は
ひ
し
め
や
か
に
え
ひ
の
か
い
と
〔
な
い
つ
か
し
う
か
ほ
口
い
て
L

お
ほ
と
か
な
る
を

さ
れ
は
よ
と
お
ほ
さ
る
」

(
五
問
ウ
)



島
民
コ
ロ
モ
ユ
ツ
、
ム
在
東
宮
切
前

・
衣
被
香
事
襲
署
蔓

い
口
口
口
口
君
か
し
斗
ま
に
ま
け
ぬ
ら
ん
も
の
な
い
ひ
そ
と
い
は
ぬ
た
の
み
に

誓
言
也
又
無
言
之
儀
也

・
し
斗
ま

一
襲
被
香

州
総
も
す
て
斗
よ
か
し
た
ま
た
す
き
は
く
る
し
と
の
給

-
お
も
は
す
は
お
も
は
す
と
や
は
い
ひ
は
て
ぬ
な
そ
世
中
の
た
ま
た
す
き
な
る

似つ

Z

J
ハ
ヤ
ト
モ
引
叫
ソ
サ
キ
ト
モ

-
棒
襟

-

f

お
ほ
ひ
ち
り
き

さ
く
は
ち
の
ふ
ゑ

天
台
大
師
作
今
組
市
無
之

・

大

筆

集

・

尺

八

笛

長
一
尺
八
寸
舌
四
寸
八
分

律
書
圃
云
大
と
口
口
己
主
畢
菓
二
音
俗
云
比
知
利
岐

-

筆

集

・

・

・

・

律
書
圃
云
と
〉
〉
震
短
笛

-249-

-
尺
八

I
5
1
1
1
 

し
か
く
な
と
の
斗
し
る

そ
の
う
つ
く
し
み

-
試
柴
也

御
た
い
ひ
そ
く
な
と
ゃ
う
の
も
ろ
こ
し
の
物

-
愛
」
(
五
五
オ
)

-
御
牽
秘
色
事
今
秘
〔
色
〕
磁
器
世
言
銭
氏
有
園
越
州
焼
進
不
得

臣
危
用
之
故
云
秘
色
比
見
陸
亀
苑
集
越
器
云
九
秋
風
露
越

寒
門
奪
得
千
峯
〔
翠
〕
〔
色
〕
来
好
向
中
容
盛
沈
済
共
秘
中
散
閥
遺



杯
乃
知
唐
己
有
秘
色
非
銭
氏
策
始
賦
説

な
い
け
う
は
う

い
の
ち
な
か
〔
け
〕
れ
は
か
k
A

る
ょ
に
も
あ
ふ
物
な
り
け
り

イ
ノ
チ
ナ
カ
キ
〔
モ
〕
ノ
円
ハ
チ
ヲ
ホ
シ

@
庄
子
云
士
宮
町
則
多
辱

@
内
教
坊

大
宿
の
傍
也

@
論
語
一
五
老
而
不
死
是
魚
賊
以
杖
叩
其
腔

あ
や
し
う
ひ
な
ひ
た
る
か
き
り
に
て

ヒ
ナ

口
〔
な
〕
ひ
た
る
鶏
字
古
来
所
用
来
也

酬
だ
ひ
た
る
と
い
ふ
は
か
た
く
な
し
く
ゐ
中
口
口
口
口
也

@

夷

字

俊

成

卿

(

朱

V

五
条
三
品
源
光
行
ふ
用
此
字

あ
な
か
た
わ
と
見
ゆ
る
物
は
は
な
k
A

り
け
り
と
ふ
と
め
そ
〔
と
〕
k
A

ま
る
ふ
け
ん

(
五
五
ウ
)

-250--

〔
ほ
〕
口
〔
ち
〕
口
口
の
〔
り
〕
物
と
み
ゆ
あ
さ
ま
し
く
た
か
く
の
ひ
ら
か
に
さ
き
の
か
口

ま
り
で
あ
か
ら
か
に
い
ろ
っ
き
て
口
と
の
ほ
か
に
う
た
で
あ
り

@
普
賢
経
一
五

普
賢
菩
薩
乗
物
大
白
象
鼻
如
紅
蓮
花
色

l
l

腫
(
き

い
ろ
は
雪
は
つ
か
し
く
さ
を
き
ま
て
し
ろ
く
ひ
た
ひ
っ
き
こ
よ
な
く
は
れ

F
長
ハ
朱
)

た
り
し
口
な
か
な
る
お
も
や
う

は
め
て
し
ろ
き
物
は
す
こ
し
き
あ
を
き
気
色
の
ま
み
ゆ
る
也

@

少

青

也

ヒ

や
せ
給
へ
る
事
い
と
ノ
¥
お
し
く
さ
ら
ほ
ひ
て
か
た
の
ほ
と
い
た
け
な
る
ま
で
き
ぬ



の
う
へ
た
に
見
ゆ

・
慨
叫
ウ
凪
子
文

ゆ
る
口
い
ろ
の
わ
り
な
く
う
は
〔
し
〕
ら
口
た
る
一
か
さ
ね
に
な
こ
り
な
く
斗
ろ
み
た
る

う
ち
き
か
さ
ね
て
う
ヘ
に
ふ
る
き
の
か
は
き
ぬ
い
と
き
よ
ら
口
口
口
は
し
き
口
」
(
五
六
オ
)

古
代

き
給
ヘ
り
こ
た
い
の
ゆ
ゑ
つ
き
た
る
さ
う
そ
く
な
り
け
れ
口
口
わ
か
〔
や
〕
か
口

口
似
気
(
朱
〉

る
女
の
御
よ
そ
ひ
に
は
に
け
な
く
お
と
ろ
ノ
¥
し
き
事
い
と
斗
〔
も
〕
て
は
や

さ
れ
た
り

葉

・

本

※

i
引
回
一
塾
服
私
居
服
非
公

.
聴
色
事
論
語
云
紅
紫
不
以
策
一
勢
服

舎
之
服
皆
不
正
要
尚
不
正

服
無
所
施
要
|

息
刑
反
下
同
|

反

私
云
紅
紫
二
色
禁
色
也
伺
紅
ノ
講
ヲ
ユ
ル
ス
敗

.
延
喜
式
云
聴
色
事
紅
梅
也

-251-

-
桂
ゥ
チ
キ
有
大
小
宮
一
の
人
用
之
又
あ
る
し
と
お
ほ
し
き
人
は

も
ち
ゐ
る
也

お
め
ら
か
し
た
る
う
へ
は
を
り
物
中
へ
う
ら
は
ひ
と
へ
も
ん
の

・
き
ぬ
の
う
へ
に
う
は
き

み
へ
な
り

き
ぬ
の
色
に
し
た
か
〔
ひ
〕
た
る
に
ほ
ひ
な
り
き
ぬ
に
は
二
寸
は
か
り

〔
お
〕
と
る
へ
し
う
は
き
の
う
ヘ
に
う
ち
き
い
ろ
か
さ
ね
は
こ
れ
も
う

は
き
の
こ
と
し
寸
法
を
と
口
た
る
也
小
袖
〔
の
〕
な
か
さ
な
る
へ
し
」
(
五
六
ウ
)



@ 

見
順
和
名

西
宮
臨
時
祭
舞
人
時
路
着
黒
紹
皮
衣
一
三

フ
ル
キ
ノ
カ
ハ
キ
ヌ

紹
i
委

引
引
フ
ル
キ
ケ
タ
モ
ノ
也

許忽
4
q

き
し
き
く
わ
ん
の
こ
と
ノ
¥
し
く
ね
り
〔
い
〕
て
た
る
ひ
ち
も
口
口
口
口
口

@
儀
式
官
也

松
の
雪
の
み
あ
た
k
A

か
け
に
ふ
り
つ
め
り

@
深
雪
積
松
色
援

古
人
の
申
し
は
み
と
り
の
松
に
し
ろ
た
へ
の

雪
か
さ
な
り
た
る
か
あ
た
斗
か
け
な
る
と
い
ふ
に
や
又
み
や
ま
に
は
松
の

ゆ
き
た
に
き
え
な
く
に
宮
こ
は
の
へ
に
わ
か
な
つ
み
け
り
な
と
い
へ
る
は

丹
/
U】

松
は
あ
た
t
A

か
な
る
物
〔
に
〕
て
露
も
時
雨
も
そ
め
す
霜
に
〔
も
〕
雪
口

も
お
と
ろ
ふ
る
い
ろ
な
し
さ
ら
は
松
の
雪
は
と
く
こ
そ
き
ゅ
へ
き
に

猶
の
こ
〔
り
〕
な
か
ら
み
や
口
の
口
へ
は
わ
か
な
つ
む
程
に
な
り
に
け
り
と

い
ふ
に
や
松
の
〔
雪
〕
の
み
と
い
へ
る
は
こ
と
こ
す
ゑ
口
口
口
日
口
口
口
」
(
五
七
オ
)

な
り
と
い
ふ
に
こ
そ
と
な
ん
申
侍
し

な
口
〔
こ
〕
す
斗
ゑ
の
な
と
お
ほ
ゆ

@
我
袖
は
な
に
た
っ
す
え
の
松
山
か
そ
ら
よ
り
な
み
の
こ
え
ぬ
日
そ
な
き

は
し
た
な
る
女
そ
い
て
き
た
る
き
ぬ
は
雪
に
あ
ひ
て
い
と
斗
す
斗
け
〔
ま
〕
さ
り
て



か
と
も
り
の
お
き
な
よ
ひ
い
た
さ
れ
て
子
に
や
む
ま
こ
に
や
は
し
た
物

め
か
し
き
女
を
ゐ
て
き
た
る
と
い
ふ
也

わ
か
き
物
は
か
た
ち
か
く
れ
す
と
う
ち
す
し
た
ま
で
は
な
の
い
ろ
に
い
て
斗

さ
む
し
と
お
ほ
し
た
り
つ
る
お
も
か
け
ま
つ
思
い
て
ら
れ
て
ほ
う
ゑ
ま
れ
給

-
夜
深
櫨
火
蓋
霜
雪
白
粉
と
幼
者
形
不
倣
老
者
健
無
温
悲
端

与
寒
気
併
入
鼻
中
〔
辛
〕
文
集
秦
中
吟

御
け
つ
り
く
し
の
お
口
な
と

-
天
子
の
御
く
し
け
つ
り
た
て
ま
つ
口
時
に
上
薦
御
く
し
を
は
ら
ひ
」
(
五
七
ウ
)

qδ 
F
h
u
 

qノ
U】

中
薦
け
つ
り
た
て
ま
つ
る

引
パ
ふ
み
に
口
ろ
も
は
こ
の
お
も
り
か
に
い
と
こ
た
い
な
る
口
口
口
き
て
を
し

い
て
た
り

-
後
撰
云
元
長
の
み
こ
に
な
っ
の
さ
う
そ
く
し
て
〔
お
〕
く
る
と
て
そ
へ

南
院
式
日
卿
の
み
こ
の
女

た
り
け
る

-
わ
か
た
ち
て
き
る
こ
そ
う
け
れ
夏
衣
お
ほ
か
た
と
た
み
日
比
へ
き
う
す
さ
を

ヒ

-
こ
の
人
も
夫
の
愛
念
は
う
す
か
り
け
る
に
こ
そ

袖
ま
き
〔
ほ
〕
さ
ん
人
も
な
き
身
に



@
あ
は
一
方
は
け
ふ
は
な
ふ
り
〔
そ
〕
白
た
へ
の
袖
ま
き
ほ
さ
ん
人
も
な
き
み
に

い
ま
や
う
い
ろ
の
え
ゆ
る
す
ま
し
く
つ
ゃ
な
く
ふ
る
め
け
る

見
延
長
式

@
聴
色
今
様
色
共
〔
紅
〕
色
〔
也
〕

@
い
ま
や
う
い
ろ
ゆ
る
し
い
ろ
同
事
欺
紅
ニ
な
ら
へ
口
山
口
る
し
〔
い
〕
ろ
〔
と
〕
」
(
五
八
オ
)

い
ひ
紅
ニ
訓
す
る
時
は
す
な
は
ち
い
ま
や
口
い
ろ
と
い
ふ
口
口
へ
し

む
※

な
に
斗
こ
の
す
ゑ
つ
む
口
を
袖
〔
に
〕
ふ
れ
け
ん

@
人
し
れ
す
思
へ
は
く
る
し
く
れ
な
ゐ
の
す
ゑ
つ
む
花
の
色
に
い
て
な
ん
古
今

い
ろ
こ
き
花
と
見
し
か
と
も

@
く
れ
な
ゐ
を
色
こ
き
花
と
見
し
か
と
も
人
を
あ
く
に
は
う
つ
ろ
ひ
に
け
り

ヒ

ヒ

A
斗

A

F
h
d
 

つん

心
く
る
し
の
よ
や
と
い
と
な
れ
て
ひ
と
り
こ
っ

@
か
は
か
み
や
あ
に
ふ
の
い
け
の
う
き
ぬ
な
は
く
る
し
き
も
の
は
ょ
に
こ
そ
有
け
れ

む
め
の
花
の
い
ろ
の
こ
と

@
に
ほ
は
ね
と
ほ
う
ゑ
む
梅
の
花
を
こ
そ
わ
れ
も
を
か
し
と
な
り
て
な
か
〔
む
〕
れ

み
か
さ
の
山
の
を
と
め
を
〔
は
〕
〔
す
〕
て
k
A

と
う
た
ひ
日
己
山
口
川
口
給

@
求
子
一
川
可

か
す
か
の
社
に
て
は
H
ん
か
さ
の
山
口
口
口
ヨ
を
は
す
て
k
A

ミ

ト
h
h

，刀

t

と
う
た
ふ
石
清
水
賀
茂
に
て
は
口
り
て
う
た
ふ
な
り
」
〈
五
八
ウ
)

(
小
明
〉



-
拾
遺
云
は
し
め
て
平
野
祭
に
男
使
た
ち
し
〔
時
〕
う
た
う
へ
き
耳

大
中
臣
能
口

と
〔
て
〕
よ
め
る

え
ひ
そ
め
の
を
り
物
の
御
そ

-
ち
は
や
ふ
る
ひ
ら
の
t
A

松
の
枝
し
け
み
ち
よ
も
や
口
口
口
口
口
口
口
口
口
し

ヒ

お
と
こ
た
〔
う
〕
口i

i

音

.
男
踏
寄
事
委
細
有
初
暗
号

かl思
ら1 ケ
くる
し き
け巴

也

か
斗
け
の
は
こ

-
え
ひ
そ
め

1
1
、l

き
ゃ
う
た
い

-
鏡
牽

ま
た
る
斗
物
は
さ
し
を
か
れ
て
御
け
し
き
の
あ
ら
た
ま
ら
ん
な
ん
ゆ
か
し
き

-
唐
匝

-
掻
上
筒
一

-
あ
ら
た
ま
の
年
た
ち
か
へ
る
朝
よ
り
ま
た
る
斗
も
の
は
鴛
の
こ
ゑ

さ
え
つ
る
は
る
は
と
か
ろ
う
し
て
わ
な
t

ふ
か
し
い
て
給
へ
り

一 255

-
も
斗
ち
〔
と
〕
り
さ
え
つ
口
〔
春
〕
〔
は
〕
物
口
と
に
あ
ら
た
ま
れ
と
も
わ
れ
そ
ふ
り
ゆ
く

別
一
の
か
と
そ
思
と
う
ち
す
ん
し
て
い
て
給
」
〈
五
九
オ
〉

-
わ
す
れ
で
は
夢
か
と
そ
思
ふ
口
口
口
口
口
〔
雪
〕
〔
ふ
〕
み
わ
け
て
口
口
口
口
口
口

-
純
愛
態
績
粉
紳
口
口
口
聾
宛
轄
夢
非
夢

こ
た
い
の
お
は
君
の
御
〔
な
〕
ら
は
し

-
古
代

.お
"は
君

む
は
〔
君
〕
也



御
す
k
A

り
の
か
め
の
水
一
一
み
ち
の
く
に
〔
か
〕
〔
み
〕
を
ぬ
ら
し
て
の
こ
ひ
給
へ
い
ち
う

か
や
う
に
い
ろ
と
り
く
〔
は
〕
へ
給
な
あ
か
ム
党
は
あ
え
な
ん
と
た
は
ふ
れ
給
さ
ま

も
い
と
を
か
し
き
い
も
せ
と
み
え
給
へ
り

況
l

仲
妻
帯

@
我
に
こ
〔
そ
〕
つ
ら
さ
は
君
か
見
す
れ
と
も
人
に
す
み
つ
く
か
ほ
の
け
し
き
ょ

@
み
ち
の
く

o
か
み
檀
需
を
い
ふ

@
十
日
序
一
五
み
ち
の
く
の
〔
ま
〕
ゆ
み
の
か
み
と
〔
い
〕
〔
ヘ
〕
口
」

(
五
九
ウ
)

ρ

。
に
d

q
/』



補

注
付

そ
の
付
は
本
文
中
に
聞
と
所
見
さ
れ
る
追
訂
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
本
文
書
写
後
の
補
訂
に
当
り
、
書
写
本
文
i
主
に
仮
名
遣
い

ー
の
上
に
重
層
し
て
補
筆
し
た
文
字
で
あ
る
。

し
か
し
、
此
の
追
補
は
書
写
直
後
の
訂
正
か
、
あ
る
い
は
更
に
其
後
、
時
期
を
隔

て
斗
の
本
書
所
持
者
な
ど
に
よ
る
と
こ
ろ
か
否
か
の
認
定
は
甚
だ
困
難
に
し
て
断
定
を
陪
わ
れ
る
。
が
、

そ
の
筆
跡
よ
り
感
受
さ
れ

る
の
は
や
は
り
異
筆
の
印
象
が
拭
わ
れ
な
い
。

且
つ
そ
の
期
を
へ
だ
っ
と
は
い
え
、
室
町
期
を
吏
に
降
る
補
訂
で
は
な
い
こ
と
を
併

せ
思
い
、
煩
墳
な
が
ら
、
参
考
ま
で
に
確
認
し
う
る
は
原
本
文
と
対
比
し
掲
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

又
、
上
記
し
た
ご
と
く
に
、
所
引
の
内
・
外
典
等
に
於
け
る
訓
点
|
主
に
朱
墨
附
訓
・
返
点
等
ー
に
は
屡
ミ
両
種
、
或
は
=
一
種
に

も
及
ぶ
か
と
推
定
さ
れ
る
追
補
の
筆
跡
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
逐
一
の
掲
出
は
著
し
き
煩
緩
に
及
ぶ
こ
と
を
も
含
め
て
己
得

ず
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。
補
注
り
に
も
わ
た
る
こ
と
で
あ
る
が
、

か
L
A

る
追
補
・
訂
は
累
層
的
な
結
果
が
現
状
で
あ
る
。
影
印
・

翻
印
共
に
充
全
は
期
し
が
た
く
、

そ
の
一
端
を
も
補
足
し
得
れ
ば
と
補
注
し
た
。

そ
の
同
は
、
前
者
同
様
の
重
層
す
る
追
補
・
訂
で
あ
る
。
前
者
と
別
し
て
掲
示
し
た
の
は
、
重
書
き
の
加
筆
と
は
異
な
る
も
の
で

あ
り
、
異
筆
、
筆
墨
の
濃
淡
な
ど
か
ら
弁
別
可
能
の
箇
処
も
看
取
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
当
然
の
事
な
が
ら
、

そ
の
例
は
す
く
な
い
。

そ
の
停
は
、
本
書
本
文
に
於
け
る
存
疑
を
他
本
と
の
照
合
に
よ
っ
て
縫
か
な
が
ら
に
校
勘
、
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
疑
点
は
言

う
ま
で
も
な
く
解
消
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
猶
多
く
今
後
に
残
さ
れ
、
御
教
一
本
を
賜
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

翻
印
本
文
中
に
※
印
を
附
し
た
る
が
当
該
箇
処
で
あ
る
。
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1首

た
〉
一
列
、

γ
1
0

一
ρ判

V

一
一
丁
表
一
O

行
の

し
異
例
が
見
出
さ
れ
る
の
で
序
い
で
附
記
し
て
お
く
。

「さ
t

ム
や
か
」

の
四
字
は
一
一
口
一
書
誤
り
し
を
摩
削
せ
し
痕
跡
あ
り
、

そ
の
却
除
の
上
に
書
写
せ

字前

注
ト)

七一長一一一行

う
ち
し
き
る
お
り
は
ノ

「
お
」
字
は
原
「
を
(
越
〉
」
字
」
|
以
下
問
、
省
略
の
上
に
草
書
き
し
訂
し
て
い
る
。
本
書
と
は

筆
跡
を
異
に
す
る
が
ご
と
く
で
あ
る
が
猶
断
定
は
路
わ
れ
る
。

u
k
ャ
~
一

-a-γJ

1
一一一
4
一
一
ノ
イ
'

く
ち

「
お
↑
を
」

た
ち

「
お
?
を
」

ほ
し
い
き
っ
き
、

千了

め
も

を 於
↑ど

口ZJ
L _'Iく完〉

Jカミ
tま γ
ぬ 、

し

「
を
?
お

「
を
↑
お

自ラ長
民ン〉
季~ l一一

(7き
右fま
傍と
話11 は

し

一八一塁二行

つ
ー
斗
「
を
?
!
お

(於)」

る
に
、

「
を
?
お

(
於
)
」
さ
へ
ら
れ
し
時
、

↑
を
」
さ
な
く
、

一L
二
毎
日
定
一
一

ef!-

E
二
一
正
予

7
I
1

以

「
お
?
を
」
と
略
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
お
?
を
」

判
読
不
明

一主義一
O

行
あ
「
せ
↑
リ
」
な
L

ん、

…
一
一
六
表
八
行
そ
の
「
お
↑
を
」
ん
、
一
一
一
六
表
一
一
一
行

問
。
一
果
凶
行
俳
話
(
左
右
傍
訓
ハ
細
書
ノ
上
一
一
太
字
一
一
テ
書
重
ネ
ル
欺
)
、

四
一
表
一
一
行
お

/白、，
F

、

l
z
J
 
一五表一
O

行

り
こ
そ
、

一
L
一
誌
記
↓

γ
J

一

一

!

一

!

ノ
三
4
一
ノ
J
l

一七裏一…行

「
お
↑
を
」

お
や
の

や
と
、

守、レヤ
A

二
、
」
了
J

ノ
一
一
昌
一
/
ノ
J
1

り
て
み
は
、

し
正
一
丈
一
、

-rJ

1
J尽
予
三

4
1

「
お
↑
を
」

ふ
ひ
ゃ
う

「
を
↑
お

(
於
〉
」
も
き
に
、

A

一表

問
。
裏
九
行

〔ら〕

「
お
↑
を
」
ら
む
は
つ
霜
の

(
於
と
き
ま
と
は
せ
る
、

「
を
↑
お

は
や

細

ヲ

EEl主
持草子

空丸三
↑〈↑呈
「]器口語苧
」不」説二千
附不

蝉口明三二"一、ノ

の宍-.'一
城 表
外芦

fJ 
一八裏一一一行

(於〉」

ら
ん
、

四一一宙民間行

「
を
↑
お

h
l
こ

rト
、

uw

・

四
五
哀
一
一
一
行

「
を
↑
お

く
れ
て
、

四六ん郎氏一戸汀

(於)」

し
う
に

討
に
一
立
さ

LnAJ

R
ノ
十
月
当
主

r
J
I

同九一畏一
O

行

つ
k
A

ら
「
お
?
を
」
り
、
利
一
一
裏
一
行

「
お
↑
を
」

か
し
け
な
〔
り
〕
、

五一一裏一一一行

た
な
斗
し

「
お
?
?
を
」

け
か
き
を

筆
己「お

「
を
↑
お

(
於
ど
も
き
こ
う
に

ふ
ね
こ
き
か
ヘ
り
「
お
ネ
を
」
な

襲
/
息
刑
反
下
向
/
同
(
「
同
/
同
」
字

し
人
を
や
、

‘仁川

mLnx二一
γ
J

ヨ
h
E
E
3
一
ノ
イ
f

こ

〉

勺
d
A口

E
ミ
/
一

中

i
d
y
Z
U
M
t
、

U
J九

巴

五
三
J良
之
一
j
J
T
J

Z
一
ノ
一
旦
ヨ
ヲ
ム
ノ
I
i

細
書
ヲ
吏
一
一
太
字
一
一
一
ア
護
者
キ
ス
〉
、

ゐ1

Q
り

に
はつム

1事



以
上
、

「
補
ご

「
お
」
「
を
」

の
候
名
遣
い
の
追
訂
で
あ
る
。

は
数
例
を
の
ぞ
き
、

補

注
仁)

以
下
も
書
写
後
の
追
訂
で
あ
る
が
、
本
文
筆
写
の
筆
跡
か
否
か
判
定
し
が
た
き
が
散
見
す
る
。
当
該
箇
処
に
つ
い
て
は

「
別
欺
」

と
附
し
、

「
別
」
と
附
記
す
る
。

又
あ
き
ら
か
な
る
は

轟

轟

一O
表一
O

行
や
も
め
ノ
右
墨
傍
記
「
麓
」
(
別
歎
〉
、
一
四
表
二
行
秋
燈
挑
尽
未
能
眠
ノ
「
尽
」
で
あ
る
が
先
ず
「
尽
」
は
原
「
童
」
を
薄

お
ほ

墨
訂
(
別
〉
、
右
傍
記
「
壷
」
薄
墨
補
(
別
〉
、
二
〈
表
九
行
を
や
け
の
か
た
め
と
ノ
右
傍
記
墨
訂
「
お
ほ
」
(
別
欺
)
、
二
五
裏
二
行
、

ヒ

村

歎

幽
仙
窟
文
ノ
左
墨
傍
記
「
遊
欺
」
(
細
筆
別
欺
)
、
四
五
裏
二
一
行
田
持
丸
将
軍
ノ
右
墨
傍
記
「
村
欺
」
(
別
〉
、
四
九
裏
七
行
山
ち
の
つ

遊

欺

於

な

へ

に

古

同

。
斗
ら
を
り
ノ
右
墨
傍
記
「
於
」
(
別
欺
〉
、
五
四
裏
一
行
あ
る
物
を
ノ
右
墨
傍
記
「
な
へ
に
」
(
別
欺
)
、
五
六
裏
一
行
こ
た
い
の
ゆ
ゑ
つ

l
i

ヒ

ヒ

生

日

き
た
る
ノ
右
墨
傍
記
「
古
代
」
(
別
欺
)
、
五
九
表
五
行
委
細
有
初
春
与
ノ
右
墨
傍
記
「
音
」
(
別
欺
)

し
か
し
掲
示
し
た
の
は
筆
墨
・
跡
に
お
い
て
異
和
感
の
残
る
箇
所
に
か
ぎ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

と
、
そ
の
筒
処
は
比
較
的
砂
い
。

補

注
(オ

※
一
丁
裏
七
行
、
「
理
ロ
」
字
を
京
研
本
「
皐
」
と
す
る
も
他
本
、
京
図
・
内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
の
い
ず
れ
も
、
「
春
」
と
あ
り
。

※
二
丁
表
コ
一
行
、
「
民
部
丞
」
と
あ
る
は
内
A
本
の
一
本
で
あ
り
、
他
七
本
、
京
研
・
京
図
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
は
「
式
部
丞
」
に

「
兵
部
丞
」

l

「
御
産
部
類
記
」
上
|
(
蔵
人
補
任
)
と
附
記
す
る
。

※
一
一
丁
表
三
行
、
「
人
の
お
や
の
〔
心
〕
〔
は
〕
や
み
に
云
と
」
歌
の
出
典
に
、
「
拾
遺
/
策
輔
」
と
あ
る
を
、
京
研
本
以
下
諸
本
す
ベ

作
る
。
寛
弘
五
年
、
六
位
蔵
人
「
惟
規
」

の
項
に
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て

「
後
撰
/
粂
輔
卿
(
「
兼
輔
朝
臣
」
「
兼
輔
」
)
」
と
誌
す
。
当
該
歌
は
後
撰
集
巻
一
五
、

二
三
番
の
所
収
で
あ
り
、
本
書
の
顕
著
な
錯

誤
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

※
一
一
一
丁
表
一
二
行
、

「
疑
」
と
あ
る
を
除
き
、
諸
本
「
耕
」
字
、
即
ち
「
隷
」

内
A
本
に

の
異
体
の
運
第
一
十
と
判
断
さ
れ
、
「
句
黙
を
き
り

隷
字
を
つ
く
と
い
へ
と
も
」

の
文
脈
と
な
る
も
、

そ
の
意
は
通
し
が
た
い
。
内
A
本
に
拠
れ
ば
一
通
り
解
義
し
う
る
が
、
猶
審
ら

か
に
し
が
た
い
。「

花
鳥
の
色
を
も
ね
を
〔
も
〕
一
五
々
」
歌
作
者
に
、
「
後
撰
/
雅
正
朝
/
口
欺
」
と
書
写
す
る
。
他
人
本
、
京
研
・
京
図

・内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
は
す
べ
て
「
後
撰
/
雅
正
朝
臣
」
と
あ
り
、
「
欺
」
字
不
審
。
後
撰
集
巻
四
夏
一
一
一
一
一
番
に
勿
論
同

※
一
四
丁
表
七
行
、

作
者
・
歌
を
収
載
す
。

※
一
五
丁
表
五
行
、
本
書
に
「
か
の
お
は
」
と
朱
声
点
を
附
す
が
、
京
研
・
京
図
本
に
は
「
か
の
お
は
」
と
附
点
す
る
。
他
本
朱
戸
点
を
欠

く
。
本
書
の
そ
れ
は
誤
記
に
あ
ら
ず
虫
損
に
よ
る
も
の
斗
の
よ
う
で
あ
る
。
九
行
目
に
は
明
確
に

.お
“十ま

の
女
の

と
朱

を
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

「
立
日
前
」
は
諸
本
、
京
研
・
京
図
・
内
A
-
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
す
べ
て

日

奇x.

※
一
五
丁
裏
四
行
、

告今
Fl ふ

敵・
和本
名書
輿の

有一j f 
1T付 ν

I~~ Vま

「的」

「敵」

に
も
あ
ら
ず
、

の
異
体
と
も
字
様
か
ら
判
断
し
か
ね
る
。
和
名
類
衆
抄
に

テ
キ

(
元
和
古
活
字
那
波
道
国
本
等
〉
の
「
敵
」
又
は
「
敵
」
で
あ
ろ
う
。
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に
「
敵
」
。
」
の
訓
が
あ
る
こ
と
か
ら
も

フ
エ

「
立
臼
敵
(
又
は
敵
〉
」
と
す
る
が
妥
当
と
推
測
さ
れ
る
。
本
来
一
日
筆
写
者
の
誤
写
か
、
或
は
書
癖
か
、
ひ
と
ま
ず
其
憾
の
字
体
に
従

本
来

i:; 
j 
o 

※
一
五
了
裏
九
行
、

ヒ所可1

召
見
者
・在

尉

見
之
工え

々

IJ) 

可「
所
」
を
諸
本
、
京
研
・
京
図
・
内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
、
は

「〔必〕
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「
所
」
と
す
る
。
本
書
の
誤
訂
欺
。

〔
ア
一
フ
〕
ヲ
メ
テ

「
景
帝
更
ν

名
目
二
大
行
人
一
之
」
と
あ
り
、
内
A
本
の
み
同
文
に
て
他
七
本
、
京
研
・
京
図
・
松
・
竜
・
内
B

・神

「
景
帝
更
v
名
目
二
大
行
令
乙
(
京
研
・
京
図
本
一
一
ヨ
ル
)
と
記
す
。
但
し
、
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
は

「
口
」
圏
に
誤
字
を
書
写
し
て
い
る
。
本
書
・
内
A
本
が
「
令
」
を
「
人
」
、
「
之
」
の
二
字
に
誤
り
た
る
欺
。

「
大
ー
使
王
ー
文
l

知
」
は
京
研
本
と
同
じ
く
す
る
が
、
京
図
本
に
は
「
大
ー
使
王
ー
文
l

雑
」
に
作
り
、
又
松
・
竜
・
内
B
・

大
使

神
・
東
本
に
は
「
王
父
雑
」
と
誤
る
。
更
に
内
A
本
は

「
知
」
は

※
一
六
丁
表
四
行
、

口事東
L_ ，本

とに
し tま

※
三
丁
表
三
行
、

文
矩
」
と
記
す
。

「
更
」
字
を

「
王
文
短
」
と
誤
写
し
て
い
る
。
続
日
本
後
紀
、
類
衆
国
史
共
に
多
く
「
王

「矩」

の
異
体
と
判
断
さ
れ
る
。

猶
二
一
日
添
え
れ
ば
、
嘉
祥
二
年
溺
海
国
大
使
の
入
親
の
儀
は
光
孝
天
皇
に
あ
ら
ず
仁
明
天
皇
の
誤
り
た
る
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

※
一
七
丁
裏
三
行
、

当
該
記
の
原
処
を
審
ら
か
に
し
な
い
。

「
右
大
問
己
下
」
と
あ
る
は
他
人
本
、
京
研
・
京
図
・
内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
共
に
「
左
右
大
臣
己
(
以
〉

下
」
と
書
写
す
、
本
章
一
日
の
誤
脱
歎
。

※
一
八
丁
表
二
行
、
「
ゐ
た
ち
お
ほ
し
い
き
っ
き
」
は
、
京
研
・
京
図
・
内
A
本
「
ゐ
た
ち
お
ほ
し
い
た
つ
き
」
と
見
え
、
松
・
竜
・
内
B
・

神
・
東
本
「
ゐ
た
ち
お
ほ
し
い
た
へ
き
」
と
誤
写
す
る
。
緯
義
に
「
・
居
起
也

ハ
付
婆
)
〈
居
起
〉

る
。
因
み
に
尾
州
家
河
内
本
に
は
「
ゐ
た
ち
て
お
ほ
し
い
た
つ
き
こ
と
見
ゆ
る
。

「
・
拾
遺
云
:
:
:
能
宣
」

※
一
九
丁
裏
二
行
、

-
勢
也
」
と
あ
り
、
本
書
の
単
純
な
誤
記
で
あ

の
記
は
諸
本
す
べ
て
八
行
目
の

「
ゆ
ひ
〔
そ
〕
む
る
は
つ
も
と
ゆ
ひ
の
云
々
」
歌
の
前
行

に
位
置
す
る
。
同
歌
は
拾
(
ニ
七
一
一
番
)
・
抄
(
一
七
O
)

共
に
類
同
す
る
詞
書
の
も
と
に
あ
る
能
宣
歌
で
あ
れ
ば
、
当
然
の
事
な
が
ら
諸

し
か
し
、
本
書
は
単
に
書
写
上
の
錯
叙
と
の
み
断
定
し
が
た
く
、
砂
く
と
も
依
拠
本
の
序
に
順
っ
た
の
で

本
は
処
を
え
て
い
る
。
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あ
ろ
う
。
臆
測
を
馳
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
定
稿
に
い
た
る
経
過
の
一
端
を
遺
留
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
も
予
想
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

※
一
一
一
一
一
丁
裏
九
行
、

ス

ヘ

ナ

キ

「
鴬
傑
無
」

の

「
駕
」
字
で
あ
る
が
、
諸
本
は
殆
ん
ど
相
類
同
し
、
「
震
」
「
烏
」
両
字
の
草
体
と
し
て
い
ず
れ
と
も

識
別
し
が
た
く
、
特
に

「
扇
烏
」

い
ま
先
学
の
選
択
に
遵
い

「
高
」
字
に
翻
し
た
。

の
壁
間
ふ
ん
、

※
二
四
丁
裏
七
行
、

を
他
人
本
、
京
研
・
京
図
・
内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
、

「
み
の
斗
く
に
の
か

「
み
よ
し
の
斗
く
に
の
か
み
」

み
」
と
す
る
。
本
書
の
誤
歎
。

※
二
四
丁
裏
八
行
、

の
釈
義
は
、

「
@
噸
ヒ
ソ
ム
云
々
」
以
下
、
諸
本
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
該
字
「
口
出
」

「
う
ち
ひ
そ
み
ぬ
」

の
書
写
筆
跡
に
は
、
本
書
の
ご
と
く
に
一
字
体
と
し
て
表
記
す
る
伝
本
と
、

二
字
「
口
出
」
を
書
写
す
る
も
の
と
に
l

積
三
判
然

と
し
が
た
き
も
存
す
る
が
|
識
別
さ
れ
る
。
管
見
す
る
纏
か
な
伝
本
に
す
ぎ
ぬ
が
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「口出」

l

本
書
・
内
A
-
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
、

「
口
出
」
|
京
研
・
京
図
本

と
に
分
れ
判
別
さ
れ
る
。

し
台、

し

い
ず
れ
に
せ
よ
当
該
字
を
「
ヒ
ソ
ム
」
と
訓
読
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

い
く
ば
く
か
の
机
辺
の
辞
書
類
を
探
る
と

こ
ろ
、

石
川
雅
望
の

に
、
夕
顔
巻
の
上
掲
本
文
を
あ
げ
て
、

「
雅
言
集
覧
」

:
:
:
・
前
略
:
:
:
〔
高
、
四
ノ
五
十
五
〕
百
年
爾
老
舌
出
而
輿
余
牟
友
吾
者
不
厭
轡
者
益
友
ト
イ
フ
ヲ
〔
六
帖
〕
一
一
お
う
な
ノ
題
ニ
お
い

く
ち
ひ
そ
み
な
り
ぬ
と
も
わ
れ
は
わ
す
れ
じ
ト
引
鹿
シ
テ
入
タ
リ
云
?
:
:
・
後
略
・
・
:
:

と
あ
る
に
よ
っ
て
、
「
校
本
高
葉
集
」
の
当
該
歌
i

巻
問
、
七
六
七
、
大
伴
家
持
歌
ー
を
検
す
る
と
こ
ろ
、
そ
の
「
訓
」
異
同

に
、
園
(
い
)
オ
イ
シ
タ
イ
テ
、
。
枝
、
「
お
い
く
ち
ひ
そ
む
」
。
神
、
「
オ
ヒ
シ
タ
イ
テ
、
」
。
瓶
、

「
ヲ
イ
シ
タ
イ
テ
、
」
。
西
、

q
L
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矢、

ア
リ
。
古
小
、

舌
出

「
舌
出
」

「
ク
チ
ヒ
ソ
ミ
」

ノ
左
一
一

「
ク
チ
ヒ
ソ
ニ
」

ア
リ
。
路
一
一
テ
消
セ
リ
。

マ
タ
漢

ノ
左
一
一

字
ノ
左
一
一
緒
「
オ
イ
イ
テ
ヒ
ソ
ム
多
本
」

ア
リ
。

と
見
え
、
「
舌
出
」

の
訓
に
、
「
く
ち
ひ
そ
む
」
(
桂
本
〉
、
「
ク
チ
ヒ
ソ
ミ
」
(
西
本
願
寺
本
・
大
矢
本
〉
、
「
ク
チ
ヒ
ソ
三
(
京
大
図

「
舌
出
」
の
訓
で
は
あ
る
が
、
当
該
歌
句
に
は
同
一
訓
が
嘗
っ
て
併
存
し
て
い
た
こ
と
が
知
見
さ
れ

書
館
本
)
等
が
散
見
さ
れ
、

る
。
猶
同
校
本
新
増
補
中
に
、
元
暦
校
本
断
簡
に
も

「
訓
」
(
い
)

オ
イ
シ
タ
イ
テ
、
。
元
、

「
お
ひ
く
ち
ひ
そ
み
」
。

と
存
す
る
。
既
に
素
寂
以
前
に
も
同
類
の
訓
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

し
か
し
、
「
舌
出
」
を
「
口
出
」
又
は
「
口
出
」
と
す
る
異
同
本
文
を
不
識
に
し
て
辿
る
こ
と
を
得
な
い
。
憶
測
に
す
、
ぎ
ぬ
が
、
あ
る

「
く
ち
」
に
牽
引
さ
れ
て
の
表
記
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
が
素
寂
か
書
写
者
の
な
す
と

し
は
、

「
く
ち
ひ
そ
む
」

の

こ
の

こ
ろ
か
は
推
す
べ
く
も
な
く
、

又
、
本
書
の
ご
と
く
一
字
か
京
大
研
究
室
本
の
ご
と
く
に
二
字
で
あ
る
が
正
確
で
あ
る
か
も
俄
に

は
又
決
し
が
た
い
。
と
も
か
く
も
、

か
ふ
る
表
記
に
い
た
る
の
経
由
は
否
定
し
が
た
い
か
と
思
わ
れ
る
。

蛇
足
な
が
ら
付
加
え
る
と
、

「
雅
言
集
覧
」

の
引
例
に
は
、
淵
源
は
も
と
よ
り
存
す
る
が
、
同
校
本
に
眉
欄
註
記
す
る
ご
と
く
に

「
和
歌
童
蒙
抄
」
に
拠
つ
て
の
着
意
、
補
記
で
あ
ろ
う
。

※
二
五
丁
表
二
行
、
「
帝
範
」
と
出
典
を
誌
す
の
は
、
内
A
本
の
一
本
で
あ
り
、
他
の
京
研
・
京
図
・
松
・
竜
・
内
B
・
東
本
は
此
れ
を
「
史

記
」
と
し
て
い
る
。
神
本
は
此
の
附
記
を
欠
い
て
い
る
。

こ
の
適
材
登
庸
の
寓
言
は

に
所
見
す
る
の
で
あ
る

「
帝
範
上
審
官
篇
」

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
史
記
の
中
に
は
看
取
し
て
い
な
い
。
同
三
注
の
中
に
で
も
附
言
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ぬ
。

門
外
に
て
審
ら
か
に
し
な
い
。

た
N
A

此
処
に
て
解
し
が
た
い
の
は
両
様
の
典
拠
に
わ
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
も
と
よ
り
京
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研
本
も
又
南
北
朝
末
室
町
初
期
を
降
ら
ざ
る
古
鈴
本
で
あ
れ
ば
、

そ
の
成
立
当
初
よ
り
此
の
出
典
の
記
を
異
に
す
る
伝
本
が
存
し

た
こ
と
斗
な
り
、
後
人
の
訂
正
と
い
う
よ
り
寧
ろ
其
の
選
述
期
の
こ
と
が
ら
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
か
と
推
せ
ら
れ
る
。

し
か
も
共

に
当
然
の
こ
と
選
者
の
知
見
の
範
囲
内
に
あ
れ
ば
何
等
か
の
錯
誤
に
よ
る
誤
記
の
改
訂
と
推
測
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

か
t
A

る
推
論
が
是
認
さ
れ
る
と
、
京
研
本
↓
本
書
と
補
訂
の
経
由
が
想
定
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
解
題
中
に
も
言
及
し
た
ご

と
く
に
結
論
は
短
絡
し
が
た
い
も
の
を
内
包
し
て
い
る
。
即
ち
本
音
一
日
が
京
研
本
に
対
し
極
め
て
隣
接
し
な
が
ら
に
猶
精
ミ
未
整
然

的
な
一
面
を
提
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
解
題
に
ゆ
ず
り
、
此
処
で
は
縫
か
な
一
例
な
が
ら
伝
本
上
に
於
て
二
分
す
る
こ
と

を
述
べ
、

こ
の
点
で
は
巻
第
編
成
を
同
じ
く
す
る
内
A
本
は
同
一
系
統
上
に
派
生
し
た
増
補
一
本
た
る
一
傍
讃
と
も
な
ろ
う
か
、

と
附
記
す
る
に
と
父
め
る
。

※
二
八
丁
表
九
行
、
「
不
拾
」
と
あ
り
、
字
義
未
詳
。
内
A
本
は
「
不
捨
」
に
作
る
。
前
書
の
ご
と
き
に
輩
引
さ
れ
て
の
章
一
回
承
か
。
他
の

京
研
・
京
図
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
は
「
不
レ
撰
」
に
作
る
。
内
A
本
と
こ
t
A

に
も
同
じ
き
本
文
の
傾
向
を
み
る
。
但
し
、
鮒
訓

は
京
研
本
「
タ
マ
ハ
」

に
誤
る
。

※
一
一
一
六
丁
表
二
行
、
「
神
児
」
と
あ
る
は
本
書
の
み
に
し
て
他
人
本
、
京
研
・
京
図
・
内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
の
す
べ
て
、
「
唱
神

児
」
と
書
写
す
る
。
文
脈
よ
り
し
て
本
書
の
誤
脱
で
あ
ろ
う
。

※
1
一
一
一
六
了
表
芦
灯
、
「
〉
〉
(
嫁
)
〔
晩
〕
孝
於
姑
」
と
あ
る
は
、
京
図
・
内
A
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
の
七
本
で
あ
る
。
京
研
本
の
み
は

「
〉
〉
暁
孝
於
姑
」
に
作
る
。
'
日
氏
長
慶
集
(
義
文
印
書
館
印
〉
も
又
当
然
に
「
嫁
晩
孝
於
姑
」
と
す
る
。

若

・

※
2
一
一
一
六
丁
表
七
行
、
「
関
口
欲
安
婦
安
婦
意
如
何
」
と
同
一
本
文
は
京
図
本
の
一
本
の
み
、
内
A
本
は
「
聞
若
欲
安
婦
意
如
何
」
と
誤
脱

し
、
又
京
研
本
一
本
に
は
「
間
若
欲
緊
婦
衆
婦
意
如
何
」
に
作
る
。
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
の
四
本
は
「
聞
君
欲
取
ν
女
ν
婦
安
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札
〕
と
誤
写
・
誤
脱
す
る
。
白
氏
長
慶
集
(
上
掲
本
)
は
「
聞
君
欲
安
婦
安
婦
意
如
何
」
と
あ
り
、
本
書
と
は
「
君
」

一
字
を
除
き

一
致
す
る
。
「
若
」
「
君
」
の
草
体
が
結
果
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

ー
人
家
(
朱
)

※
三
六
丁
表
九
行
、
「
げ
な
つ
か
し
き
云
々
」
の
朱
傍
記
「
人
家
」
を
京
研
・
京
図
本
は

「
人
気
也
」
と
朱
書
す
。
そ
の
他
の
伝
本
は
傍
記

を
欠
き
、
別
行
釈
義
に
「
気
也
」
と
注
す
。
本
書
は
精
ミ
妥
当
性
を
失
す
る
の
感
が
あ
る
。
但
し
内
A
本
に
は
傍
記
、
釈
義
共
に
脱

す。
※
三
七
丁
表
ニ
行
、
「
・
楚
屈
原
維
王
」
、
此
の
「
維
」
字
は
、
「
懐
」
字
草
体
と
よ
く
近
似
に
よ
る
偶
発
の
結
果
と
推
測
さ
れ
る
が
、
や
は

り
「
維
」
字
と
判
断
さ
れ
る
。
内
A
本
は
明
ら
か
に

「
維
王
」

と
書
写
し
て
い
る
。
京
研
・
京
図
本
に
は
共
に

懐
或
本
ハ
但
シ
、
松
本
「
壊
」
ニ
誤
ル
〉

「
維
王
」
と
両
本
文
を
書
写
校
合
し
て
い
る
。

両
字
草
体
の

「
懐
王
」

に
作
る
に

よ
り
訂
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
は

近
似
に
よ
り
誤
謬
の
因
を
な
し
て
い
る
。

※一ニ
O

裏
ゴ
一
行
、
「
・
氏
子
日
在
子
五
ケ
日
」
の
「
尺
」
字
を
諸
本
「
戊
」
時
に
「
代
」
に
記
す
。
「
尺
」
は
「
戊
」
「
戊
」
な
る
か
は
と
も

「
至
子
尺
万
日
」
も
同
様
で
あ
る
。
当
該
部
も
諸
本
過
半
は
前
例
と
同
じ
く
「
戊
」
字
と
す

か
く
も
「
戊
」

の
異
体
敗
。
次
行
の

る。
※
一
三
一
丁
表
六
行
、
「
と
う
も
な
く
て
」
に
京
研
本
は
「
と
う
も
な
く
て
」
と
朱
戸
点
を
附
し
て
い
る
。
本
書
の
当
該
部
は
虫
損
裏
打
の
処

に
あ
た
り
不
明
、
あ
る
い
は
同
様
に
存
し
た
る
歎
。
他
諸
本
は
声
点
を
欠
く
。

に
京
研
本
「
か
た
ほ
な
る
」
と
朱
戸
点
を
差
す
。
他
本
同
様
に
戸
点
欠
。

「
あ
て
は
か
に
ゆ
へ
っ
き
」
の
「
は
」
に
朱
声
点
を
欠
く
は
虫
損
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
附
点
本
で
あ
る
京
研
本
は

「
あ
て
は
か
に
ゆ
へ
っ
き
」
と
戸
点
を
差
し
て
い
る
。

※
四
一
丁
表
ニ
行
、

「
か
た
ほ
な
る
」

※
四
一
丁
表
八
行
、
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※
1
・
2
元
丁
表
二
戸
行
、
「
員
色
迷
人
態
過
此
彼
員
此
般
倶
迷
人
」
、
京
研
一
本
の
み

1
・
2
共
に
「
直
」
に
作
る
。
他
七
本
、
京
図
・

内
A

・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
本
文
は
本
書
と
同
じ
く
す
る
。
白
氏
長
慶
集
(
上
掲
本
)
も
共
に
「
員
」
。
又
京
図
・
松
・
竜
・
内
B

-
神
・
東
本
に
典
拠
「
文
集
古
塚
狐
」
と
誌
す
。

「
後
漢
書
/
〔
列
伝
第
〕
時
九
/
口
口
〔
惇
〕
」
は
、
京
研
・
京
図
・
内
A
本
の
三
本
に
は
、
「
後
漢
書
列
伝
第
品
川
九

「
後
漢
書
列
伝
第
三
十
九
王
毛
伝
」
と
書
写
し
て
い
る
。
同
章
一
日
列
伝
を
検
す
る
に
注
引

※
四
一
一
丁
表
五
行
、

王
充
伝
」
、

松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
に

本
文
は
「
列
伝
第
三
十
九
/
王
符
伝
」

の
中
か
ら
の
抄
出
で
あ
り
、
「
第
品
川
九
」
と
あ
る
が
正
し
く
本
書
の
「
第
附
九
」
は
錯
誤
で

あ
る
。
あ
る
い
は
、
列
伝
第
一
一
干
九
巻
は
後
漢
書
四
十
九
巻
に
あ
た
り
、

同
巻
第
に
牽
れ
て
の
錯
過
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
同
様
に

京
研
本
以
下
三
本
に
誌
す
「
王
充
伝
」
も
同
巻
初
の
列
伝
名
に
拠
つ
て
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

松
本
以
下
数
本
の
そ
れ
は
転
写
上
に

生
じ
た
過
誤
と
判

累ぎ
卵れ
之る
IL.. ... 0 

猶
京
研
本
に
看
る

「
危
」
と

花

の
草
駄
の
疑
似
に
よ
る
過
失
で
あ
る
の
は
記
す
ま
で
も
な
い
。

』ま

※
完
了
表
r

一行、

「
癌
」
「
広
」
と
の
L

執
れ
と
も
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
内
A
本
は
明
ら
か
に

あ
る
。
天
治
本
「
新
撰
字
鏡
」
の

γ部
に
は
「
浩
一
時
怯
都
念
」
と
誌
し
「
嬉
也
」
と
し
て
い
る
。
古
河
意
義
則
氏
の
本
注
は
こ
れ
に

よ
り
「
癌
」
字
を
当
て
ら
れ
て
い
る
。
大
漢
和
辞
典
を
検
す
る
に
、
ま
ず
「
府
」
を
あ
げ
、
『
「
絢
」
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
府
、
或
日
以
v

は
京
研
本
は

fdi-

「
乏
し
紅
」

間
』
と
も
解
字
さ
れ
て
い
る
。
次
に
「
癌
」
字
を
あ
げ
て
「
〔
説
文
〕
泊
、
有
v
熱
捷
一
五
と
」
等
を
例
示
し
て
い
る
。
書
写
字
体
の
判

然
と
せ
ぬ
ま
t

与
に
注
一
記
し
後
考
を
侠
つ
こ
と
に
す
る
。

※
四
九
丁
表
…
o
行
「
京
の
花
さ
か
り
は
:
:
:
ま
た
さ
か
り
に
て
よ
と
不
明
「
ト
」
墨
痕
を
と
父
め
て
い
る
。
当
該
巻
を
欠
く
京
図
・
松

-
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
は
当
然
未
詳
な
が
ら
京
研
・
内
A
本
に
は
存
せ
ず
、
本
書
の
み
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
恐
ら
く
全
巻
改
装
裏

円。
っ，L

で



打
の
際
、
偶
と
他
の
小
破
片
が
同
処
に
附
着
し
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

※
五
一
丁
表
一
O

行、

「
琵
」
字
草
体
、
精
と
不
分
明
な
る
も
当
該
字
と
判
断
さ
れ
る
。
内
A
本
は
、
「
琵
琶
」
と
書
写
す

「
琵
巴
云
々
」

の

る
。
然
る
に
京
研
本
「
・
弧
巴
」

に
作
る
。
出
典
の
列
子
、
湯
問
篇
に
「
弧
巴
鼓
琴
而
鳥
舞
魚
躍
」
と
見
え
、
楚
人
、
琴
の
名
手
、

と
あ
れ
ば
本
書
の
謬
で
あ
ろ
う
。
「
琵
」
、
「
瓢
」
の
両
字
草
体
よ
く
類
似
す
る
に
よ
り
偶
然
の
写
誤
か
、
運
筆
上
の
結
果
で
あ
ろ

「
琵
琶
」
と
意
解
し
た
も
の
と
推
せ
ら
れ
る
。

う
。
内
A
本
は
同
型
の
草
体
か
ら
更
に

猶
、
次
の
六
本
、
即
ち
、
京
図
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
は
以
下
両
巻
は
欠
巻
部
に
当
る
。

※
五
二
丁
表
二
一
行
「
い
と
ひ
て
は
云
々
」
歌
を
伊
世
語
と
す
る
も
天
福
本
伝
定
家
筆
本
以
下
「
い
て
て
い
な
は
」
と
し
、
塗
寵
本
等
に

イ
テ
、
ィ
ナ
ハ

「
い
と
ひ
て
は
」
(
桂
宮
本
)
に
作
る
。
京
研
本
は
「
い
と
ひ
て
は
」
と
濁
声
点
を
附

「
い
と
ひ
て
は
」

に
、
又
古
今
和
歌
六
帖
に

す
が
未
詳
。
内
A
本
「
お
も
ひ
出
は
」
と
す
る
も
審
ら
か
な
ら
ず
。

〔
詠
〕
暢
臼
友
」

「
四
」
と
も
判
読
可
能
で
あ
る
が
、

内
A
は

ご
詠
暢
日
友
」
、
京
研
本
に
は

※
五
四
丁
表
九
行
、
「
一

ご
詠
暢
日
支
」
に
作
り
、
前
者
と
共
に
意
味
を
通
じ
が
た
い
。
白
氏
長
慶
集
(
嚢
文
印
書
館
印
)
第
三
九
巻
の

四
支
」
の
草
体
の
誤
写
欺
。

「日」

tま

の

「
一
詠
暢

※
五
五
丁
表
一
行
、
「
一
曇
香
」
、
又
続
く
「
裏
」
、
「
裏
」
の
部
首
は
ん
冠
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
や
は
り
上
掲
字
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

和
名
類
緊
抄
、
巻
六
調
度
部
に
つ
曇
衣
香
」
を
見
ゆ
る
其
れ
敗
。
京
研
本
は
こ
れ
を
二
字
に
作
り
「
直
衣
香
」
と
す
る
。
下
の
当
該

字
も
同
様
で
あ
る
。
図
書
寮
本
「
類
東
名
義
抄
」
に
、
「
嚢
」
の
許
に
「
ッ
、
ム
巽
」
と
共
に
「

l
誠
一
五
衣
香
」
と
あ
り
、
そ
の
用
字

に
拠
れ
る
欺
。
猶
大
漢
和
辞
典
に
も
「

J

接
」
字
に
作
り
、
「
か
ほ
り
が
衣
に
し
み
わ
た
る
」
の
用
例
を
示
し
て
い
る
。
内
A
本
は
当

初
の
字
は
「
裏
」
と
し
な
が
ら
に
以
下
を
「
直
衣
」
の
二
字
に
作
る
。
他
五
本
は
い
ず
れ
も
欠
巻
部
。
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※
五
六
丁
裏
四
行
、

「
不
以
為
一
襲
服
」

は
京
研
・
内
A
本
は
「
不
以
為
一
製
服
」
に
作
る
。
本
書
が

ら
か
で
あ
る
。
論
語
(
郷
党
)
第
十
は
記
す
る
ま
で
も
な
く
「
襲
服
」
で
あ
る
。

「
襲
」
を
二
字
と
錯
誤
せ
る
こ
と
は
明

※
五
八
丁
裏
一
行
、
「
口
る
し
〔
い
〕
ろ
〔
と
〕
/
い
ひ
紅
一
一
訓
す
る
時
は
一
千
ご
と
「
訓
」
に
濁
声
点
(
墨
〉
を
差
し
て
い
る
。
京
研
本
に

も
「
訓
」
と
略
同
様
に
施
し
て
い
る
が
未
詳
で
あ
る
。
猶
京
図
・
松
・
竜
・
内
B
・
神
・
東
本
は
欠
巻
部
で
あ
る
。
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